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贈

呈序
林采試験場札幌支場が, も と北派道話に所ﾡしていな北海道朴業試験場と, 

同じく もと帝室林野局に所風していた帝空林野局北海道林桀試験場とを合併 

して, 而かも農林行所屬となつて出發したのは,(に4年もの過去のことと 

なつた。

當時この再發足を記念するため,又北海道嵐が林龍武驗場を設けてから40 

」 に 相當 した ので旁々 これ を も 紀念する た め c, 請演合と 研究發表會 と を 開 

き, それから は毎年秋季に支場 と して の研究,發表會 をもつょうに なつて今 

日に及んでいる。

8ち今日 まで林業試驗場札幌支場と して 4 回の研究發表台 を 開いたのであ 

る 第1,2回の研究級変命の請旗巡原格はとれを色々の都合で印制に附し 

fないうちに, そのあるものは他に發表濟みとなり,又は提出されぬままに 

すぜつていた。 第3回のものは一感主とまつて印刷公炎され, ヌ第4回の 

bのは日本林掌合札幌支部主仙の誘演合及び研究扱炎合に合沈した開係上, 

同女部のi任におWてとれ亦じに彼炎されている。

さて 1, 2回の研究外参炎誘遺の公刊にMしては支場として資任をも座 

ヒているので, に一ﾡお預り したことになつているもののう.ち林産關係 

のも のをき 林業關係の も ののみび集め た り 整理 したりしてこれを 印刷す 

る ことにしたのである。

研究級炎合営時から(に相営の年月 を經過しているので,執筆者に封して 

基だiな く感する と 同時に, 又この請演集が内審的にみて最守今日 csい 

ては 多少ものた り ない動がない評でもないのであるが, このことはヌ執筆者 

に お して：： 帀•に 迷惑 をかけるととになる。

このHW政の他求は一N報であるが, 賞は(に進べたょ う な次第から 

H’質 は研究货&購演弊? あって, このうちに はﾡ時向がﾡ績行中で報交に と 

りまと める域にいならなかつなもので今は研究も相にすすんだという も o



もあるが, それらはいナれ又夫々の機にまと主つた一つの研究状告なり集 

報と してﾡ刊されるであろうことをお断り しておさたい。
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林業勞働の季節的平均と 山村の形成

On Forest Labour and Formation 
of Mountain Villages.

'• By

Meso。 OKINO

沖野丈夫

北海道の林業作業 と 季節 との關係 を 一言でい え ば,「雪。 な い春明秋の季節 

には造林作業を行い,雪のある冬の季節には伐採作業を行う。そして伐採作 

でには非に大きい労力を要するが, それに均しては農業者の冬の餘剰勞力 

「油っているのだ」の數語につきるのであるが,以下林業作業と季節との關 

係, 主と して作業の季節的分配すなわち年中行事の大略をのべよ う とする。 

ここでﾡというのは製材と木材商業をのぞいた狭いな味の林業来 拡朴と# 

注利川の範叫lにとどめる。

作業の季節的分配の現状

現作にかけ る各林の林業作業の季節的分配の状況を表にして見る と様めて 

復制 なものとなるがこれは 林業林學の進步とと もに現在にいたつたもので, 

个 後 も 科學の進步と ともに常に變化して行く であろう。 、

一般道林事業 徳川時代から道南地方で,朿北系のスギ,アカマツの造林 

が行 われ, 明治に 入つて カラャッ の朴, 大正時代に はドイットツヒ, 隊洲 

ア カマッェ どの外國樹種が盛に 行われたが昭和の初め には外図樹種は ト ドx 
ッ, ゾマッなどのﾡ士樹種におきかえられた。そして春季の植付を死常と 

しため, 吆利の中期に造林の盛になると と も に勞力不足の關係から秋植も實 

行せられた。州伐事業はカラ マ ッ本の増加と と も に増加したが,履時中サ木 

の不足から しく代期が低く な り, 早く 利用 され間伐を要する場合が比較的



少な く なつな。ﾡ土樹種では一般に未だ樹齢が比桜的低いので間代は部分的 

に行われているに過さない。

天然林は明治 41 年に野幌に林業略場が開設された頃から注日せられ, 

野幌の試監林はﾡが図天然更新研究の先登と なつたが, 林木利用方面が車魂 

せられるためにﾡ展せすナ, 漸く 昭和の初期に至り天然林の研究の逃進歩と と も 

に天然林 も 一般化せられ, その作業 も 的系化せ ら れた。天然造林では処 折 

作業の伐採木の選木は常要な作業で,作業の容易な堅雪時期に行われたが, 

天然更新のﾡ論の我展とともに更新樹と地被物の状況を設条し う る夏の時 

期に選木せらろ る cいたつた。 しかし現業日の手不足から堅雪上の調布が行 

われている。

保護事業では, いナれの原始林業と同様に, 初期時代には大災ﾡ防にI監 

を置さ, 特に明治44年の大山大後は大災背防の行事は細織化せられ, 乾": 叫 

。 5 月のR大行となつている。野風の黑除 は大正末期の大被害以來初冬 の 

臥雪前の離除は一大行事と して一般化せら る るにいたつた。 キクイム シicつ 

い ては大正木期の樺太の大被害に よ つて独防 に 留意せ ら れ,堅雪時や融’"、 

に針業樹伐探未木ﾡ係の取ル付が収布のJR大なる行事と なつている。 量曲期 

の一般的喚防と しての野鳥巣箱の設置は, ﾡ樹祭や山 大防通動と といc 厶: 

の民衆行となる機運に向つている。

苗畑事業 明治時代に は木州産和子に供つて ス ギ, カラマッ の本の ル 

が行われたにすぎなかつたが, 大正初期になりトドマッ, ェソマッの山io 
育成が行わ れ, 中期に はドイツトウヒ の育成が盛に な り ・ ﾡ士樹種に t# ドb 

れ,昭利時代となり林子の貯蔵も一般化し,雪中埋験による發芽促進の操作 

も確實と な りﾡ切作業や業液清が作業の常識化とともに得市率市は増し加パ 

業の年行事のm制 も 一新した。 /

林産利用事業 伐探町材作業では, 初期時代は北地方の雪上作采と滋塔 

作業が拠粋であつたが明治の中期に馬ﾡがへつて來てとれが玉相, バチ, ペ 

チバチ,四ツねとﾡ化して今日にWたり, 森林織道は大正中期より, トラッ 

ク運材は昭和初期よ り質用化して往時の夏は流込といつたのに釣して, 刃イ作 

は夏は林銭トラックという交と なつて更に利用可能ﾡ城が拡大 された。伐採 

は初めよ り多山と定まつていて夏山代探はﾡめて局部的に一時的と してし 

たが俄時中 は勢力の不足 に よ つて常態的の姿 と なつた。

季節的分配の根據

上違のごとく林来の作采は間系をなして 1 年I川に季節的に分配されている 

が, その分配の根據の最 もおも なる理由 は,各種の作業は その賞行に適期が 

あることである。適期は生物的季節によつて定まる毋合が战 も多いが,また 

氣象的季節によって作業季節の定まる場合も ある。また勞力不足または過剩 

のcめ に第2 的に作業季節が定め られる場合もある。以下 こ れcつい て大 

略を並べる。

生物的季節 林業は林木を登象と しはた森林内に生桜する動ﾡ物を到祭と 

ナる も のであ ろから, 作業は生物的季節すなわち林木の生理的季節に よ つて 

大の適期は定まる。發芽期の植付,生育休止期校打,拡物仲長期の末期, 

生比ﾡ化期の初期の下刈, 空切な どの造材作業の適期,生市休止期の役探, 

紅 腹落葉期の推非のポタ *代探な どの利用作業の適期などである。

動物の手節に よつて適期の定まるのは動物の被害に對する保護事業に多い。 

条,堅書上のﾡ伏期の広当幼数の顕除, 卵ﾡの探集,の幼数役生ﾡの幼引 

時代を中心と した顕除, 番伏所よ り 樹幹への辘登防止,変の燈火誘殺な どが 

こ れに常る。 キクイム シの産卵前すなわ ち融ﾡ期のボ木倒木な どの整理,X 

期のD葉樹の代探中止な ど は動物季節によって適期を支配せられる市要な行 

fである。

無象的季衛 無祭のiに到する保護業はすべて氣災的ﾡ位に支配せら 

れるのは常然で, R電時の雪, 害, 早害などに對する保護作業である。 

秋ﾡのﾡ付は 9 月の後牛の雨期前を適期とする。火災強防を 5 月の過度の 

城低期に行っ ごとき も氣象的季節に支配せら るる例である。

利川の各山伐木巡材業が雪に支配せられるのは, 北海道の林業で氣 

集に支配せ らるろ 各作業の う ち最大の も のである。 4 山は 一般に根の時期



と 一致する。 そ して根雪の時の うちでも上府が乾雪で厚 く型われてい る 1 

月 こ ろは雪が軟 く て運材の能率があがら ないが,2 月以降締雪の上に薄く 乾 

雲のあると ろになれば最も能率があがる。見等 は雪の性質 と 作業適期 と 關係 

の転接な ることを示 して る。

能率上有利な季節 生物的, 気象的の適朋なるや否やにかかわらず,賞行 

上容易な季節は作業の能率を増進する上から見のがすことはできぬ。3～4月 

の堅雪時期を利用する除伐,間代, 枝打などの作業,伐採木の選定, 林地 

の調, または下の我ﾡの前の林内の沙行のﾡ易な時期のﾡ探木の選定, 

5～6 月 と ろの日時期を利用して能率の増加を計霊する幾道地材な どのごと 

さである。

勢力 の配分上有利の季節 生物的季節や氣象的季節に 支配せらるること力: 

多いので,自然の儘では所要の勞力が年中平均化せら る ことが少ない。 林 

作業では 5～8 月 の時期に労力 を多くﾡし 12～4 月 にはﾡを要ナ ることがル 

ない。 これに反し林ﾡ利用作来では 12～4 月では勞力を要する こ とが多い。 

これは造林作業と よ く その勞力の映を補う ことになるが現在ではなお冬I 

に勞力を要することが遙に多い。 この攻多のﾡ力の不不均はﾡ来者の4 F。 » 

過剩の勞力によつて補われる。農樂期というのは 5, 6, 7月と 16,11月であ 

るからである。造林作業では,ﾡ力を要することは大価費来者とその季崎を 

同じうする う 无森林忙封する愛情や知識を も ち地林作采を効果あらしめるiに 

最も必要なので,造林作業は以門の作業者を要する。これらの事飛がはル 

になると作業が少ないので困るから年中を通して平均する よ うに考慮しな 

ければならない。この意味で冬季間に實行する造林的加伐除伐を増加し心際 

上これを 必 とする 林地は ことに 廣菜樹の二次林地に おおい。 拡林事求 を 

多季間林商利用方面に従事 させるととは, 作業の性質上照力 を 要する こ とが 

造林作業に比しておおいので,適しない場合がおおい と と は注なナべ書であ

林産利用作業に あつては冬季の斫伐從堺齐はおお く 農業兼業抬に Lて た 

夏季の林戦 トラックな どの除送專業者は 冬季間は機關軍車輛の整備修川 士 た

は無野地方の作に従事してダカの融通不均化をはかつている。

作業上から見た季節のﾡ分

わが岡では24の節氣のほか節分,八十八夜, 入梅,夏生, 二百十日,土, 

彼ポ, 日 などの雜節を設けて氣候の分界點を示し主と して農業上に利用し 

ていろ力, 北海道の林業作采ではこれを使用するには適さない。料業求上 

には次のごと く季節のﾡ分をなすのがも優利である。
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3月下イ〜

4月下仙〜

6月上仰〜

2上仙(ロ--立イ) 

3J中位(一分) 

4月中旬(精分一穀雨) 

5J下ﾡ(級町ービ!) 

7月上ﾡ(ﾡH-小ね)

(90H)
(45 B) 
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7中イ〜 8月 下旬 (小一三百十 H)(63 E)
9 J上ﾡ 〜10月上ﾡ (=で十H 一%S)(8s H)

10小中句～12月 上句 (S一大の) (6o 日 )

作業季節は生物的季節のほか氣象的季節に も 支配せ られろが, 氣象要業は 

必ナ し も 氣温, さ中過度のみなら寸降水のﾡ態や積雪北にも 支配され人的原

囚ナなわ ち労務の供給や産来との開係にも支配されろ故に作采の時期は之を 

實行する土地の小情によつて異る。1例として苗畑の起耕の時期を示せば次 

のごとくである。

商 館 4 月中ﾡ前牛期

m松内 4 J下ﾡ後牛期 (積雪が多いので遅い)

u 知 安 5 月上仰後4牛期 ( " )

札 製 4 月中ﾡ後4期

首小牧 4 月中4前4期 (積毎が弼いので早い)

m 内 4月中旬前半期 ( ッ )

道 川 4月下旬後半期

旭 川 4 月下仰前期

名 % 4 J下ﾡ後や期

天 n 4 J下何後牛期

稚 内 4月下旬後半期

遭 規 4 小下ﾡ前4期



ﾡ路 5 上仙後牛期

ﾡ盗 5 J土ﾡ後期 ・

北 叱 4月中ﾡ後牛期

以上の ととく 林業作業の季簡 は, 主として 生物的手節 と 氣象的季節 cよっ 

てその故適期は定ま るが, 劳力關係や他の産業と の關係から第二義的に最適 

羽に代ﾡ さ れ る時期 を選びま た攻る種の作業に就て は 季節に は殆ど 無關係に 

技術的改善を以て實行し うるよう考慮しなく てはならない。 作来の適期を 

見出すと と もにﾡ力の不均化を計るよ う 技術的に解決せねばならない。合理 

的に作業の季協的配分を行い, 作業を計義化する こ と にもつと考を挑わ

ならなV。林業技術の必度化と と も に林業事業の優秀ﾡ務者を養成し確 

保す るには, ま た北海道の ごとt 比較的政大 な る 林地 を ﾡ小の分 で合m的 

に林業を行う情に ある今日では林業事采者を多数必要と しこれには林業作 

業の季節的配分特に不均化について山に研究するの要あるを底する。 ま た 

純山村の殆ど存在せぬ北海道では將來  多数の人 ロ を吸収する意味で, 合m的 

な林業作業の季位的分配によ り年間の作業を平均化し,純山村生活を實現ノ 

るょう に考慮すべき である。 特にﾡ林作業を主とする山村を討象と しイ 1 

的作業の季節的配分の平均化を研究す る を聖す る。林業では犬候の哨雨によ 

る勢力の不平均, 多の勢力の不不均がある。この不平均を平均化する 集 

として u村に は家内工来たと 父ばス イ スの時計工業や木工工来のこと さw飛 

につWて考 え る 必要があ る。 これらの山 村に は互に作業 を 平均化 L.ic 堀 

を補 うため に作業協同組合につ いて考える 必要が あると思う。

われわれ林業研究者は各種の作業の生物的条祭ﾡ的の最適期に ついて 

に科9i的に研するとともに能事の向上。作業の安全性の増加,平節ﾡo 

平均化について も 火に考慮を 要する。 飾ﾡ力の下均化は事采者のf加とな 

りんでは林業が産業形態と してさらに高度のものとならしむるであろう

トドマツ種子の吸水と 

活力の關係について (第1報)

The relation between Absorption of water and 
the Vitality of Abies sachalincnsis Seeds

By

FosA。 YANAGIZAWA 
and 、

Tosi iiYosjii KAWANISHI

柳 w ﾡ 雄 

川西利義

まえがき
林木種子の發芽に 及ぼす外的條件中水分につい ては従來多数の報書が あ る 

が, 精造が困難である トドマ ッ種子にﾡしては比赦的少い。

ここに ト ドマツ種子の吸水状態をﾡ別及び混度別に調布 して種子の吸 

水, 吸水速度竝びに之が種子の活力に及ぼす影響について二,三の賞験を

みた。又併せて ト ドマツ種子の水と 活力保持の關係について も験を行 

つた。そ の緒果推市法改の益礎式料の一端 としてとり あ父す致表す る次第 

である。 ﾡ本賞験に常つては荒ﾡ一司君に多大の御扱助を受けた。ここに厚 

く感謝する次第である。

供試資料

本試驗に使用 した種子は昭和 21 年定山後で採集した。その種子の性状は

の如く である。

1 kg 客債 2.229 cc
純量料 01.0% 愛ﾡ料 394 %
充ﾡ 62.6% 發芽速度 20.2 ロ

木質験に使用 した土域は常場&平花同表土であって, 土性はﾡ接士で比重

-7 ー
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は 2,6928最大他水量は 56.39% であるろ。

吸水試験
ダ ・ I ' ・

1) 級ﾡ床の水分と吸水量の開係

トドマッ種了•の發芽床の狀態による吸水策及び吸水速度を知る爲にほぼ大 

き さの一定した正常な種子を選び出し, 1 簡営を夫々トーションバラン 

スで0.5mmg 軍位に測定し,各10救を一細となし次の7種の役床に披べ 

た。 ﾡ定時I経地後一定の順序で之を収 り 出 しi紙にてﾡ分の水分を除去L 

た上科充: しその後再び並床した。括種床の種ﾡは次の通 りである。

I .ペトッ ー氏皿に流紙を敷を適カセの水を加え秋子の側面よ り吸水せしめた 

もの。

II .秤:吊:管に滿水し,これに極子を入れ種子の全面より吸水せしめたもの。 

更にべ ト リ ー氏mに夫々合水量のﾡつた土ﾡを入れ次の5種と した。

III ☆水 44.1% 大飽水派に対 し 78.3%
IV 38.0% ク * 07.54
V 31.3% 55.0%

218% グ 38.7%
7.3% 13.0%

本實驗はいずれ も 25°cの定温下で行い吸水歩合は次の如く して氷めた。

o=吸水開始直前の種*求量

n = →定時期後の種子量

吸水步合 = (ﾡ 100)

試験D始後10〜19 日Hに種子を切断して内客の松を行い, 内締のあろ も 

のは還元法に依つてその活力の程度を調べた。

i 極子の内容と吸水の關係

種子の内ﾡ別吸水少合測定の結果一例を示すナと第1 の如 くであろ。

種子が水分を吸收する駅は,植物の種類によって異るが,不本科にては和 

賞の原量の30% 內外豆科の もの は大變大きいが,獲ﾡした ト ドマッ*シ】

第 1 表 播H床(1)に於ける私寸の内と吸水合
*なズ------------------- 
ジ水間 0 1.5 45 10.5 22.5 46.5 70.5 94.5 11s.5142.5 166.5 190.5 214.5

我セルモノ 100 114 121 131 147 152 157 161 16S 168 174 177 179
発芽カァルモノ 100 113 121 131 153 162 165 167 16S 16S 170 180 172
ルe 
货芽カナキモノ 100 118 125 131 145 154 157 157 15S 158 158 160 164

100 117 1 139 157 173 180 185 1SS 190 191 195 198

おいては木炎に見る如 く 吸水歩合 179すなわち吸水は原述の 79% であつ. 

て他の播前床における ものを見る とき,ﾡに要する吸水量は原R述の48% 
～112% の間にあって大多數の ものは70% 前後の吸水で發芽する ものでおる。 

この際においても種子のﾡ芽に必撃な水量はその種子の飽和水量よ り 少tで 

足りることが認められた。 ・

次に 活力 あ る 種子と 証が あつても活力のな い種子の間の吸水映態に一定価 

向ある相違は認められない。只活力ある種子は外皮が破れ外弧上發芽が秘め 

初め る 頃tか ら 急に種子の ホ 疑 を増 し吸水が活な となる。卽ち最初種子の水 を 

殴收する際は毛細管作用及び吸入の力に基くが發芽するに及び滲透順が作用 

丨 て急に水が多先 吸水される も の と思われる。第 1 表の比種 子 の吸水步合は 

内客ある種子に比して比核的多い こ と を示して居 る が他の發芽床についてみ 

る と一定の傾向 を認め ること は出來ない。 ﾡ磁酸 シモ= 水液浪度別に 

吸水試險を施行 した際において も 桃, 漫種子は活力 あ る種子と 同様に濃度の 

高 史 る と 共に吸水速度がM緩 と なつた。

以上に よ つて 種子の發芽開始前 で の 吸水:吊: の 多’少につい て は種子の内容及 

びMのの行無によつて一定の傾向がﾡめるととが出米ない上 うである。 

a nれ は 种: f•の捐：造 そのイ也の物理i的性質の苦異に よるものと考えられる。

(i) 桑場の水分と吸水の開係

政明の水分の 多少が種子の敗水に及ナ影響について質験 したﾡ果は 第 

1I&び第2炎の如くである。 @pち飽水に近い水分を行すナる播ﾡ休にい 

こ は初期の吸水速度は大 き いが一定限界吸水すれば殆ん ど吸水しない。 その



吸水曲級は双曲線状をなす。 その一例と して水中浸潰した場合の實驗式 を示 

すと女の如くである。 . .

0.0449 十 0.0190x

y 三 吸水(原量に討する吸水量の百分卒)

* = 水分の吸牧 を 行つて居 る 時間

次に飽水量の 00% 程度の水分を行する播種床においては, 吸水曲線は拋物 

線狀をなして,前述の水中浸漬の場合に比して初期の吸水速度は小さく メ長 

く吸水を植級する。 その一例として潮紙に適度の水分を含ましめ吸水せしめ 

た と をの實驗式 を示す と次の如く であ る。

y = 31.5 *.1u3 - 20.0

第 2 表の如 く 土城水分別吸水狀態は含水量の 多 い程吸水步合は大 さく, x 

吸水速度 も大きい。 各水量の少 と 共に吸水速度は小 さ いが長 く 吸水 をﾡけ 

る。 印ち前逃め水中にした場合と紙上で吸水せしめた場合の如く, そ 

の傾向が一致するを認めた。

ﾡ石炎砂磁ﾡに各種の潰度のﾡﾡンモ= ア水溶液を加えた ものについ 

て實驗 したが, 濃度の高主ると共にﾡ水の逃産が:級となるしヌ吸水量を淡 

する。置床時間が長く なればそれ丈稀薄液と濃昭液とによつておきる吸水量 

の差興が進だしく大きくなる。 卽ち濃度の大きく なると共にﾡ水に国難を米 

たす。故に 土壌發芽床におい て も 土壊の可溶性物質の多少に よる土壊水の農 

度に注意を拂ふを要する。

第 1 圖

(2) 發芽床の温度 と 吸水の關係

扱の混度が種子の水分吸牧に及ナ影ﾡについて知る爲 25'e, 35'e の 
温度において水分を吸收せしめた。ﾡずの種ﾡは前項iの場合と同一に した。 

その結果の一例と してﾡﾡした種子について示すと第2の如 く である。

第2 ヒ☆水別吹水ク合
一 . ..........-- h

吸

I.5 45 10 24

時 I間l (時)

72 144 16S

I 
I 
V 

W 
WI

100 109.5
100 116.0
100 114.5

120.0 142.0
120.0 145.0
116.5 138.0

150.0167.D 178.0 193.0 198.
140.0,157.。 100.0
140.01150.0

103.0 1G6.
200.5
160.0

100 1075
100 100.0

109.0
100.0

129.0
104.5

137.5139.0
104.0103.5

153.0
140.5
1035

155.5
140.5
103.5

-10一

155.0100.0
140.5141.0

102 I 210

204.0, 205.5
166.5,104.0

155.5
141.0

103.5J 103.6： 103.6 103.5

240

200.0
100.5
155.0
142.0
103.5 及水時間

第2画 土ﾡ合水量別登ﾡH子の吸水Mﾡ
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卽ち 250c と 35°c の恒温下に吸水せしめた場合同一發芽床においては何れ 

も 350c の方が吸氷步合は大 さ く 吸水度 も 大であ ろ。又温の高5い時種子は 

當初急に吸水し後潮次綏慢となる。 低通におては初めの吸水ﾡが少いが授 

く 吸水を繼続する。そ して河度と種子の吸水の間に低過の際はﾡ和に地す量 

が高温の際に比して小さいことが認められる。

又土城合水の大きい場合は吸水の終期に»いては迅度に よ る益県は大し 

て認め られないが, 土壊水分の少ない場合は吸水の終期において は常に 35c 

の も のが吸水步合が火であ ること が認め られた。

ﾡ水試験

(1) 水迅と種子の力

ﾡ水による活力の消失の状況を明らかにすろために 250c, 15°c, 2c〜5c の 

一定迅度の水中に種子を浸してその後の活力を調した。@pち種子7gセ 

入れた杯管に蒸溜水を満たしたものを若干り之を 25c, 15c の恒温器及 

第3回 過度別水唆

び2c〜5c の冷i川 

中に世ta一定の日時 

経過後 1歯究ル ) 川 

し還元法に依り和子 

活力を調査した,そ 

の緒果 ト ドマッ種チ 

の浸水に依る活力の

清央状況は第3Nlo 
如くで 25c では 8 日 

m, 15cは24

で 10%% 以下に 

力を低下した。然ろ 

に 2e～5c において 

は40 日 を紐ても 10

%以下にならない。

種子が白然状態に水を吸牧すれば我ﾡの生理的活動は逐大進行する も oで 

あるが, 水中に極子を汶潰した時は極子中に養分の流亡,酸楽の候乏, バク 

テリの入等によ り避に活力を失うに至るのである。

故に發芽促進のため の浸水は 出來る だけ低温で水せしめる こ と が必で 

ある。 吸水试驗の結果發芽に必要な水分の 70～80% は 2 非夜前後で吸水せ 

られるからとれ以内に桜をきり上げる必災がある。又席雪期の停滞水 よ り 

春 秋間の降用に依る高い水温の停ﾡ水が,種子の 活力に 大 な悠機 を及r 
すことがあろ。

(2) 土壌水分の多少と極子の活力及び發芽との關係

土城水分の多少が種子の活力に及ぼす影響を知らんが爲, 吸水試験の場合 

の如く 土壌含水率の異つた 10細の發床をﾡりこれに 100粒立究種子を括種

し30 日後發芽 ' 

数及び種子活力 

を調布した、調 

布期川中我床 

のiを測定し 

て失した水分 

を加ゆした。

その結果土無 

合水ポ 21.9%

(飽和水状に封 

し38%)のもの 

がむり:率良好で 

cnれよ り合水 

の多い場合は陥 

敷H丁数が増加 

Iて%u率が減
第4回 土項含水量別登芳率及び腐敗種子率
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少ナる。この傾向は 25°cより 35°cの方が者し。これはﾡ敗クテ リ ブの繁 

残に高温多過なるととが望主しい動上 り考えられる。 これを圖示すれば第 4 

岡の如く である。 ヌ殺球開始には各水派の大なる秘連Vが, 土壌水分の多い 

場合は前述の如く 腐敗極子の増加 を示し,30 口 後の發芽率はペ ト リ -氏皿の 

發芽床においては他水景の 402% 前後が最も良好である。又沮充内で傾斜式合

水派別播郡を使用した場合の賞ﾡでは合水率 35% (飽水の 68%)前後が: 

俄 も 良好な發芽を示した。 @ち最適水分量は種子の種類によつて興るが,者 

通登芽床を飽和せしめるに要する水分の 60～70%% が一般農林画子•に適當な

りと認められているが, 木實驗においても ト ドマツの場合63% が最も良い成 

ﾡを示している。

tすぴ

(1) トドマツ種子の内客と吸水歩合の間には特別の傾向を認めろととは川 

楽ないが, 級券種子は大ﾡ播種前の種子量の 70% 前後の吸水気: で發芽す る。 

ヌ後芽種子(外設的に後芽が認められたもの)になると念激にﾡ水量を増加ナ

る。

(2) 發芽床の水分 と 吸水につい て はﾡ券床の水分が飽水量に近い場合は吸 

水速度が大を く 50時間以内 に大部分吸水が終り それ以後のﾡ水北はﾡめて 

少い こと を示した。その際の賞略式は

y = 007-00160 となろ。

y = 吸水率, * = 吸水開始後の時間數

火飽水量の 60% の合水述 を イす る 彼ず床に おいてはそ の吸水巡度 は徐々 

にそしてく 吸水 を ﾡ績す る。そ の質t略式 は y = 31.5 * 一 20.。 である。

(3) 過度 と 吸水のげでは高温の場合は低過の場合 よ り 吸水度は 大であ ろ。 

又高温の場合は最初の吸水速度 は大き く その後急に低下す ろ が低混の場合は 

吸水座は小 さ いが長 く 吸水 を継樹 る。

(4) 土域水分の多い場合吸水木期の吸水量は温度の迷県に よ る彫郷を あ /

-14-

り 認め ら れないが水分の 少い場合は溫度の影容を うける ことが認め られる。

土壊水分の少い場合は吸水の終明においては 35。c の方が 25cにし常に吸水 

合が大である。

(5) 水と種子の活力については水ﾡか商高い程活力の刑失がい。即ち 10 

日lのジitc よ り 空 c では發芽率 8%, 15cでは 75%, 2～5e では 92% と 

なつた。 、 ,

(6) 發芽床の 土城水分 と種子の活力については 土基水分の 多 い程活 の消 

失は大き く 照敗種子が増加する。發芽成績の 良好なのはベ ト リ -氏皿を用い 

た時合水率 21.9% (飽水の 40%) 漫虫内で傾斜式合水量別括種を用いた時 

は含水率の 35% (他水量の 639%) である。
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第1表 的麻优種 (皮付)と

トドマツ樹皮の測樹學的考察

The measuring research of Todo-fir bark.

(北海道産樹木の測樹撃的研究 第1報)

By

ZuNwr MATSUI 
and

KYxorrsu BABA

松 井 善 喜 

期 場張過

まえがき

従米クンニン 締油,樹脂, コルク,歴根皮などに使用せられろカシワ, ブ 

カマッ, ベマキ, スギなどの樹皮の量的測定については調布女獣もみらる 

るが, トドマッ の樹皮 については 比較的 少なく, 中 ぬ博士 が不均樹皮率 を 9% 
と し, 矢浮氏が棒太産 卜Fマ ツ造材丸太について,末ロ皮付 と 皮無種 と 

の關係を直線式と している程座にﾡぎない。 しかし トドマッの樹皮ﾡを正確 

に測定する ことは樹皮をﾡ油などの生産原料と して取扱う場合には勿論,丸 

太の造材步止 り の在定上に も 必要である。ﾡ米ﾡ林地の間代木の よ う に樹 

事の大な小何木の生産が期得せられ, このパルプ方面への利用 も おえ られる 

oで, ト ドマッの樹炭のiを在定し,その継商的利封策を樹てる必が:ある。

本調は野幌産 ト ドマッの材九太1173本に関する昭和124の調益価と, 

昭和94以降の樹給析解の資料46本と, 道南の枪山經驚風玆びに北見の好 t 

経なﾡの樹幹析解した資料 20本とについて機討 Lたものであ る。

I トドマツの樹皮厚

1) 胸高における樹皮標

胸5uイの樹皮ルは径級にたい して B=α+ ム(B,崎 = 胸高の樹皮厚,,

-16-

樹止2ﾡとの開係

Ba:cm = 0.230+ 0.0262D» : cm

wル it対
西 
ﾡ 2

收倍

III., 
樹 
皮倍

測す 
価る

(em) (em) (em) に ■

4 0.33 0.39 +0.0G
8 7 0.46 0.44 一 0.02

10 2 0.51 0.49 - 0.02
12 5 0.53 0.54 + 0.01
14 2 0.09 0.60 - 0.09
16 3 0.61 0.6b + 0.04
18 3 0.72 0.70 - 0.02
20 3 0.86 0.75 一 0.11
22 2 0.73 080 + 0.07
24 4 085 0.86 + 0.01
26 0.83 0.91 + 0.03
28 2 1.03 0.96 - 0.07
30 4 1.16 1.01 一 0.15
32 6 1.10 1.07 - 0.03
34 7 1.17 ・1.12 -0.05
36 7 1.22 1.17 - 0.05
38 2 1.19 1.23 + 0.04
40 2 1.29 1.28 -0.01

- 42 5 1.34 1.33 一 0.01
44 5 1.47 1.38 - 0.09
46 4 1.49 1.44 一 0.05
48 4| 1.52 1.49 - 0.03
50 140 1.54 + 0.14
52 1 1.42 1.59 + 0.17
54 2 1.59 1.04 + 0.05
56 1

■
1.01 1.70 + 0.00

一 080
HI 土0.76

_____ _ 三 0.04

2 倍, ①, ク 三常基, * = 胸高皮付直徑)な る 

選練的關係があ る。Bruce, Schmacher 兩 

氏(1935)は long leaf pine について次の實 

験式 を 計算 している。 B倍: 討=0.0828 D 
討+ 0.38

野幌確 トドマッ 樹幹析解木にたい しては 

本式は第 1炎のよう に B:倍: cm = 0.230 

+ 0.0262 D。: cm と して適用せ られる。 

2) 丸太 の檢尺徑に おける 樹皮ル

ﾡ材九太の材積定に は木ロ uﾡの皮無 

し最短徑 を檢尺 してい る。 丸太の樹皮厚は 

胸75のよう な一定位置 と 異つて 同一 直徑の 

ものでも樹幹各部に蹈つており,地上高5 2 

m ないし3.7m以上の位置を占めている。 

從つて前祀胸高直徑の樹皮膜 と 異つた救価 

を示すのは當然である。

矢保電氏は省様太保日試験朴におけ る 

トドマツ 丸太の 皮付直誣 (D-:cm) と 材部u 

ﾡ(D。:cm) との関係 を交のu線式で定 し 

ている。叩ち皮付直径から材部过役を取む 

る式として D.:cm= -0.26286 + 0.95655 
Dr:cm

主 な材部直ﾡか ら 皮付面優 を求むる式と 

して Dr: cm = 0.20367 + 1.04719 D : cm 
を算出している。

本式を適用して野幌産ト ドマッ丸太の皮付 

直徑 と 材部山優と の関係を求めれ第2 
のように Da:cm= -0.3943 + 0.9702 D.
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第2表 丸太のボロに於ける付 

i径と役部直径との関係

DA :cm=- 0.3043 + 0.9702
Dr : cm

ポ 
口 
以 
付径

(em)

cic
測
衰徑

(em) _

3tic 
山 
役 
部径

_(em)

賞t3 
測す 
位る 
に

8 7.40 7.37 - 0.03
10 9.31 9.31 0
12 11.25 11.25 0
14 13.18 13.10 + 0.01
10 15.11 15.13 + 0.02
18 17.02 17.07 + 0.05
20 18.98 19.01 十 0.03
22 20.91 20.95 + 0.04
24 22.84 2289 + 0.05
26 2484 24.83 - 0.01
28 26.87 26.77 - 0.01
30 28.74 28.71 - 0.03
32 30.66 30.65 一 0.01
34 32.62 32.59 - 0.03
36 34.57 34.53 -0.04
38 36.54 30.47 - 0.07
40 38.44 38.41 -0.03
42 40.38 40.35 - 0.03
44 42.35 42.20 一 0.06
40 44.25 44.23 一 0.02
48 46.20 46.17 - 0.03
5o 4s.04 48.12 + 0.08
52 50.00 50.06 + 0.06
54 51.93 62.00 + 0.07
56 53.98 53.94 一 0.04
5s
0o

56.02
57.75

5688
57.82

一 0.04
+ 0.07
一 0.48

叶t 二 0.48
0

: cm であろ。從つて材部直徑 と 皮付直低 

と のW係は D,:cm= 0.4064 + 1.0307D,: 

cm で示される。

3)樹幹各部の樹皮昭

ﾡ材丸太未 ロ 毎で松尺 されるので, 樹碎 

の下部なV し部の樹皮呼が加入 さ れない" 

從つて樹幹析解木について樹師各部の樹皮 

厚の統温 t均せ る価は 必しも 前紀造材丸太 

と一 致し ないで, むしろ Kunze 氏が段州

第3表 樹棒条部の皮付 直 役 と

樹(2ﾡ)との係

Be 倍 :cm=0.0734 D - 0.001027 D 

樹皮
湾

IC
の役

. (cm)

T厚 
群2 
皮僭 
(cm)

な厚 
出。 
揃

倍
(em)

- 二一'ョ
T科 
測ナ 
価る 
に

8 0.49 0.52 + 0.03
10 0.09 0.03 一 0.06
12 0.76 0.73 - 0.08
14 0.82 0.88 + 0.01
16 0.89 0.91 + 0.02
18 0.90 0.99 0
20 1.02 1.00 + 0.04
22 1.10 1.12 + 0.02
24 1.18 1.17 -0.01
26 1.16 1.21 + 0.05
28 1.23 1.25 + 0.02
30 1.27 1.28 + 0.01
32 1.34 1.30 1 -0.04
34 1.40 1.31 | -0.00

計
一 0.38
土 0.37
一 0.01

トッヒの Derbholz の丸太の中央徑につい 

て定した数式と近似している。 ナなわち 

ト ツヒの材部材の 1/2 の部分の樹u 
ﾡ (D。倍:cm) とそ の部分の樹皮の厚さ の 

2 倍(R: mm) と の關係は次の数式で示 して 

いる。(R: mm) = 0.4125 D - 0.000 D

樹幹析解木の各測定强 (1.3 ; 3.3; 5.3 ...) 

に おける 樹皮摩の皮付曲經にたいす る 關係 

は第3のようであろる。ﾡち84cm 以下の 

丸太にたいしてはほぼ Kiinze 氏の式で 

示で さ, % 厘: cm = 0.0734 D - 0.001027 

D となろが, これ以上の大丸太 を 包含せ 

I むる場合には本式は適合せず,@ち第 4

のょう に a なろ常敷を加 え た二次方程式 

と な る。叩ち B,倍 : cm =0.4077+0.02949 
D-0.0000081 D

I ト ドマツの樹皮率

樹積合の樹幹材積スは機尺直ﾡに 

た いすナる 関係 は, 一般に つぎの方程式で示 

ナ c とがで はる。 B:%= ax-2 (B = 樹皮 

率： %, "ム = 常数, * = 材又は胸商ui 

傾とする)

1)立木幹材積の樹皮率

山木和藏氏はアカマツの樹皮率を次式の 

よ っ に定 した。B:%= 7.298 r-oas(但 

レ/= 比付ﾡ材私八 * mf)

交放得氏はカ シ ワ の樹皮率 を 前 と 同様

第4 表 樹聆各部の皮付直裡 と

樹度厚(2倍) との闘係

B 倍: cm=0.4077+0.02949
D 一 0.00000S1 D

奮 
の径 
(em)

¥ル 
ilo 
樹 
皮倍
(em)

3厚
111。
替 

許
_(cm)

質3 
消す 
位る 
にﾡ

8 0.49 0.64 + 0.15
10 0.69 0.70 + 0.01
12 0.76 0.76 0
14 0.s2 0.82 0
16 039 0.88 一 0.01
18 0.99 0.94 -0 05
20 1.02 0.99 一 0.03
22 1.10 1.05 - 0.05
24 11.S 1.11 -0.07
26 1.16 1.17 + 0.01
28 1.23 1.23 0
30 1.27 1.29 + 0.02
32 1.34 1.34 0
34 1.40 1.40 0
36 1.44 1.46 + 0.02
3s 1.48 1.52 + 0.04
40 1.57 1.67 0
42 1.05 1.63 一 0.02
44 1.65 1.69 + 0.04
46 1.75 1.75 0
48 1.81 1.80 一 0.01
50 1.05 1.86 一 0.09
52 1.95 1.92 - 0.03
54 1.9sS 1.9S 0
50 2.02 2.03 + 0.01
5S 2.11 2.09 - 0.02
60 2.08 2.15 + 0.07

所
一 0.3S
生 0.37
三 0.01

18 一 一-19-



に定 している。 logB:発%= 1.5269 一 0.102 log V (但しア= 皮付材積石 

m位)

野幌産 トドマツ の樹砕析解に よ つて在定 したﾡ木の樹皮は第 5 表の よ う 

に胸高u優にたい し,B:%= 16.52 D。-®3iペ のW係式で示 される。また皮 

第5義 .

胸TSit径 と 爪木の樹率 と の関係 度付爪材積 と 樹 と の開係

第6表

丸太 の材R と 樹火ポ と のD係

De:2%=7.060V-0.1ow
log Br: 2%=0.8488-0.16GG log V

—20 —

Br%=16.52Dい-°.-"®

log Bv%=log1.218-0.21598logD»
Br2%=7.48Vo-°・I

log Br%=0.8738-0.100 lox Vo

富径

_(em)

質樹
政 

i測率

(29)

豫樹 
戊 

山a
(2%)

質3 
期す 
iる 
に途

略it
征 

_(em)

ル幹 
付材 
樹式

(m)

掛
広 

測

(28) ―

樹
・攻

出率

-(28)

す 
itる 
に

6 13.20 11.22 - 1.08 0.01 13.20 12.35 - 0.85
8 11.58 10.54 - 1.04 8 0.02 11.6S 11.45 -0.13

10 11.39 10.04 一 1.35 10 0.04 11.39 10.62 - 0.77
12 0.30 0.66 + 0.36 12 0.07 0.30 9.99 + 0.69
14 10.33 9.34 一 0.99 14 0.10 10.33 9.61 - 0.72
10 8.27 9.08 + 0.81 16 0.13 8.27 9.34 . + 1.07
18 8.55 8.85 + 0.30 18 0.18 8.55 9.01 + 0.46
20 8.59 8.65 + 0.06 20 0.23 8.50 8.78 + 0.19
22 7.54 8.47 + 0.93 22 0.31 7.54 8.50 + 0.96
24 7.55 8.32 + 0.77 24 0.39 7.55 8.29 + 0.74
26 7.43 8.17 + 0.74 26 0.48 7.43 8.10 + 0.67
28 8.33 8.04 - 0.29 28 0.59 8.33 7.92 一 0.41
30 7.73 7.82 + 0.09 30 0.79 7.73 7.67 - 0.06
32 7.96 7.71 -0.25 32 0.93 7.96 7.64 - 0.42
34 7.67 7.62 -0.05 34 1.0S 7.67 742 一 0.25
36 7.22 7.53 + 0.31 36 1.20 7.22 7.33 + 0.11
38 7.18 7.45 + 0.27 38 1.38 7.18 7.22 + 0.04
40 7.31 7.37 + 0.06 40 1.57 7.31 7.12 - 0.19
44 7.33 7.30 —0.03 42 1.73 7.33 7.05 一 0.28
46 7.70 7.23 一 0.47 44 1.95 7.70 6.05 - 0.75
48 7.40 7.16 -0.24 46 2.12 7.40 6.89 一 0.b1
60 6.58 7.10 + 0.52 48 2.29 6.58 0.83 + 0.25

叶

一 6.69
土 5.52
ニ147

tt 1
一 5M4 
土 6.18 
一 0.
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材 賞樹 
皮

ﾡ樹 
戍 す

捕

大ﾡ 消試 川 tろ

(mり (2%) (%) に遊 要

0.017 14.61 13.92 —0.69 九丸大材種は

0.028 13.25 12.81 -0.44 皮柄及組任

0.042 12.11 11.97 -0.14 に佐りて協

0.058 12.28 11.34 一 0.94 尺し 未ロ

0.077 10.84 10.82 - 0.02 向ポ法にイ

0.090 10.01 10.38 一 0.23 つて山せ

0.123 9.96 10.01 + 0.05 るものとナ

0.150 9.06 9.68 + 0.02
0.180 9.44 9.39 - 0.05
0.212 8.70 9.14 + 0.44
0.247 S.53 8.91 + 0.3S
0.285 8.23 8.70 + 0.47
0.325 8.19 8.61 + 0.32
0.368 7.95 8.34 + 0.39
0.413 7.70 8.18 + 0.39
0402 7.54 8.03 + 0.49
0.b519 7.65 7.89 + 0.24
0.666 7.56 7.76 + 0.20
0.022 7.35 7.64 + 0.29
0.681 7.46 7.53 + 0.07
0.743 7.36 7.42 + 0.06
0.808 7.69 7.31 - 0.38
0.874 7.54 7.22 - 0.32
0.94 7.52 7.13 一 0.39
1.016 7.08 7.04 - 0.04
1.001 7.04 6.96 一 0.08
1.109 7.36 6.87 - 0.49

一 4.11
計 土 3.S1

一 0.30

B.:%=66553+ "調"

丸太の未口 付役 と 樹ポ 
と のB係

未付 
向ic 
度額

7ママwマ

質樹 
皮
消

-

樹
皮

ll

・ーvマ
調

iiる

(cm) (2%) (2%) に

8 14.51 15.25 + 0.74
10 13.25 13.39 + 0.14
12 12.11 12.15 + 0.04
14 12.2S 11.27 -1.01
16 10.84 10.60 一 0.24
18 10.61 10.09 -0.52
20 9.96 9.67 一 0.29
22 9.66 9.34 一 0.32

-24 0.44 9.06 - 0.38
26 8.70 8.82 + 0.12
2s S.53 8.61 + 0.08
30 8.23 s.43 +0.20
32 8.19 8.28 + 0.09
34 7.95 8.14 + 0.19
36 7.79 8.02 + 0.23
38 7.54 7.91 + 0.37
40 7.66 7.82 + 0.17
42 7.56 7.73 + 0.17
44 7.35 7.65 + 0.30
46 7.46 7.57 + 0.11
4s 7.36 7.60 + 0.14
50 7.60 7.44 - 0.25
52 7.54 7.39 一 0.16
54 7.52 7.33 - 0.19
56 7.08 7.28 + 0.20
68 7.04 7.24 + 0.20
00 7.36

— 7.20 : - 0.16
+ 3.49
二 3.52
-0.03



付蟀材積にたいしては Bv%=7.48%-°"パ9 で査定される。

2) 九太の樹皮率 ・

麻生誠氏はコナラと クスギの 2人ル太の樹比率を前と同校に定している。

コナラ: B:発%= 22.295 D-oes (D = 皮付丸太寸單位)

クメギ B:%=33.389D-°( " )

矢浮ﾡ古氏の番ﾡ太産 トドマツ 丸太の樹皮率 を 前記皮付直很力材部直押の 

方程式か ら 誘等すれ ば次式で示 される。
B:%%= 0.08501 + 0.50288 才 - 0.06909 - ;ハ

野機産 トドマッ 丸太の樹皮率は,前の よ う に丸太の樹以Iが:木ロで測定 

されるので, 前者と興つた第6表の1うな多式で算定され, gち九本木口 

付直徑にたいしては,n.9%=5.9599+-が一 で示され, 丸太材精にた

いする樹皮市は,B.%=7.060ア-0.。 で定されろ。

本調布値は 中島博士の単木の樹皮率, F場9% と,欠深氏の省ﾡ太卜F 

マッ丸太末口皮付保 10～44cm の樹皮率 13.5〜9.7% に比すれば小なる値を 

示し, また Kinze 氏。 Tanne の504生以上の樹皮率 12～14% に比して W 
しく小さい。しかし,これを樹皮の外視類似するプナに比校すれば,Kinzc氏 

の 50 年生以上の Buche の樹皮科 6～8% よ り やや大で ある。 トドマツはま

同 じ炎ﾡの針業樹た るトッヒ ﾡの樹皮率 と も 近似 し,中 島 博士の北海道 商 

エソマッ, アカェソマッの樹皮率10%c比してやや小であり, まなKinze氏 

の504以上にK州 ト ッヒの樹皮率 7～20% に比してもやや小さい傾向がある,

I 樹皮の厚さに及ぼす諸因子

1)胸高直從級の大小

胸制 直徑大 なる 樹幹の 上部の 樹皮厚 は, 胸76回任小なる樹幹の下部におけ 

る同一直優殺の樹皮呼に此してIい。 @ち木のお除は地上高5 を増すにﾡつ 

て優級は細く な り . 樹皮厚もあく なるが, これら年級と樹皮呼との開係は 

y=一 なる式(=山ﾡ,y=樹氏2倍,a=常教)で示ざれる. 

胸su価 5o am と 同 30 cm の各軍木標準木の樹幹各部の皮付直徑 と 樹以と
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第8表

樹幹ﾡの大小と 樹皮厚 (2倍) と の以係 位級と樹皮厚(2f)との閲係

第7表

碗 30 cm 50, cm 地 位」 上 等 地 F 等 ﾡ

B:倍cm B:fcm 商 高 44am 4am
ハ din 4 _ILでK

-11.95-0.473D 三3.03r0.12i2D B-ﾡ:cm B.倍: cm
-明 資l3厚 

測 A川。
實刊 
測ナ 
位る 
に悪

範摩 
III.. ナ 

価る 
に釜

山式 _ D+10.647 D+17.34
以しノ/・ 23,06+0.363D 35.91+0.5515D

のﾡ 
(cm)

・2u2

(cm)(cm)

樹"樹 
火倍倍 
(cm)(cm)

樹皮 
ご i。 

謝
・3

T到 
測ナ 
位tる 
に遊

・:構:
到 

消す 
位る 
に塗0.57 0.57

0.65,
0 

+0.01

1 — —
・4卜4
の径 

二(em)
管 

(em)
倍 

(em) (cm)(cm)8 0.64 U・U [ u.” 十 0.07 --
10 0.72 0.72 0 0.77 0.80 + 0.03 4 0.51 0.60 +0.00 0.49, 0.60 +0.11
12 0.78 0.78 0 0.s6 0.s5 - 0.01 6 0.63 0.66 +0.03 0C2 0.66 +0.04
14 0.84 0.84 0 0.92 0.90 一 0.02 8 0.72 0.72 0 0.72 0.72 o
16 0.90 0.89 -0.01 0.98 0.05 - 0.08 10 0.78 0.77 0.01 asi 0.78 -0.03
18 0.04 0.94 0 1.03 1.01 - 0.02 12 0.85 0.83 -0.02 o.so 0.85 -0.04
20 0.08 0.99 +0.01 1.07 1.06 -0.01 14 0.92 0.88 -0.04 006 0.91 1 -0.05
22
4

20

10:
1.07
1.10

1,03
1.07
1.10

0
0
0

1.11
1.16
1.21

1.11
1.16
1.31

0
0
0

16
18

0.05
0.9S

0.92
0.97

-0.03
-0.01

l.Olj
1.05

0.97
1.04

-0.04
一 0.01

28
30

1.1:
1.16

1.14
1.17

+0.01
+0.01

1.26
1.30

1.25
1.30

- 0.01 
0

20
22

1.01
1.04

1.01
1.05

0 
+0.01

1.11 1.10
1.1s 1.17

1

- 0.01
- 0.01

・2 1.19 1.20 +001 1.35 1.35 0 24 1 09 1.09 0 1.23, 1.24 +0.01
1.20 1.23 -0.03 1.39 1.39 0 26 1.14 1.18 -0.01 1.30 1.31 + 0.01

36 1.44 1.44 • 0 28 1.16 1.16 0 1.36 1.37 + 0.01
8 14s 1.4 + 0.01 30 1.19 1.20 +001 1.44 1.44 0
40 1.62 1.59 + 0.01 32 1.221.23 +0.01 1.50 1.51 + 0.01
42 1.56 1.57 + 0.01 34 1.25 1.26 +0.01 1.57 1.59 + 0.09
44
46
48

1.68 1.6i
1.68 1.0(
17217G

- 0.01
- 0.02
一 0.02

36
3s

1.28
130 1.32

+0.01
+0.02

1.62
1.71

1.66
1.7a

+ 0.04
+ 0.02

5o 1.74 1.74 0 40 1.35 13 0 1.79 1.81 : +002
02 1.78 1.7S + 0.01 42 1.39 137 -0.02 1.91 1.8s - 0.03
M4 1.811.83 + 0.02 44 1.43:1.40 -0.03 2.04 1.o6 -008

05 + 0.16 物 + 0.19 F0.29
叶 -004 三 0.15 二 0.17 二0.30

寸0.01 0.01 +0.02 1 三 0.01
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の閲係は第7変で示される。

2)地位級

ト ドマッ樹ﾡ析解木から布定した同一ﾡ級の皿木の樹皮Iをみるに第 8

第9表

生長のx否 と 樹厚 (2 倍)との 關係

路fsit径 14cm

ミ生Yr状
2熱、ビ座g

(em) 一

ﾡﾡ木 林
釜

75 28

4 0.33 0.26 + 0.07
6 0.39 0.36 + 0.03
8 045 0.40 + 0.05

10 0.50 0.42 + 0.08
12 0.59 0.44 + 0.15
14 0.02 0.50 + 0.12

のように地位上等地は下等地よ りもお 

おむね樹皮が沛い。これは兩方の樹幹 

周囲の環境條件の相違の影理よ り も, 

むしろ生長の良否,@ち同一概級木で 

は年齢の, 又同齡木では幹級の大小 

に影施せ ら れる動が多い と ﾡわれる。 

同一極級で も 生長旺盛な造林木 と 被m 

木 とでは第 9 表の よ う に樹版にかな 

り の差が見 ら れ, ま た幹級の大小 と 樹 

皮厚 と の関係は前述の通 りである。

第10表
A. 渡息國椅山極卷以选

Ba ﾡ : cm=0.3487+0.01005 D 
+0.00027D°

地とトドッ 樹皮(2 倍 cm)
B. 石将國野幌試驗林面

B 倍 : cm=0.4077+0.02949 D

3) 氣候的因子

概して温吸地方產の ト ドマッの樹皮厚は寒冷地方に比してﾡいよ うである。 

@pち第10炎のように道市の桁山地方産トドマツがﾡも樹皮呼がﾡく,野税商 

これに大ぜ, 北見の山ﾡ地方産は一ﾡ厚く, さらにﾡ様太保回産は一い 

よ うである。

本調布仙は他面ﾡ山地方のト ドマツは 60 年生前後の壯齢木で,野桃地方o 

は経済齢 80～90 4年生の も のが多 く ・ 北見地方の は 百数十年生に達する も のが 

多ﾡも考しなければならないが。樹木自身が寒冷に適應して, 熱の不A 

等mの コルク 質層 な どの細織が厚 く なつたとい う 鮎 も 一u考 えられる 各地 

産の樹皮岸はほ 次の製式で示 される。

ﾡ山 B。イ:mm= 0.3487 + 0.01005 D + 0.00027 D

野幌 B, 倍 : cm =0.4077 + 0.02949 D 一 0.0000081 D
.. 11 n D- 2.867
ロと ピ 1 ： cm -10.055+ 0.3536D

様太 B,倍 : cm = 0.2629 + 0.04344 D

樹皮

の径
(cm)

寅厚 
i消。 
樹" 
皮倍 
(em)

厚

樹2
倍 

(em)

i消す 
iる 
に透

(em)
8 0.30 0.45 + 0.15

10 0.48 0.48 0
12 0.51 0.52 + 0.01
14 0.5S 0.55 -0.03
16 0.52 0.59 + 0.07
18 0.73 0.63 -0.10
20 0.76 0.67 - 0.00
22 0.76 0.71 -0.05
24 0.77 0.76 - 0.01
26 0.91 0.81 一 0.10
28 0.83 0.86 + 0.03
30 1.23 0.01 - 0.32
32 1.10 0.97 - 0.13

38 1.13 1.14 + 0.01

42 1.22 1.27 + 0.05

46 1.95 1.41 + 0.06
4s 1.58 1.48 - 0.10
50 1.23 1.56 + 0.33

56 1.50 1.79
・

+ 0.29
58 1.86 1.87 + 0.02

計
+1.02
二 0.93
十 0.09

-0.00000S1 DS

ﾡ厚 3こ厚 3
ﾡっ 出。 す
樹" 樹 価tる
皮倍 皮衛 に

(cm) (cm) (cm)
8 0.49 0.64 十 0.15

10 0.69 0.70 +001
12 0.76 0.76 0
14 0.82 0.82 0
16, 0.89 0.88 - 0.01
18
on

0.09
1 no

0.04 
n oo

一 0.05
. n n

22 1.10
り・ジジ
1.05

・
- 0.05

24 1.18 1.11 -0.07
26 1.16 1.17 + 0.01
28 1.23 1.28 0
30 1.27 1.29 + 0.02
32 1.34 1.34 0
34 1.40 1.40 0
36 1.44 1.46 + 0.02
38 1.4s 1.52 + 0.04
40 1.57 1.57 0
42 1.65 1.63 一 0.02
44 ヽ1.65 1.69 + 0.04
46 1.75 1.75 0
4s 1.81 1.80 - aoi
50 1.95 1.86 一 0.09
52 1.05 1.92 一 0.03
54 1.98 1.98 0
56 2.02 2.08 + 0.01
6S 3.11 2.09 - 0.02
60 2.08 2.15 + 0.07

一 0.38
土 0.37
一 0.01
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第10表

.. _D 二 2867
10.055+0.3336D

C. 北足岡F上細替ﾡ産

の径 
cm)

典厚
測 o 
樹
皮倍

_(em)

4厚 
山。

倍 
(em)

測ナ 
位る 
に変

8 0.40 0.40 0
1o 044 0.53 +0.00
12 0.58 0.65 + 0.07
14 0.76 0.76 0
16 0.80 085 + 0.05
18 1.01 0.94 -0.07
20 1.14 1.02 - 0.12
22 1.20 1.10 -0.10
24 1.21 1.17 - 0.04
26 1.17 1.24 + 0.07
28 1.26 1.30 + 0.04
30 1.43 1.35 - 0.08
32 1.38 1.41 + 0.03
34 1.40 1.46 + 0.06
36 1.47 1.50 + 0.03
38 1.77 1.55 -0.22
40 1.40 1.59 + 0.19
42 1.72 1.63 - 0.00
44 1.60 1.CC + 0.06
46 1.64 1.70 + 0.06
4s 1.76 173 - 0.03

+ 0.75
. _ 0.75

0

4) 品 種

D. ﾡ報人保日広感林産

D: cm=0.2629+0.04344 D

木付 3ル r)
ロit 1119 

樹 ロit
皮径 度ﾡ

・**

_(em)_ (cm) (em) .(cm)_
6 0.52 24 1.31
8 0.61 26 1.39

10 0.70 28 1.48
12 .0.78 30 1.57
14 0.87 33 1.66
16 0.96 , 34 1.74
18 1.04 36 1.83
20 ,113 38 1.91
22 1.22 40 2.00

前方種にはォト ドマツ・ 北方加には

カ ト ドマツ系統が多V動から, アカ ト 

ドマッ 系統の樹皮が摩い傾向 があ る こと 

は前記の立地的關係 と 併行 して考え らnれ 

る。 オトドマツとカト ドマッの樹度 

の分類學上の特級についての宮部,」：む 

兩博士の記載を引用すれば, オトド 

ッの樹皮は灰青色,地の生によ り次 

白色 となり,樹 く て平滑, 老木といえど 

も縦裂せす, 樹和多く在する。ブカ

トドマツ の桃皮はﾡ紫ﾡ色なはがﾡ色, 通地べの生に より水ド 色を 4 

する場合が多く。 老水では縦に契目をじ, 赤味を帶びるに至り,川脂溜り 

く 在す ろ。 主 た他脇博士のオ =ハグトドマッと ﾡせ らろろ 品Hは よく i 

地の老齢樹に見られ,樹皮が多少皮境を蒙ったように粗剛で摩い。

5) 寄生ないし落生物との関係

樹皮に ッ ルヂサイ, イハガラミ などのﾡﾡﾡの附ﾡとろ部分はその局部 

の樹皮が他の部分の2倍に肥厚しているととは樹ﾡ析解の折に双察せられた。 

主たサルノオガ七か附ﾡしていろものは生長の減選せろ老表木であり, 苔類 

のく附着しているのもまた老木に多いので, これら吸精植物による二次的 

影器と相俟って,かかる樹の樹皮はおおむね呼いととがﾡ楽された。

tすび

トドマツ の樹皮は今後精油な どの原料と して経濟的に利用せられる ことと 

思う が, 樹皮北はその資材の大小によつて相違ナる他, 生長状態, 氣候條件 

品種な どcょつても 多少相違する ので,これら を考慮に入れる必要があ る。 

樹度のさ, 樹皮率については從來測定された實験式がおおむね適合するが, 

調 料のル り 扱い方法に よ つては さらに二, 三の別の數式が一好 よ く 適合 

するようである。
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造林用鎌にたす る研究

The statistical research of sylvicultural sickle

By

MATSUI

松 井 普 喜

まえがぎ

人の力はぼ0.1馬力に相常し, 力學的め事率は少ないが,皿なる機ﾡと興 

つて,物を考え, 判断し, 複雑な地形,障害物に卽し,地被植物の繁疎に【二 

じて多方面忆仕事を遂行する。發動機はこれに反して大なる馬力をイロ,カ 

學的効率は大であるが, その活動能力は一, 二の方向に動く のみで,根松自

ら動き得ナ, 常に人力の補助を要し, 戦して荷大, 移動不便で,被おな林 

地の刈挑作業などには使用困羅である。刈拂作業には肩,顧,腕などほ 

とんど全筋肉を使うので比ﾡ的披労のﾡが少いのみならす, ネマガリ ダケ 

の密生地 を 除けば刈拂の さほど困難でない悠,草地など が多く, 人力にょつ 

ぞもかなりの功私が期待でせる。従つて育林Fの撮械化はﾡ求の課題とし 

て,現在使用の鎌について一植科學的に研究する必要がある。けだし蠶は数 

百年の傳統と般驗とから地方 

的に改良せられ,これが:代 

は一率に踰じ られないが, 述 

林 f来に おいて も 作業功和の

迫を占むる地, 下刈の唯 

一の器具であるからこれが力 

學的構造や作業能率を研究す 

ることはﾡめて必である。

本交はW和 18 4取時中の 

ﾡ不地を神うために各替林 

K平にﾡ合して調在を依頼し 

た林川録 69 ﾡの型をと り 

纏めた もので,印刷事「情か ら 

その刊行を迎延していた。

鎌の規格

ﾡの名稲は第1lのようで 

ある。以下各項目について分 

析檢針を加えてみたい,

1) み: 双渡は寸目 とも稱 

レ 後の規格 を 示す•もので, 

木道T有林に使用の鎌では第 

1 炎の よ っ に 6.0～11.。 寸,不 

均 8.4寸(18.2～38.3cm,不均 

25.5cm)である。 この 中地推 

M川体で均8.6 す, 下メリ 

小 川鎌では Z6 K 地 下 

刈父川ﾡでは8.0寸で, これ

刈拚対象的と羯の極類と操作

第2回A 大型 長ﾡ
・ 英メリリ

ミ ャ コザサ

第2圏 B 中型饿 中柄
ﾡ血刈 リ 
林地のクマイザ

第2昭 C IH24 中, と柄 
血刈 り

測関地のクマイザサ
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第2回 D 小賞 知柄 
一本づっの刈 リ
政林地のチシマザサ

を他用の鎌と比校すれば第; 

1炎のように紙して大型で, 

柔刈録のほ2個, 木刈ﾡ 

の1.5倍にあたり, また一 

般の立刈録に比べて み波が 

大である。

双渋りが大なるほど刈携 

物 との接御面が 多く なるか 

ら刈拂に餘り勞力を要しな 

い柔政な本類やミ ャコザ

第2表 鎌の见渡,み と 刈状面権 と のB係 

(野祝試ﾡ林での賞験)

第1表

4-0
4.5
5.C
FF
0
5
0
.
5
 
0
5
0
 

方 Q
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11.0
11.5
12.0

発 
刈
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©
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+ 
+
©

+
e
㊉

a

+

+

4

+

©

缶
®

®

+

+
 
+
 
+

木
刈

A.

第3回 メリ挪對象物 と小 1
(不臓は聞2と同 じ)
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渡
』

園

诙

宀

 

#
 

M
 

1
0
-
3
4
6

柄
のM

と
す

.37

.4S
崔

.
45
50

1 分の刈挑面積 (m)------------------------------- 
疎林のクマイザサ地

疆 面償

(m)_ (m) (m)
1.2 2.7 3.94
1.25 25 3.13
1.2 2.6 3.12
1.2 2.1 2.52
1.25 ヽ 21 2.63

サなどにたい してはみ渡 り の長大ﾡを用いた方が第2炎のよ. う に能卒的で, 

科や除の太く堅Wネマガリグ ケや流木 にたいしては1回に 1 本づつ しか刈取 

ることができないから, .むしろ小型の原鎧の方が取扱いに便利である。まなた 

AM地のクマイザサには所がの中川のものが施率的である。 これらは第 1, 2 

財によつても察知される。

2) : 鎌のR量は 同付と もﾡし,-み渡波りととも に#通録の規格の準と

第3表 ﾡ林然の刃波と

ann
| 6.0 6.5 7.0 7.5 ! 8.0 8.5 9.0

2
10.0 10.5 11.0

00 1 1
80 1 1 1 4

100 1 4 2 1 1 9
120 2 3 4 3 12
140 4 6 4 2 16
100 o 営 2 1 1 1 7
180 1 2 2 1 6
200 1 2 1 1 5
220 1 1 ヽ 2 4
240 1 1
260 1 1
280 1 1 2
300 1 1
t 9 1 5 10 13 13 10 7 2 2 3 09
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な ろ。地林用ﾡの量は 60～300 夕, 平均153 夕 (225～1127 g ド均575 g) で, 

中地折事用ﾡは不均179, 下刈鎌は 113 勿,地ﾡ, 下刈筆川録は177処で 

あろ。とれらのﾡを別用途のﾡに比れば加大で, 染刈の10, 木刈銀の

3～4 倍にあた り , これを同 じみ渡 り の刈鎌に比れば2倍以上のであろ。

双渡 り と とは+ 0.68 士0.0436 な る 相關關係 におる。 ネマガリグケや 

灌木を財象とする小型鎌は木刈鎌に準じた摩手の鎌なため取渡りの別に帀エ: 

が:重く , ミ ヤコザサや本類を釣象とする大型ﾡは理論的には荒刈用 (野 

刈) 草メリ鎌に準じ,木刈ﾡよりも手で上いためみ淡りの割にが細い"L 

かし林地では大型鎌の場合でも, その川に介在する堅い木木類を も刈取る必

要があ るので, 刈ﾡの よ う に手にする と と はできなV。 こ と にﾡ刈の 上 

洞律的にかかる 

振子の運動を速進

第4表 林鉱の効と刃w

うに月を引さ, ﾡをひねり,ﾡを振子の上うに振り下ろし 

操作を繰 り 返父す場合に はﾡ自ﾡに相の を持たせ, 

せしめる 方が刈り 易い よ うでめ©。

3) 双幅: 鎌の峰の形は通所 

であるから み双線の 位mre よ つて幅が 

契なるが, その奴: も 加い部分 を 理帆 

とする。ﾡ林用ﾡのみ幅は第4表の 

上 う c 1.5～3.。 寸, 平均 2.2 寸(45～ 

9.1cm2不均6.5cm)で, その中地折事 

用録は不均2.3寸,下刈銀は20寸, 

商ﾡ用録では 2.3寸である。一般 

に 渡 りに 比例 して 段福 は大 となる 

もので,これ らの關係は +0.516 士 

0.0597なる係ﾡで示される。ﾡち同 

ース渡 り でも 双蝙に は多少の遊があ 

り,例え ば 取渡 り 8 寸の 鉢では 2 

は1.7～2.6 寸の範山にあろ。

4) 腰入角度:ﾡ入度は係の

第5表 I入度ﾡびにの 
比リと刈足とのい係

刈挑 = ﾡ刈り の双 = Gcm
地双

と 
と の 
州向

ヌの反 ッ 座 ()

0 5 10 15

ゴ)―
の 

C) 刈足の高さ (em)

0 45 4.2 |3.9 3.5 3.0
5 40 3.9 3.5 3.0 2.5

10 35 3.5 3.0 25 2.0
15 30 3.0 2.5 2.0 1.5
20 25 2.5 2.0 1.5 1.0
25 20 2.0 1.5 1.0 0.5
30 15 1.5 1.0 0.5 0
・ fのが及について 

いると して計した。 
现の反り度は能の平の
反リ, 主にﾡの米流の 
反 リであ る o

第6表 双とﾡ入との相関ﾡ

\ 双波
(す) 

撃入 一
6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 mt

() 
0 1 1 2 4

6 1 5 4 4 1 16
10 1 2 2 o*4 1 8

15 1 1 9 2 1 14
20 3 3 4 1 11
25 3 2 2 7
30 2 3 2 1 8
35 1 1
40 0
45 1 1
附 4 15 26 17 4 3 69

の 个 を 地面に 付けた際に 地面 と 録の柄 との なす角度で※而角 と も稲する。造 

林川録のよ うに中歴または立姿で作業するﾡでは歴入度を大にして, 刈足 

を紙く! ている。 牧求刈川の西洋大録ではなるべく腰入ﾡを少くして,悲 

Fの係のﾡ度を持たしむるために木柄をﾡ曲せしめて, の刈足を低く して 

いるが, 逃林用ﾡのよ うに木柄の直総状のものは腰入度を大にする必が 

ある。造林用鎌の腰入角度は第 6 表の ように 0～45 度,平均 15.8 度で,その 

中地折鉢はド均16.5 下刈鎌は 11.9 度,ﾡ用ﾡでは 15.9 ﾡであ る。これら 

腰入角度と以渡り とは +0.201士0.0809なる相W係が:認められ, gちス渡 

0.0～7.5寸(18.2～22.7 cm)の もの は腰入角度が 13.4 度, 同 8.0～9.。 寸(24.2～ 
27.5cm)では 15.7度, 同 9.5～11.0寸(28.8～38.3cm)では 18.6度と なる。 こ

はネマガリグケなどを 1 木づつ切断す る 小型鎌では腰入角度の必要があ ま 

り無く, む しろ度を小さ く して鎌の強度を高めた方がよ いが,歴をひねり, 

nと予とで規的にﾡご刈 りする 場合に は鎌の腰入角度は適化大 と して刈足 

を低くしなければならぬ。腰入度と双幅と刈足とのW係は第7に示され,
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第7表 』入角度, 双の反リ, 柄のさの賞既の刈足に及ぼにす必響

腰 
入

()

双反
り 

の度

O)

遅

渡 
(em)

刈ﾡ面の位置 刈抑 商iih 央 の 
ﾡの位 t

(m)

・マて 

fo 
の比

り 
ﾡ座 
()

地 中 炎 先 死

刈 星 富 i(em) 刈 足 田 i(em)
A 17.0 6.2 16.3 1.6 2.0 2.4 3.8 2.0 49 1.00 42G/
B 12.0 33.5 22.8 1.2 1.2 1s 4.3 1.2 4.4 1.37 15°10/
C 29.0 28 21.5 0.7 0.9 1.3 2.2 0.9 1.9 1.34 920/
D 20.0 12.5 24.1 1.2 2.0 2.4 47 2.0 16 148 443
E 9.5 11.3 20.6 1.2 1.6 2.2 3.7 1.6 2.1 1.45 920
F 30.0 22.0 30.0 0.6 0.7 1.2 2.0 0.7 1.6 1.50 740/

地ﾡでは牧刈取 りのよう に刈足を低 く する必要がないから 15～20度の歴入 

度で も 刈足は 6 分内外 と なつてﾡ付に は格別の支障がな い。

5) 双弦 : 柄部の 中心級と 双弦 (双の元と先 と を納ぶ線) と の なすナ を双 

弦 と納する。 林用ﾡの双弦は第 8求のよ う に.90-140 度, 不均105.7 

度で, 中地抗体は111.2度, 下刈鎌は100.0座, ﾡ録は10.6座であろ。以弦

ど双渡とは +0.182 土0.0786の相関陽係を示し, 紙してみ渡大なるものは

み弦 も大とな る何向があ る。Bリ 

ちみ渡り 6.0～8.。 のスは 

95.0度, 8～9寸では107.0度, 9～ 

11 寸では 105.9度となる。

弦は堅い笹を 1本づつリか 

け て切前ナ る 小型の I公では小 さ 

くてもよいが,利:メリりや側押作用 

を主とする 商銀では 座を 大に 

して, 刈抑効率をあけなければな 

ら。@ち獲刈の場合における刈 

携画tに第29炎, 第5lloよ 

うに双弦によつてネしく鼻な る.

第4のょ うに長柄の大鎌を H

第4圏 長柄の大の式刈掲作分折

つて 身値を曲げすに肩と腰と を動かして規行的に針を振予状に抵つてﾡ刈 

ナる場合にはス張90度にたいL100雌では約14/,120度では 21の功 

をあげる ことができる。 @pち刈商積のﾡ大となるみ弦は160ﾡである 

, 實際に は鎌次刈拂物を引かけ, 牧欲しやいためと140度と100座との 

刈拂面技の弟が少ないので,み政は普通 140 度以下 と なつてい る。一般に 

刈挑がは地被物の種載, 密疎に應じて薙刈と き刈と を併用して筋肉の一方 

的製防を避けているためみ磁は 105～110度P外のものが:多い。

大にクマイザな どのやや硬 く, ﾡ生す る サ サ地で は 前記の ようにﾡく, 

大さく 獲刈ナると と は困難なので, 国 5のよう に兩腕を身體に接觸せしめ, 

nと脳とのﾡﾡな力によつてﾡくﾡぜﾡき刈りをする必がある この場合 

,•は前昔と異なり錢の柄を握る手の掌は ［司一方向に向いている. この際の刈

•,面利は秋小と な るが, き刈 りよD は能的であ る。 この刈 ) 方でも双弦
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第9ま ※組を1回"前"に*ける(編?設話既。,。..ス
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刈の 
線位 
の a°

鐵 の 刈 W(em) S
S=2scm*Sin{r- (a 土 8}
理 强 角 摘 要

_90° 1000 110° 120°

1 40 + 33 73 8.19 12.71 16.85 20.48 a = 刈挑の
2 47 + 23 70 0.5S 14.00 18.00 21.45 進行方向に直
3 54 + 13 07 10.94 15.25 10.10 22.36 な線との
4 G0 + 5 65 11.83 16.06 1980 22.04 ﾡとのなナ

5 65 o5 11.83 10.06 19.80 22.94 止。.
6 72 - 5 67 10.94 15.25 19.10 22.36 8=同上と
7 84 - 15 6g 10.04 14.42 18.37 21.76 の双の道行
8 92 - 21 71 9.12 13.67 17.62 21.13 ガ向とのなナ
9 97 - 25 72 8.65 13.15 17.24 20.81 ル。

10 103 - 30 '73 $.19 12.71 16.85 20.48
ず 均 価 (cm) 9.03 14.32 18.27 21.67
刈 ﾡ Mt(cm) 148.7 146.7 145.2 143.9
刈抑面種 (cm) 1,355.1 1,914.1 2,406.7 2,823.7

傷a蘿或憲龜刈の螞令

建
刈の 
繰位

ﾡ o 刈 M tem) S
S=28cm* Sin {r+(&主 B)}

のm a? e ・+8 90 100° 110 120°

1 35 H 37 72 8.65 13.f5 17.24 20.81 N*NE
2 41 + 29 70 0.58 14.00 18.00 21.45
3 54 + 14 0s 10.49 14.84 18.73 22.06
4 5s + 8 66 11.39 15.66 '10.45 22.05
5 75 一 8 67 10.94 15:25 19.10 22.36
6 88 - 18 70 0.6s 14.00 18.00 21.45
7 100 一 28 72 8.65 13.15 17.24 20.81
ボ」 dc(cm) 9.89 14.29 18.25 21.66
刈 挑 N(cm) 116.1 113.4 111.0 106.8
メ挑画｛(em") 704.2 985.9 1,327.0 1,423.0

角 90 ﾡにたい し 100 度では 1.4 倍,120 度では 2 倍の功程を あげ ることがで 

・る。

6) 拠 り度(シホリ ド) : 双線の 曲座を拠 り座と 和す る。拠 り 度はみ張のﾡ と 

元と をﾡぶ山線 と 双の最凹山部か ら こ の線に下した:垂線 と の比ボで示 される 

が, 鎌の挽 り度は全線均一なる曲度と 元の方か, たは先の方の曲度がとく 

に大なる場合とがある。 林用ﾡの挑りﾡは10のように, 平均 12.3% で,

第10表 双と挑度との相叫ﾡ

刃
\()

ボリ度
6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 nt

2 1 3 1 3 10
6 2 1 1 1 1 3 1 1 1 1 is

10 1 1 2 1 5 2 2 14
15 3 3 1 2 1 2 12
20・ 1 1 3 2 2 2 1 12
25 • ・ 1 1 1 1 4
J0 1・ 1 • ヘ 1 3
36 1 パ 1
40 ・
t 3 1 5 10 13 ' 13 10 7 2 2 3 69

中地折似では10.29%, 下刈錄では 13.3%, 兼用鎌では 8.7% であ る。 さらに 

cれ を拠りﾡの位置で分ければ, 林ﾡの元の方の拠 り度の大なも のが 55.1 
%, 先の大なものが30.4%, 元と先と同一のものが14.5%となる。 この中, 

地抑体では, 元の方のﾡり座の大なるものが63%, 先の方が37%, 下刈で 

は元の方が:539%,先が:33%, 元と先と同じものが:14%であり, 公用係は元

第11表 然の刃の挑り度(%)

ﾡ。形 地・下刈全川 地 妳 事 川

外の挑り大なる もの

元の校り戒火なるもの 

挑りが大な るもの

10
20

2.231.30 
0.77 176 
0.330.33

6
10

1.401.17 
0.70l2.50

5
8
2

0.82
0.15

0.66
1,0
0.15

21
98
10

計

1.70
0.81
0.28

1.12
1.88
0.28

-37-



の方が54%,ﾡの方が27%, 元ﾡと光と同じが19%であろ。挑り度と及渡と 

第12ﾡ 鉱のみびと挑りによる

双欲の長さ (cm)

り 変 (%)

5 10 15 20

8 8.07 8.22 8.49 8.87
10 10.03 10.27 10.58 11.06

は +0.133 ±0・0798 の相開關係が 

みられ, 取渡 6～8 寸では拠 り 座 

は 10.7%, 8〜9 寸では13.3%, 
9.5～11.0寸では 13.7% となる。

ﾡり腹があれば刈ﾡ物を牧ﾡし 

力の作用する双殺が長く なるから 

切断し易いのである。 不本科, 渉科などの咲かいポがみから過しやナい 

種類を刈挑う場合や, ミ ヤコザサなどを大ﾡぜに刈携う場合には第3lの A. 
の う な先の挑り の大なる方がむしろ刈り 易い よ うである。

グダマイサザなどのやや優いササにたいLては刈ﾡ物がみ線に沿うて滑つて 

きて, 元のﾡりに牧ﾡされて切断されるので, 刈をﾡ用する録では元の拠 

り を大に した方がよ い。 / ・

7) 双線の山縦: 前記の挑 り度によ？ て双線の曲度を知る ことができるが, 

なおとれらス線のガープを正確に知るためにはﾡの柄の中心線を縦納と し, 

これに直角な線を横岫と した品標軸上に 双線のカーブを岡示し, これをﾡ繰 

式で示せば第13,14炎のよ うに y=αxから y=αx一6 ・Vaル- なろ川線式で

-38-

第13表 ﾡ の 双 繰 (cm)

番 8 (1) •(2) () (0 (あ)

葭
中 
型 
典 
刈 
鎌

ﾡ金

刈

ﾡﾡ

刈川

t
刈武

抽 裏

2 3.70 0.45 0.70 7.60 5.10 根岫は鉄の柄の方向 を頼 と じ

4 G.30 0.90 1.20 9.40 8.30 描軸は 刃渡の題部 よ り之にit
8.20 1.30 1.60 10.20 10.55 に引いた線とす。

8 9.75 1.05 2.00 10.70 12.20 双ﾡは戦, 横店標ﾡにいて

10 10.90 3.00 2.40 10.95 13.45 査定せ るものとす。

12 11.80- 2.35 2.70 11.05 14.30
14 12.60 2.70 2.80 11.00 14.60
1G 13.10 3.00 2.s0 10.85 14.35
18 13.60 3.30 2.70 10.55 1340
20 14.05 3.55 2.40 10.15
22 14.40 3.80 2.00 9.05

. 24 14.65 1.40
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第14表 然のみ繰の曲線

$ ・
(1) 大 烈 ﾡ 刈 鎌 

y 3.014 2.GS
(2) 中 型 出 刈

y ・ 0.2576 ダ・

州 \ 賞 計 注用

嗝ヽ、 測 
ac

を
引

・ 尊

m止 (em) (cm) (em) (em) -(em) (em) (er)
3.70 4.96 + 1.26 2 0.45 0.51 + 0.06

4 0.30 6.79 + 0.49 4 0.90 0.95 + 0.05
6 8.20 8.17 - 0.03 G 1.90 1.26 - 0.04
8 9.75 9.39 一 0.36 8 1.65 1.64 - 0.01

10 10.90 10.02 - 0.88 10 2.00 2.00 0
12 11.80 11.20 -0.60 12 2.35 2.35 0
14 12.60 12.01 - 0.69 14 2.70 2.70 0
16 13.10 12.90 一 0.20 16 3.00 3.04 : + 0.04
18 13.00 13.78 + 0.18 18 3,30 3.37 : サ 0.07
20 14.05 1420 + 0.15 20 3.55 371 ; + 0.16
22 14.40. 14.75 + 0.35 22 3.80 4.03 + 0.23
24 14.66 15.35 + 0.70



(3) 中 恐 虫 刈 然

y=0.4309 20.ma-0.0007944 oV/ ダ

(4) 中型ﾡ刈山刈ﾡ川然 

1=0.S46G 20.1910-0.005012 o/5

第15表 然の形ル

Sa 泄 
ft 

(cm)

計 
靠

(cm)

1 ※
引

L(em)

営

(em)

t 
菱 

(cm)

叶
こ 

価t
(cm)

交州

引i 
(Cm)

2 0.70 0.71 + 0.01 2 7.00 7.82 + 0.22
4 1.20 1.18 -0.02 4 9.40 9.12 - 02s
6 1.60 1.58 -0.02 6 10.20 9.81 - 0.39
8 2.00 1.93 - 0.07 8 10.70 10.31 - 0.39

10 2.40 2.36 -0.05 , 10 10.95 10.66 -0.20
12 2.70 2.51 - 0.19 12 11.05 10.89 - 0.16
14 2.80 271 -0.09 14 11.00 11.00 0
16 2.80 2.83 + 0.03 16 10.85 11.05 + 0.20
18 2.70 281 + 0.11 18 10.55 10.55 0
20 2.40 2.60 + 0.20 20 10.15 10.15 o
22 2.00 2.10

・
+ 0.10 22 9.65 9.65 0

24 1.40 1.05 - 0.35

Vノ 出

_ z土0.9427_ . n nnnQr ,/ 然 の 形 状 調」
木 :・ (roバ#ッ0noAGn Y

ニ- : ニ ニニ \ ..... 二....- ( ﾡ ・ し 2
\ S 叶計 ﾡ

3こ I
ポチ 付 57

\ i tc 魚 丸 6
関蔵 (cm) (m) () n 月 弘 1

の 角 激 5
2 5.10 5.23 + 0.13 孫 突 I a! 3

丸 * 5G
4 8.30 8.01 一 0.29 エタガネ打, ﾡ

あ リ6 10.55 10.29 - 0.20 打ﾡし 24
8 12.20 12.14 一 0.06 喪 タガネ 4

10 1345 13.25 - 0.20
の

表 裏にあ り 6
木羽 樋 21

12 14.30 14.24 一 0.06
無 姿 様 3

14 14.60 14.70 + 0.10 ク ガ ネ 打 1
16 14.35 14.51 + 0.16 価 ﾡ し 6

Elf 一 崎 60
18 13.40 13.28 - 0.12 豺 二 商 5---- ......

示すことができる。 節ち里の曲線は元の方がやや急速にカーブが昇り, 派べ 

級除 とな る が,先端 まで上の繰 を地るものとみ渋りの 1/2～2/3 の漫 を頂 

と してカープが降下ナるものと. そのカーブの曲度の念激なものと級除なも 

のなどがあ る。

ﾡ刈録はス弦が大であ るから提 り 度の少ない場合のみの曲線は= 3614 

.sで示されるが, 曳刈鎖の挑り 度の少ない場合に は煦弦角が小であ るから 

y 0.258 *.* で示 される 場合が: 多い。 ま た薙刈鎌は先の方の換 り度の大な 

る も のが多いから双の 曲線は y = 0.659・28-0.00579 ・ か,

,= の5。、——0.00579・V/西丁の向あるが; 刈録では元の方の 

ﾡ り Lの大 なろも のが多いか らy= 0.847 - 0.00501 cMぴ で示される 

場合が多い。 ま た根曲竹や灌木な ど 1 本づつ刈取る小型の厚裁は型弦向や換 

り度が少ないので, 双の曲終は y=0.258*."ないしy=0.431*:- 

0.000794 ・/が とみられる。

3) 以面の反り： 双線を含む面を取面と稱し,平と呼ばれている。この裂m 

は縦, 横而ともやや中凹狀の反り面を冇し,ことに峰の部分に反りを附して

刈主たは 刈の際に 銭の下面の摩擦抵抗  を 減ぜ しめて いる,この裂面の横 

商商の反 り を裂mの接済ナる不面とみ身の峰どのなす座で示せば逃林係で 

は 3〜 15 度,不均10度である。

次 ic み身の縦の 方向に も 横断商の ような 反り があ つて,中央がやや 凹状 を 

する。 縦の反 り は薙刈飯などのよ うにみ線の巡動方向のﾡ化し場いものは 

ど多くとつて, 下面の摩擦抵抗 をナ るとともに銀に 飛性を附し, 強度をつ 

よ めている。 の縦の反 り をみ商の接する不面とみ身のﾡ端数びに後端と 

のなナ/度で示せば量林健では先端3～6座, 後端は これ より 多少弛る く 反つ

ていろ。

り)体のホ:鎌の除は叫頭状となつている。即ち耐久力を增大せしめ,鐵納 

村を位約する同的で解は叫状とし, 強度を附するため,とくに肉をく

I . かつ地金に引性を附加せしむるために峰の下部にﾡ(トイ)を附し, また
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はタガネ打を しているものが多い。造林用鎌の樋の彳紙,型態は炎15に示す 

ように, 不打ないし裏ﾡがﾡも多い。

10) 銀の尻: 造林ﾡの尻の型は87%まで九型であろが, 中cは角型, 突 

出型も見られる。一般に丸型といつても多少尻を張つて肉順にして理度を用 

している。

11) 録の腰: 鎌の腰部は木柄部に差し込み,ﾡ(ドンガネ,別名柱, 開金 

ロ金)で緊締し, 目釘穴に釘を打込んで木柄と結合せしむる。目釘穴は造朴S 

の 92%% が一箇所であるが,中には二箇所の湖合もある。

12) ﾡの先:林録の88%%は先部が尖役となつて, いわゆる付になつて 

いるが, 中には •先が損じ易いので,先部を丸くするか,彼状にして, とくに 

先を無く したものもある。

13) 銀の厚さ: 録の厚さは縱,横断面の位超によ って異るが,地朴ﾡのス 

渡りの中心に おけ るﾡののル さ は 1.3～2.4 分 (0.39-0.75 cm)で先に 向 う 

従い くなり, 元の方はむ しろ厚 く なってい る。 ま た双の平の以 さは洋 部の 

2/3 以下に滅じ,とれらはみ尖に向うにしたがい旋盤で枝上げ, A石で研ルさ 

れ,双先は鏡尖に されている。一例をﾡげればみ渡)1/2の簡所の峰のルさ 

は1.7 分,1/4 では 1.4分, 3/4 では 1.9分であ り, 双の不の中央では 1.0分で 

ある。

14) 木柄 : ﾡの木柄の長 さは 口通り 為が多 く 調査数の 40% は 5 尺 (1.5 m) 

/e, 又調査本数の 78% は 4尺 (1.1m)と5尺 (1.5 m) と のllに位す る。下刈鉢

第16表 ﾡの柄のさ (長さ 別詳匯木製)

\ さ() 171 2.0 3.3 3.6 4.0 4.3 4.7 5.0
一-ニ 

5.3 5.6 5.0 6.3
介

川 込(m0507 0.60 1.00 110 120 1.30 140 1.50 1.60 1.70 1.80 1.00

追川 2 2 3 10 3 1 21

FXJF川 1 1 1 1 3 3 1 9 2 23

N*金川 6 6 8 17 4 4 1 46

1 1 1 1 11 12 36 0 0 I 00
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では 1 尺 7.8 寸の片手鎌を 用い ろこともあり, ﾡ刈録では 5～6 人の長柄の も 

のを用いる場合がある。

柄の断面の形状は使ル方向が一必でなV場合には正叫形, 一定の場合は桁 

觴 ないし卵形が握 り 易く,力が入つて有利 とされて いる。 地ﾡ, 下刈用録に 

たいしては天然生木を伐採して,そのまま柄に使用するものが多いので,そ 

の断面の形状は叫形に近い ょうである。

第17表 後 の 柄 の 直径

(直t径別調HE木災)

一血 優(す) 

。柄なem)」

0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8
谷

2.4 3.0 3.6 4.2 4s 5.4

増 # x川
m 形

ﾡ ﾡ 形

2
1

o *
1

2 1
1

7
3

下 刈 事 川
m 形

w ﾡ 形

1 2

1

2 1

1

6

2

剛 # 4 川
m 形

4回形

1

1

7
4

4 3 15

5

m 形

ﾡ m 形

1 5
3

11

5 
______*

7 4

2
28

10

1 8 16 7 4 2 38

柄のる 部分の直紙は 1.2 寸 (3.9 cm) が多 く,地指鎧は平均 1.25 寸 下刈リ 

は 1.1寸で調査敷の77%は1.0～1.3寸の川に位している。 るﾡは使用 

がの予求の大 さ に」七例するから とれにNじて考え るべさであ る。

ﾡの柄には炎18の上 うに各種の樹種が用いられているが,ﾡも多いのは 

チグモで, 次でイク, ホホノキ, キハグ, トドマツ,ヤナギなどで,シナ 

ノキ, シラカバも用いられている。叩ち鎌の柄に使用される樹種は材料の得 

リいニ とが第一條件とされ； ついで材が通直なるこ と,強靱なるこ と,掘商 

がらか,であるととなどが望まれるが, 一般に使川同的, 録の大さ, 柄の長 

さ, 刈挑物などに よ る材 •の比重, 強度などについては從來あ ま り 考慮されて
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第18表 総の柄 と して使せ る 樹Hびに そ の比, ﾡ (森林必携に よ る)

樹 種 科ft数

---------
比正

100ﾡ

-----

一 
空 
須ﾡ

--- ;

ﾡ ・製

(kgem)

こ....

抗 ﾡ 独 

(kz/em)

止総ﾡ

ヤ チ グ モ 31 62 575 460
--- ---- 

ロ

イ ク ヤ 22 67 500 460 I
ヒ Pハノキハ 19 53 490 379 I
水 ホ ノ キ 19 51 .441 328

. 卜 r マ ッ 17 41 333 359
才 オベャナ ギ 17 一 --
シ ナ ノ キ 10 51 398 403 v
シ クカン べ 9 61 469 375 I
ク ッ ノ キ 6 58 563

マナラ シ 4 48 404 397
ハ ン ノ キ 8 50 418 354 V
ハ リ ギ ッ 8 54 506 344 I
コ ク 3 44 405 —
シ ウ・リザク ラ 2
ア ッ グ モ 2 —
才 ・グル = 2 51 482 427 IV
ナ ナカマ ド 2 71 304 I
イ スエンジ 1 a 74 I
プ ナ ノ キ 1 66 663 540 I
F ロ ノ 1 38 278 226 W
イ チ キ 1 61 702 628 I
ミ ッ ナ ラ 1 78 786 I
ヤ マ グ ワ 1 67 637 478 I
ミ ッ 1 60 536 412

叶計 178

・ ・むすび

林川録はその刈ﾡ封象物に よ つて構造を 異にすべきである。 刈挑物が座 

関で, 1 本づつ切断しなければならぬ流木やネマガリグケなどにたいしては 

小型,厚子, 短柄の鎌を適當とするが,刈拂物が柔軟で雞刈の容易な •草本類 

やミヤコザサにﾡしては大型,中厚, 長柄の鎌が冇効である。實際作業する 

場合には色々の植生が交錯しており・ かつ被蔭の程度によつても刈拂物に硬 

軟があるので,兩者の中明型の鎌が廣く用いられている。山ち刈拂の際の身 

間の諸筋肉の疲勞の調節から 見て も ﾡ刈 とﾡき刈と を併用 させる こと が 望 ま 

I いが, 元來刈拂對象物に よ るﾡの構ﾡについてはあま り 注意が携れていな 

いx うであろ。

• 考 文 献

1) W卜 俊成: 越前然・ ・和174.
9) W卜 後赦: 鉱の分折(そのﾡ述と分類を中心として)農"機状平合, 第5登, 

第4税, ・和16413ル.

3) m中作治間: 分働率の4的研究・』K高R林4校撃歯報書, ・和94.

いないょうである。 ﾡして短い柄の小型の厚銀にないしてはイクTなどの川 

くて, 躬度大なる梶晨 適當とするが,ﾡ刈川の相の大ﾡにたいしては卜 

ドマッ, ヤ ギなどのﾡ樹種がﾡ常と思われろ。

/
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川水位のﾡ測例二、三

Some Observations on Gage-heights of 

mountain Streams

By

Turox。 MISHIMA 

三ゐ 憊

まえがき

本論父は上川森林治水試験所の森林治水ﾡ験ルﾡの一部で,昭和17年から 

昭和 22年までの二の澤量水所の水位懇調測の統計仙を計算し, 月別水位變化の 

狀況と 同所の森林氣象観測数価と を比核する とともに, かかる水位の4製化 

の數値を明かに したものである。朵水所の開股,観測方法等の決定,その後 

の観測艘績などは数人の前任者がおこない, 開改以米のﾡ測は上川森林治水 

試驗所制 田 抜官以下が探當せられた ものである。

上川森林治水試驗所概要

上川森林治水試験所は北海道上川郡上川村 日 ﾡ 行狩川の支の古川の水 

ﾡ地に位 し, 北除約4550 東経約14248, 海画上の商高 さ は約 380 m, 4イ均 

条温は5C内外, 4除水量は1,300mm内外を示し, 南方約20kmに位ナる 

大雪山連峰の山屈氣象の影響を うける ことが多いと思われる地であり, その 

試験地の商i税は1,306.9haである。 この試験地は北谷, 商谷, →・のW, 二の

の 4ぬﾡにわかれ, 各区の面科はそれぞれの湊川の築水区域で, 北 

645.4h.. 商4572.0ha,-の8.9h。 二の澤73.3hであろ。地’k は一依に 

火で, 安山岩系に屬し機灰岩,流紋岩などこれ忆次ぎ,去た深対まで 

ﾡをおお く ふくみ炎面の土壌は砂士である。

試験林の集水區域の周邊は概制 600～80o m の急竣な地形で, 流沈路の材高 

は400～700mである。林相は針旗混淆林であって,D業樹6割, 針葉樹4 
割で構ル樹種はエソマツ, トドマッ, ミズナラ, カバ類, シナノキ,ハyギ 

リ, イクヤ, カッラなどである。試験地は一部伐採跡地であり,一部は代探 

止のル態にあるもので, ﾡ積は未伐探地ではha盆り 350m の箇所も少く 

ない。

二の澤量水所の集水国城概況

二の澤量水所は前進の試験所をさる約2km の地動に在つて, 同試験地内4 

箇所の水所のうち域も上沈に位し, 海面i上の高5さは約500m である。面ﾡ 

は73.5 ha で,朴相 も i0遊せる ところ と 大同小異であ る。こ の試ﾡは元米標 

#揮役業を施 Lて その結果が流先:に お よ すナ地響を他のを回の業施行 試 

監M。 それ と 比桜す る 同的 を も つていたのであ るが,代探が計の施業的の 

地か ら 行われた も のであつて嚴密な作業種の相違に よ る流笈變化の狀況 を 

求めるのに因難を感する。 しかし伐採に よる影響名の他に關しては別に成績 

を とりまとめ中であ り ・ 更に近は以前の代探につづいて胸高直任 15 cm 以 

上の林木を指伐する ことにより その沈量の變化を根討せんと している。

二の澤拠はﾡ和 16 4に設定 され,長さ 3.85 m,幡1.00 m, 高さ50cmの 

価形映込の締であ り ・ 基水ﾡ と 水位測定用水槽があ り ・ 檢潮器改造の 自 

能水位計(自然大の 1/10記郎) とフックゲージ(mm 目島) を設備してある。

水位: の観測は毎 日 定時に フックゲージによ る賞調測と 自記器に よ り 賞施 し, 

製別定時は毎日 8時で同時に自記紙の取替2をする。水位變化の急激なると 

・は 1時川ととの際時ﾡ調測をするものでﾡ和 17 年以來触1/して親測を實施 

"である.

各月水位観測成績

W f II 174以降の水位のﾡ測成ﾡは第1 交の通 り で,月別降水 と 氣は第

,3炎に示しな。
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第1表 二の河の水位 (cm)

・和 | 1 IIII 工 u
------

X F u 平均

17年 454] 3.55 3.68 6.31 12.64 757 5.6S 5.38S 5.37 6.77 6.48 5.05 6.08
18 444 3.73 3.14 474, 1403 6.41 -LG1 4.57 8.40 7.55 7.34 5.48 a.28
19 473 3.73 3.05 405 13.4s 6.97 5.36 4.21 4.96 4.86 4.19 4.00 5.30
20 3.03 3.00 300 6.98 14.79 8.23 5.69 4.18 4.62 7.50 6.75 4.97 6.07
21 4.42 4.00 3.40 7.57 17.34 8.08 6.85 6.46 5.75 0.73 6.03

5.06
5.57 6.86

22 4.27 3.76 2.54 5.52 11.41 6.77 8.03 11.69 7.60 6.45 4.44 6.54
・平均 425 3.63 3.14 5.86 14.10 I 7.33 6.04 6.08 6.12 6.65 0.13 492 6.19

第2表 三のﾡ門近降水 (mm)

第3表 二のﾡ附近氣温(C)

昭和
月

I I ロ •% u 」 K X x 量

i7本 28.9 52.2 103.5 71.5 112.8 89.6 14.4 169.3 140.9 174.0 103.2 124.0 1304.3
18 54.9 96.5 444 50.0 44.6 20.3 153.9 189.6 264.5 140.G 199.7 70.0 1347.0
19 60.6 45.3 44.4 40.2 66.0 127.3 122.5 72.6 235.6 109.4 102.6 66.7 1001.3
20 41.4 59.6 81.7 115.1 122.6 85.6 764 122.5 153.2 192.2 J97.2 152.1 1300.6
1 45.2 56.9 87.3 87.2 166.8 92.8 322.8 116.6 207.1 225.8 2045 93.6 1706.6

22 85.6 39.3, 73.9 126.7 82.4 132.2 289.5 278.0 141.3 95.0 178.1 86.4 1008,4
T均 

frr
52.8 58.3 72.5 81.8 99.0

1
92.8 183.3 158.1 190.4 156.2 179.2 100.1 14245

198 170 158 175 123 137 124 128 139 155 206 185

度___
33.0 28.3 26.3 27.6 20.6 228 20.6 21.3 231 25.8 33 30.8

これ らに よれば, ア水位では,田和17～22年の 6年の不均は G.19cmであ 

り,大ﾡ昭利17～204には不均よりも小で, 昭和21～224には大である。

・和 I I I m K X 三」 当 T均

17*
18

80.26
91.75

89.25
91.32

97.42
96.25

3.18
1.00

8.61
9.72

10.56
7.60

16.36
16.08

19.56
22.62
21.04

18.41
21.77

14.11
15.54

7.07
7.74

0.07
00.27

03.73
04.02]

4.07
5,73

19 8048 90.47 96.21 1.06 16.37 21.32 15.21 7.43 00.24 00.05 •必
20 89.06 90.16 96.28 3.70 13.43 16.71 20.72 13-51 7.68 o7l 92.69
21 91.52 91.02 94.57 402, 8.44 16.93 20.02 22.53 1414 8.82 2.10 04.50 6.76
22 92.79 91.59 95.21 3.20 9.91 135.7S 20.16 19.33 13.63 7.18 90.28 02.2: 4.86

邛均 90.64 90.74 95.09 2.84 9.14 15.42 20.02 20.08 14.30 7.66 o.11 03.02 5.06

一方降水派は昭和'17～22 年の 6 年の不均で 1 ・424.5mm で昭和 17～20 4に は 

平均 上りも 小で昭和 21～22 4には 大であつて, こ れが水位にu的のM係 を 

示すととになつたものであろう。

昭和19年以降の伐採の影容はこの表に示す水位關係のみでは判然としな

つて今各年を通じ月 

ごとに その水位の不均 を と 

り, これ を圖示すれば第 1 

圖とな る。同の著しい水 

位の變化としてV月に水位 

の最高を示じ,II月に最低 

を示ナが, 仔細に檢时する 

と種々の變化を見出す。毎 

年I 月 は前t年の XII月より 

も 水位が低い。 ょつて第1 

圖に見る通り水位の年變化 

は4々2回の低位と高位を 

現わし,低位は m月 と VII
月 で,5位は V月とX月とである。 III 月 の低位は 一般に 冬季間降水量が少 

くI かも積野となつて残置し, 流出するものが少なめで, 一方に殿察期で 

条温は I〜III 月 の川 月平均は零度以下であり,地温も地下90cm でも I〜mI 

月のl川は月不均約0〜2Cであるから, 渦水の顯苦な こと が想像せられる。た 

だとれが:XII,I,II月に現われないでII月に現われたととにﾡして考えて見 

る。 こ れは昭和 17～22 4には雨日数は XI月に5日, 年不均 0.8. 月に 

14日, 4不均2.3であるが, I,II月には日数は全然ない。したがつて条過 

と 降水の件 賃からい えば II II 月 に水位へ最低が現われて よい よ う に考え られ 

る. し かし地通の變化は o～2C のlで L,II月 と漸次に低下 して地中水の流 

動代をじて楽て II 月に最価地温を示ナに至り水位の最低を示したものと 

Mわれる。 昭和 16 年以降 7 年のボ均 3 cm, 地沼の變化は I 月 1.60℃, I 月
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0.82C,III月 0.55C である。

交に HI 月の水位の最低に引試さ IV,V月と水位は上して, V 月に最高5を 

示ナのは融雲に上 る沈出量の増大, すなわち雪汁の増水に よ る ものまたは冬 

のうち地中にﾡ積された水分の出するのによるものであり, さらcV 月に 

は相當%;:の降水も あるが, この形呼よりもi述の形審が大であろう。V月の 

降水光は相者に大であっても vI 月のそれと大差ないことは一肝前述の水位 

上の原因の設明を確質にするものとﾡわれる。今昭和17～22年の前年上 り

第 4 表 (cm) 木年にわたる最深祐雪を見

ると第4表の通りである。
・和

三時 IX I I
V月 中にほとんど融雪す却

17 12 58 51 71 80 42
18 27 57 70 98 90 65 0 ろ。 さらにIV月の不均積

19 49 00 77 79 80 82 一 雪深を見ると昭和17～22
20 38 56 75 107 125 77 — 年の 6年の不均で 32.1 cm
21 22 100 88 90 108 70
22 30 39 75 72 69 64 一- である。今その試P度を

0.3 と假定してこれを水”

に換算し その中 IV 月のものがV 月に全部融野水と なるものと見ると 9G.3 

mmとなり, ーガv 月 すなわち融雪時期の降雨力;: は速かに流去する も のが多 

い の c加 父て, この 96.3 mm がさらにV 月 の除水量 と して加 されると 同 

月の降水量は数学字的に105.3mm を以て示されるとととなり, このうちもと 

よ り 塗部が沈出 する こと はな い が,とにかく V月 の降水量は全年 中のうちの 

最為あるいは これに近い ものとなり, 同月 の水位も また最高を示す ことがう 

なすかれるのである。さてVI月は降水量はVII〜X 月よ り も著しく 少いにか 

かわらナ, 水位はV 月についで高い。もとよりXI, XII 月 の降水ガ忆は 隋等 

cxるも のが相常くまれているから, これは 間題 とすろに足らが, そ の 

他の月の降水量はVI月のもの上 り多Wのであろ。しかしながらこれもやはり 

融雪のW係に よる も のであ ろう。V月に積雪が全部融雪 して も ・ 金部が地炎を 

流出する も のでなく, 融水に よ る水位裕の影ﾡは VI 月 cも現われなたと見 

るべきであろう。 一方こ の關係は また幾分か前 月 の許水にﾡ されている 

もので, これはだいたい各月を通じて程圧の迷こそあれ同状の現象であるに 

相違ない。つさic VII 月は VIII月上 り 降水 も;: はやや大である が水位は低い。 

雨 月 と も 附水量の大 さ い割に水位が低いのは地而,水面その他からの蒸發や 

植物の通發が族と なり; しかも 最積町 も 清央 したため, 漢水は降水量のみ 

により 水位の高低の影邪を うける 關係上水位が低下する ものと 思われ る。氣 

温炎 をて も VII, vin 月 は他に 比較 して著し く 商温であ り ・ ま た昭和 17～ 

224の IV〜X 月の蒸役量を第5表に見ても VII 月が蒸發策が最大を示し,

第5表 上川秋驗林の小發量 (mm)

・和 ワ u m K X
卒

17 2.21 3.10 3.32 3.76 2.63 1.90 1.38
18 2.80 3.80 5.32 5.03 3.40 2.23 1.18
19 3.19 4.25 3.36 4.76 3.87 3.12 1.34
2 2.39 2.08 3.06 4.56 3.83 2.20 1.39
21 2.94 3.07 3.77 4.09 4.01 1.98 1.27
22 2.59 4.17 3.19 。 3.71 3.13 1.97 1.23

2.69 3.5i 3.77 4.32 3.48 2.07 1.30

VI, VIII 月 がこれにつ ぐ。 そして VII 月 と VIII 月との役日述の迷は 0.84 

mm で, 月 と して計算 して見ろとおよそ26mm となる。 ーカ, 降水量 は 

VII 月は VIII月よりも 月で約25mm 大であるが, この素役量を※引く と 

むしろ水位に影町をおよすものと考えられる賞質的の量は VII月c少いこ 

とになるよ うにおもわれる。 通發景も これと同様の關係をもつものとすると 

いよいよ VII月の水位がVIII 月の水位よ り も低かるべきﾡとなるのである。 

っtcIX 月 は降水:駐の最大の 月である が, 月 別の平均水位曲線は僅に上界 を 

示ナのみで, x 月に水位が第2次の商水を示している。cれはI 月にはﾡ役 

も少く 抽. 物生活作用 も 活澄でな く 通ﾡに変す る水分 も 比較的少 い た め沈去

•’ る も 多いが一方土壌の中に滲透して地中水の形を とるの も 多 く, 結局は 

降水量が水位に 現わ れるのに 相當の時間 の經過 をﾡしX月 の水位 に加算せ ら 

れるも のが比桜的多く , 従つて一面に x 月の水位が第 2の5水を示す」う
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になつたものと思われろ。XI月の水位淡退は同月の条温も著しく低下し,昭 

和 17 〜 22 年のうち 3年は零度以下 を 示し,主た降日数は 94の不均は月 21 

日もある ので,漢水の一部の結氷に よ る水位の低下あ るいは少くも 地中 を沈 

れる水の流動性の減少による水位の低下に因ろものとﾡわれる。VII月以降の 

ものにWしては降水量のほとんどが降による ものであるから, その水位低 

下に關しては說明を要しない。 かかるル年の水位閥測締果と降水量設測樹果 

すなわち月別沈出映態の取察熱果から1年を分けてﾡﾡ期, 恥雪期,無9期 

とし雪期はXI〜III月, 融野期はIV〜VI月, 無P期はVI〜X月とするこ 

とが出來る よ うである。

水位統計

三の水所の各年の最高水位, 最低水位とその起時,不均水位と昭和17 

～21 年の渴水,低水,不水, 最水位などの水位統計位は第6炎と第2lcあ 

る。 ﾡ水位とは1年を通じ10日I以..上, 低水位と は 60 日間以上,平水位と 

は 180 日間以上, 最水位と は 270 日間以上いナれ も その水位上り下らないも 

のである。これによ る と最高水位は年によ り Iv,V, VII, IX 月に山現してい 

るが, いずれも當日および以前の融雪や降水の關係に左右されている もので

第6表 ニノ水所の水統計

W 和
最 7 水 位 『低水"

---

平均水优

水 位 | 起 11 水 位 起 日

17 21.9 W 28 2.8 F 2 16.4 6.08

18 24.0 K 12 3.0
I 15～31 
IV1〜4 

7〜 8 
10〜11 
15～16

21.0 6.28

19 25.6 I 7 2.7 I 11〜19 22.9 5.30

20 17.8 ▼ 5 30
I 6～31
I 1〜28
I I～31

W 1
5〜 6

148 6.07

21 30.0 u 29 3.0
I 2〜29

I i～3
6, 7. 9

27.0 6.85

ﾡ士たは
ボ 均

30.0
21
W 23 2.7 ・ f 1～lo 27.3 6.12

な と え ば昭和 21 年 VII月23日のものは3日 前よ り 引積いた降門に よるもの 

で,ﾡ日は際水量73.3mm で前 3 日間との合計では 184.9 mm を示し, 同年 

の最 高紀錄であ る。ま た最低水位は I〜IV 月 に現われて いる が, これはもと 

より降雪が整等となり殘留し,氣温,地溫の關係で渓水として流出しないた 

めである。昭和 19年に最もおそ く IV月 11～19日に しかも最低水位の極を示 

I なのは, 同年の III 月 の不均積野深 もtた m,IV 月 の 降水量 もともに番し 

く少く, かつ氣混, 地溫ともに遊だしく低かったのによるものである。 渦水 

伍乃至豐水位の示す数字は當該溪川の特性 を示す も のであ る。

に水位變化の量 を見ると, 水位は冬季に小で夏季に大である こ と は優 

並の通 り であるが, その水位の月不均位からの偏釜の量 を 月別の水位回數曲 

繰に上 り 示す と第3口の通りであり, 各月 の水 位の不均価か ら の製化係数 を 

求 めて見な。 Wナれに して も かかる水位の變化は IV 月に最大で V 月 これに
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蔵したから省略する。)

むすび

以上は 二の瀨止水所開設以來の水位載測の結果の一部を 斷片的にのべた も 

ので, ﾡ測価は別 と して, 数値の とりまと め方その他は別段研究的の もので 

なく・ またその結果の檢討もいまだ多くの文獻を師療して論議すべき段階に 

述してWないまに悲だ不充分であるが研究盛の一般森林治水試験采織と り 

主 と め途上の一責料を提供し業務報告とする。

つぎ, 以下だいたい VII,IX,VIII,VI, XII X 月 などの順で漸次に變化が小 

となり, 4季と く に m 月 に水位の變化は最小であ ろ。

水位 日 愛化およ び降雨に反應する水位變化の一例

(本項は北方林業第1戦お上び昭和 24 年度林業試驗場札幌支場講演集に掲
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混牧林業から見た牧野隔障物の改良

<牧林業試験 第 8 號)

Inprovement of pasturage fences from the 

wood-pasture's point of view

By

ZmNfianu KINOSHITA

木下普吉

まえがき

一般牧野の隔障物や造林地の牛馬除などは木柵, 土品, 溝などの作 に物と 

天然人工に よ る隔障林など に分けられるが, 一般に多 く 刑いられているもの 

は木柵上壁である。 木ﾡには各種の構ﾡ法があり, その形も一様でない、,員 

, 徽條線を用いたものは施設作業が簡易で耗質も比較的に低廉であるので. 

最 も N く利刑せ ら れて さ たが, 物資の不地か ら牧野經營者の新しい創意 に ょ

り隔際物の改良を計らなければならなくなつた。

鎖路牧林業試輪所では川上I振を付円艦内 と 明子屈町南弟子屈の試聴 林 

でこ の問題の試驗を實施する と 同時に各方面の牧野施設にﾡ用してせたの で 
・ 

報告する。

1.木欄 木柵には種々 あるが, 北海道で利用せられているのは掘込細立木 

ﾡ, 町付細立木ﾡ, 設條線眼木柳,ﾡ線密木ﾡである。

以iに最も多く用Wられたのはﾡ係縦張木ﾡであるが, 資材を需められな 

く なつて鐵を必要と しない掘込細立木ﾡが用いられるにいたつた。 これまで 

の掘込式木ﾡは徒らにﾡ大な材積を必要と し,作 来ﾡ力も大さ く, 施設費 も 

多額 となつて不經濟なので, とれを改ﾡしたのが切込細立木ﾡである。田和
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16年弟子屈村, 標茶村の各試験林で試驗の結果,材積の節渋, 労力と業費 

の軒政は もとぶり 財久力でも むしろ強いので早速弟子屈村,標茶村の手近な 

吋村から實行に移してもらい,かなり战く用いられる忆いたつた。 第1炎は 

資材運搬距離 50 m 以内の場合の功和を標準と した。立木 1 石営』金 20 と

第1表 堀込ﾡ立木欄と切込組立木細］

統1木

ﾡ り 
材 ﾡ

I松枠

1 本公 
材 養

2m
Iに到 
する所 
変材種

採 材

力 止

2mil 
Iic到 
すろ立 
木材種

1人1日 

営作工 
功 担

1m公

ﾡ込ﾡ立木初

切込鈕立木柳)

0226
0.120

oo

0.044

万 
0.308
0.208

0.5
0.7

0.616
0.297

15m
20

10,00 

7,50

似定する と各1m 當經費比較,掘込組立木ﾡ 16,16 山, 切込組立木ﾡ 10,47山,

北海道で占 く から利用せられていた掘込組•立木柵は堅牢で確實であ る が挑は



周ﾡ林穴を二つうがつので探材は厚板状に割及する必要があ り ・ 材質の良い 

ものでなければならナ, 切込木ﾡにくらべ2倍以上の原木を要し, 止りが 

悪い ばか りでなく, 作ﾡ功程 も劣り, 1m のm価は功和差に よ つて 339% も 75 

率となり, 総額で54%の高率となる。耐久力でも前者は厚板状に探材してあ 

り, 後者はﾡﾡ御, 月割, 三角割など比物勺に分厚な割取でも組立に困般 

でないし, 材も比教的に優良なものでなくても耐久性ではむしろまさると 

いう西に特質がある。

2. 簡易木ﾡ 簡易木根も古く から川いられ,極類もおおいが,この回的は 

一時的施設で2〜3年の用をはたしうればよいので, 牧野内の農耕地,牧地 

造林地,間作地など に利用 して行効である。 簡場木ﾡを分類すれば鋭係線張 

簡易木ﾡ, 締式簡め木橘, 鹿若式柴木柵,神太の馴鹿木柵である。

ﾡ係線は1総だけでもﾡ路, ﾡ室のR系種, 中や血種などの比散的に温和 

な性ﾡの鳳は飛越脱走すると ともなく, 隔隙の効果を あげている例も ある. 

締式あ るいは魔益式簡場木相は林内, 牧内の除代木を利川して松めて簡動 

忆できるので便利である。 しかしこれらに使用する除役木はﾡ業樹の山ﾡ5 

〜10cm までの幼齢樹で枝付のま ま使用すれば効果的であるが, 樹ﾡにょつ 

て耐久性が同一でなく, 早いものは1〜2年で朽してしまう。松茶村阿艦内 

試驗林で昭和 14年の秋に木桐用場ﾡ枠と して使用 した廣葉樹直徑 6～10 cm 

の も のにつき仰朽度 を調べた。 こ れは皮付の ま ま使用したが側皮 して 用いれ 

ば耐久力が倍加する もの と思う。 樹種別に見て, オグモ,ヤチグモ, ハシ 

ドイ, エンジュ, キハダなどは强く,ミズキ, オヒョツ, ヤマハンノキ, ミ 

ヤマサクラ, カッラなどはとれに次ぎシナノキ, グケカンバ, ナナカマド, 

イクヤカエデ,サイハダカンバ,コブシ, シツリ, ホホノヤなどは耐久性が: 

明い。 さ らに阿M内試験林新権地に放牧試略地を設け/Wに除代木を利川 

し締式簡め木ﾡを改定 し耐久性を調べた。今後なお使用 にた え ろ 樹和は小 

木でも大苦なき 强度を もち, ダケカンバ,シウリ, サハシバのごとせは行般 

大なるほど屈度を増大する もののごと く, シナノキは協朽が最も ガ•く 刊 リル, 

彼が乏しい。 ・

簡場木相はﾡﾡ後2～3年は保護を要する新松地, 間作地,牧地,休閑を 

必要とする過放牧以, 朴内試験地などの保護施設と して利用せば多少の修理 

cx り 4～54は使用に共え, 1 時的の隔障d 目的 を迷すも

松茶村阿歴内験市ﾡで, ミズナラ, ャチグモ, カグモ, フサグ, ダケ 

カンバ, キハグ, キンノキ, ヤマハンノキ, シナノキ, サハシバ, ハシドイ 

o11種につき耐久試験をしている。これを見れば, シナノキは設定後滿3年 

で衝朽倒壊する。ﾡﾡ, ク レオッー ・盗はやや耐久力をもつがその後1〜2年 

でl朽倒 している。 そ の他の樹種で も 根ﾡ, クレオソート 塗など の防ﾡ措 

、 置を施さいものは 1～2年商朽がい。ハシ ドイは最も耐久性があり ミズナラ 

cれに大ぜ, カグモ, キハグ, センノキは大遊はない。

木ﾡのW朽については北大ﾡ井助秋投の調布に よ れ, スェヒロクケ, 

ソヤワンタケ, ヤケイロクケ, ャウロコタケ, キョブクケ, カハラクケ, 

キッネクケなどで, このうちスエヒロクケは一番おおく生し, これらの苗 

ﾡは木ﾡ桃の地際から地上3～4寸のところに最もおおくﾡ生し まれに地上 

2～2.5八く らいの點に も發生する。

3. 土墨 土地の構造設計は火同小異で,5*5凡, 5*6凡, 6*6尺などで 

ﾡ積:積に多少の相遮があるが情地はいナれも同一である。 これまでの土生 

は5*6八, 6*6八のがおおい。しかしとれらの土盛の施設に要するﾡ力, 經 

費がかさむのでその施設は容易でない。 子用, 阿歷內の試験林で試敗した 

新型土地のﾡるﾡは, 基礎の火走り を除き,基礎80cm をそのまま土战の高 

さに生か し, 犬走りによ つて放牧馬が足場に利用 して土墨を飛越ま たは崩抜 

の因を作ったのを一掃し,勞力と経費の節減を計るところにある。今6*6ア 

の:地を築定し上 うとせば, 谷型土坐は土製1m に登し2066ms の土積を推 

Mナる をし, これを5*5の設計で犬走を除け6*6の土坐がでさ上 

り, 5x5 尺十敵の推秋土實技は 1.5m3であるから 6*6 尺の土墨にく らべ 

0.n(io; m" の州 Lﾡ 力 を 省 け る わけ で, I功税載びに経 にﾡ常の節減を 計 

れる。

4. 土&の保護と植生 新設土地は業定ののち逃に固させる迷があるので
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第2表 新,ﾡ型土塁の功程と紙ﾡ

阪 み
土4の 
休 ﾡ 
比 撃

硫士 1 A
1 日省
功 税

I 入1 日 
功程に対 
すろﾡ工

1mは 

m a

土 ・ 
1000m 
常純& 
比 撃

土41000 
miに3す 
る分力 
比 撃

m m m A
当 2,066 2,066 7 14.46 21,000 21,430 143
新 a 2,030 1,500 10 15.00 15,000 15,000 100

新 型 尚 型

イすcu

グヴ/ -4,° そグ/ た

第2岡 新ﾡ戦型の

ナガハグサッ イハノガリヤス・ ノガリTス, ヒメノガリヤス キビメシバ, 

ネズミカヤ, スズメ ノカクヒラなどの不本科ﾡ物の種子を播種すればよく繁 

茂するので, これをゃなとして毎年刈及れば1〜2年で土働が回定する。土 

を崩壊させる植物は, フキ, ヨブスマソウ,ハンゴンソウなどの高ﾡ木類 

で, これ ら の植物の發生 を防止する う えc も上の土塾の保護ﾡ物の括種が: 

必要である。

5. ﾡ隔林の造炭 牧野施設 と して土生は立地條件の よい ところ で保護も上 

く 行われておれば比校的に財久性があ る が,木ﾡは樹種によ り 8～44の前久 

力しかないものもあり,しかも相當の資材,經我を要するので不舞済な施設 

といわなければな らない。 よつて着米の牧野の岡際林の版によつてその 大 

部分の日的を逆ルしなければならないので, すでに木欄, 土坐の施設をI た 

崎所で も 第二次の隔障物 として 隔隙林帶の造成忆 關す る 金をしなければな 

らい。

人」:造林によ る 網障林の造成 人工造性で隔障林を避成するには, 樹種は 

カラツ, トドマツ, カエゾマッ, ドイットッヒなどの針葉樹, ヤチグモ, 

アカグモ, カンバ類, ヤマハシノキ, セン, ヤナギ, ド・ノキなどのぬ樹 

が適常である。人工造林をほどこした牧 動 はなるべく 2～34川の放牧町に 

あてれば, 放牧期の路をうけることがすくない。前にのべたような簡易木 

相を設けた り 簡』な権城の保護収置をすれば, 夏秋の放牧でも さほ どの

/

第3聞 第二次附際成の例

はない。 牧野内の光林は地ﾡ, 植栽方法などに技術がいるが,ﾡ業樹の場合 

は全長 1m 以上の山iを朴ﾡに移松ナればく同的を述放する。 カラマッ, 

トドマツ などの針葉樹を制激する場合は列期を廣く し抑 川を近く し, または 

M状に救木橘波しく 林冠を作る よ う考慮すべきである。

人工下和によろF際林のﾡ成 グケカンバ, サイハグカンバ, ャマハンノ 

卜,ヤチグモ, ミズナラ などの旗葉樹の所子を採取 し, 土塾新設と同時にそ 

の兩側の土塊をとつた後へ筋播または散播にすれば容易にその目的を連す る 

ことができ る。 よつて土墨の設定には土挑の探収は土ﾡのN側たは一方を 

个均に取る ようにすれば自然に地措を した形となる。

6. 曲木隔障林の造成 土星, 木柵にそうてある程度の林帶ができたらこれ 

を利川して曲木附際林を作るのも一法である。萌芽性の強いャチダモ,プカ 

グモ, ハシドイ, ドロノキ,ヤナギなどの樹証を利川すれば客場に日的を迷 

ナる。 ドロノキ, ヤナギなどは押木法によつても国難でないから,山iの移 

ﾡと ともに抑木朴もお慮ナべさであると必う。 曲木はそのまま屈曲すると

4 は山概5cm 内外のものまで可能であり, 主た内側にﾡ日を入れ屈曲させる 、 

時は5～10cm で採作はでさ る。以上のk(操作で 2～8 列田曲 させれば
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第4ﾡ 曲木岡除林の例

垣代限障帶ができる。

7. 頭木隔障林の造成 崩芽性のﾡいﾡ葉樹をあるﾡ座生長してから地上1 
m内外のMから代探し, これを坑木その他に利用し,その伐根の胡芽の交錯に 

よつて隔障帯 を作る もので,山径 10cm 以上の伐根から萌芽 した ものは 2 4 

目から立派に隔障の用をなすので,天然林で大いに利川すべきであると思う, 

信州カラマッ, チシマ カラマツ など を利用 した生垣式隔障林 も 商所に ょ つて 

は行めであろ。

北海道の牧野経替は轉換期に ある。図行朴, 岡行未開地, そのほか公イ, 

民行地をとわす, 可耕城はどんどん開鶴されていく。しなたがつて牧の例城 

は大第に』縮されてい く の も止を得ない。北海道の牧野終替の過去は極めて 

原始的な経替が績け られてきたので, 急に螂な經營に移るのは困難だが こ 

の際ﾡい切つた求新を断行さればな ら ない。牧野网隙物に對する施な,ﾡ 

持は将來の牧野經替の上に大 き な經濟的の影饗を も らすので, その改良に 

硏究の餘地力: あ り, ここにのべたよ う なﾡ々な型の陥W物を適諾IにMI c 

幾分で も 牧町經替の集約化がで さると 信す る。

ト ドマツとウラジロモミの

種間雜種 について (第1報)

On the interspecific hybrid of Abies 

myriana Abies homolepsis (I)

By

HUSA。 Yaxaatawa 

KENICHI HATrTonI 

柳 澤 聡 雄 

服 部 賢 -

まえがき

性松種の品種改良験と して, 交縦法に よ ッ 朴木団間相の人工交縄 

を行つてその第 1 代紙種に顧れた形質について調査中であるが, ここにトド 

マッとウラジロモミ の種間純種について調べたﾡ果をW告する。 モ ミ 殿の中 

Mﾡについては数例が縦告1めせられているが, 他の書果ﾡ物であるマッ嵐, 

カブツﾡの如く詳細に調布せられたものがないよ うである。 そこで トド 

ッH化にツラジ"モミ の花粉を授粉せしめて生じた雜林につきその生長量竝 

びにi楽性をﾡすると同時に新種の鑑別の公に桜ﾡ, 針業, 材の形態的特 

徴を取洲べたものである。

研究材料

供伏材はM和154作原田博士及び柳澤技管によ り 定山渓に ある トドマツ 

樹生の雌花にﾡめ開花iに袋掛を行い, これらie 木骨及び日 光産のッ ラ
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ジロモミ雄花赤生核條の送付を受けたものを實酸室にて開約せしめて 集め た 

花粉を授粉せしめ,秋季その毬果を採集精選して,翌年野平瑞風に播林番成 

した済64生のﾡﾡ木である。その他定山探産 ト ドマツ及び木曾竝びに日光 

産ウラジロモミ の同年度の種子を前記同様に播種業ルしたﾡ救木を比較のた 

め用いたが, これ ら は何れ も 兩親が交難種 と 異な り遺傳關係の状料と しては 

用られない。 供試材料の姫ばは第 1の通 り である。

第1表

番 ﾡ

る
備 考

母世香ﾡ 品稲|1 所在 所在

1.19.20 ウラジロ e ミ 設 原
白 然交配,多ﾡの世樹 
の種子合

2 グ 小木

3 グ H 光

424 トドマ ツ P.A.16 B 定山 港 タ 1 皴 F 定山渓

5 グ P.A.15 C: グ 介 1 映

6 グ P.A. 6 E グ 夕1が F グ

21 P-A.ll グ タ 1 ・ F グ

22 P.A.22 E グ n然交叩

23 グ P.A. 3 B グ e 1 勝 B グ

7 ドドマ X
ツウフロ ジモ ミ P.A. 7 C, り

ウクジロ
モミ1脱 酸 燃

8 グ P.A.40 B グ
ウラジロ 
モ ミ 雜

グ 二母樹の花粉混介

9

16

P.A. 2

P.A. 1

E グ

グ

ウラジロ 
モ ミ 2 
ウラ ジロ 
そ:1w

小木書

ク

17.18 グ P.A. 1 B グ レ〃 グ

枝葉の外部形態

ト ドマツとッラクジロモミ の種間雜林の樹形 は ト ドマツとツラジロモミの 

開的な容姿を示し, ッラジロ モミのﾡﾡな水不に掃出しかつ規しい配列
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の枝係の特徴 を 幾分示 している。

分類の識別に 川 いられる 小枝及び冬芽の狀況を供试材料について観察する

と第2炎の通りであつて, 小桜においては トドマツは帶赤初色で光澤なく帶

第2表
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供試

番D

小 ーーー―一枝一
色 毛のﾡ及び色

14生 24生 14生 2年生

1
2

3

4

5

淡獎色光澤あり

・ グ

淡代翔色光寿あり

帶赤郷色光寿なし

グ

渋代材色光深やや 
あ リ

帝办関色光海やや 
あり

グ

漉黄色光渾あ り

グ

a資ﾡ色光あ ッ

淡褐色光海なし

グ

ﾡ赤飛色光iあ り

決ﾡ色光深なし

ク

不 滑

グ

グ

赤ﾡ色のﾡモ分 
す

グ

ク

不滋ﾡモな し

* な しもﾡ々 
決ﾡ色のﾡもあ り

不 t
グ

グ

黒福色の粗毛溝に 
沿い分する

グ

黒黄色の粗モ溝に 
て分布する も1年 
生よリ少レ

不ﾡAモな し

グ .

小 枝 4 芽
個 #

変 皮 形 色

明雕なる溝がある

不定形の協めて後也根の筋あり

〃

やや規則的ない溝がある

ク

葉跡に沿い権の再あるも断に連給せず

mﾡ戦

グ

・ グ

ﾡ映球形

グ

*錐状

グ

決利謝色

ク

邪交和色

グ

ﾡ赤W色

〃

* 第一次分枝は 

粗モ特めて稲で 

あるが, 第三* 

分枝は相ﾡにﾡ 

生する



黒式色のﾡ毛が分布し, その炎皮は不定形のﾡめてﾡい縦の筋があるに到し, 

ッラジ"モミ は淡黄色で表面に 毛胃がな く, 光深があ り ・ その表皮には明瞭 

な深い海を行するを特色"の と していろ。 本維部は1 年生の小枝においては 

光浮のややあるものが多いが2年生枚では何れも光深がない。小枝の粗毛は 

全然 これ を缺 く ものと業跡に沿う清に沿つてﾡ生すろものが認められた。 主 

たおの表面に は縱の溝があ るが ツラ ジロモミの如く その筋が横に逃絡L ない 

冬芽の大さはウラジロモミは トドマツに比して大型である力:, ﾡﾡはその中 

間にある。

針葉の形態 を視れば第 3 炎の如く 雑种は針葉の先端部及び葉面氣孔條に最 

も特後を行する。卽ち針葉先端部は銳針狀をなして もウラジロモミ 私深い, 

銃い裂目 が出來ない。葉裏の氣孔條は ッラジロモミ はその名の如 く著しく 商 

いのを特徴とするけれども雜所は氣孔の周囲のみは白色の焼質物が摩いが, 

他はツラジロモミ 和神 しいものはない。 須孔列製に おいてもッラジロモミは

第 3 表

供訟 N 地 染 以 4孔
番読 先 端 読 部 上 m 列败

1 二乂設針状先端 
基役

訴尖ﾡ盤状とな
る 中央凹部浸し

4孔列のﾡTで4%は 
殆んど運報白わ状 
をなす

8.0

2 ク ク グ ク 7.5
3 グ 海尖なるも楽柄 

状をなさず
中山部しく 

し
※し く 白粉状を な 
す

8.5

4 二鈍く契目材 
めてい

・

海尖同健状をな 
すも者しからナ 中山部深 し

孫孔列の鯛質料は 
殆んど4孔のルW 
のみで仙はしく
い

n.9

5 グ グ グ 61
6 ク ク b.1

7
三ヌ役針状なる 
も姿た岩部断 
尖

港尖側盤狀とな 
ろ 央山ややし

筑孔列照Tt4%ははァ 
んど連絡口粉状を 
なす もッラジロモ 
ミ料者 しからず

・

8 グ グ グ o.5

9 三ス般状なる 
も製目浸し ク グ グ ! 58
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トドマツに比してその救が多いが, 雜種は その中間にあり 寧ろ ト ドマツに近 

い価を示 した。 大に針葉の大 さ に就て は各仙間のﾡ養状態,被告の行無"に 

上つて県ろが,供状材料につき14生客50枚究の炎,i,ルを測定した 

結果は第 4炎の通 り であつた。その結果ウ ラジロモミはトドマツに して長 

さ の割合にが大 さ い傾向が認められたが, 雜種において は 中開的な値を示

第 4 表
ロ-マ-

僕訟 
番読

針t 針葉生角ル

長 厚 - J/A 1 4生 2 4生

cm mm mm
1 2.2 土 0.030 1.83 ± 0.005 0.48 土 0.003 11.9 土 0.104 78.6 72.1
2 2.2 士 0.039 1.87 士 0.008 0.4S 土 0.003 11.7 士 0.221 73.6 si
3 2.0 士 0.036 2.16 士 0.007 0.57 主 0.004 9.5 主 0.163 82.8 s0.4
4 2.1 士 0.020 1.17 士 0.004 0.39 土 0.003 18.1 士 0.236 48.9 43.2
5 2.5 士 0.036 1.44 土 0.006 0.42 士 0.002 17.0 士 0.24S 4S.4 404
0 2.8 土 0.034 1.22 土 0.002 0.36 ± 0.002 22.7 主 0.357 40.6 52.2

7 3.2 土 0.055 1.65 士 0.006 0.42 土 0:003 19.3 土 0:368 59.5 53.2
8 2.3 ± 0.028 1.49 生 0.005 0.39 主 0.002 15.3 土 0.176 62.2 05.5
9 2.5 土 0.030 1.55 土 0.06 0.42 ± 0.004 15.8 土 0.196 49.1 46.9

ナ。針葉の枝條に 生す る 炭が トドマツ,ツラジロモミ 兩秋川Iに特色があ 

るよう に認め られ*たので 1年生及び 2 年生枝條のほぼ中央に長 さ4em の桜 

を り ・ そのﾡ生度を測定 して不均 したもの を前炎にげた。 それに よ ろ 

と ッラジロモミはト ド マツ に比し苦しく 鈍 を 示すが, 雑和は 中川的であ る 

が, どちらかと いえば ト ドマツに近い値を示す。以上ト ドマツとウラジロモ 

ミ の林間雜朝の枝葉の外部形態は兩原種の 中間的性質 を示す ものである。

針葉の内部形態

e ミ 物植物の葉の解剖學的研究は頗 る多く トドマツ, ッラジvモミ 商部に 

ノ いて も既tに製氏"®.いにょ つてその業統が發表せ ら れてい る が, c
ょ れば針葉の横断面の解剖學的性質の內比校すべき分類上の識別貼は (1) ド 

農皮細胞の性質とその所在位超 ()樹脂溝の位置及び大さ (3)維管束分束問

・ ・ __



の本紅総の及び細胞数 (4)中心部細総の厚膜細胞数"であろ。 たモミ 

脳針薬の形態は陰葉, 陽葉及び果県子葉によつて相常の途県があることか認"1) 

められているﾡ供試材料を探災するに常つては特に注なした。 上記の動iに ょ 

り 次の御衣方法によ つて観察測定 を な しな。

1)最数法

供材料は総て 日良好な 2 年生一次分枝の 中央部から採集 した。 探集後 

商酸, ホルマリン, アルコール液で固定し,針葉の中央部を滑走川 ミク" ト 

ームによ り切臨して切片を製作サフ ラ = ンで染め, グリセリン50%% 水溶液中 

で設楽した。供数は客供料に勢し正常な針業10枚を選探して使川した。そ 

の内一部は常法によ り バルサム に封じ永久プレバラ ートと した。

2 製楽ﾡ果

観察結果を算術平均 して示すと, 第5炎の通りである。

第5表
--ェ----------------------------------

: ...、 .1 
謝価び大さ国 内此大さ飾殻

上画 下u 問岡 .細應戦 跄離 細唸欣

1 32.6 52.1 17.0 17.3
ロ 

10.2 2.1
u

130.3*119.2 2.4
u 

305.0*281.8
2 48.2 23.4 48.1 12.9 23.1 2.1 111.1*107.9 2.0 308.4*257.9
3 63.9 19.9 41.4 26.2 30.5 2.4 167.8*148.4 2.9 381.3*271.9
4 3.8 9.0 ・ 2.6 3.7 1.1 161.2*146.9 6.5 245.1*222.0
5 3.9 10.7 1.3 0.1 15.5 1.9 137.2X130.8 4.9 235.7*310.4
6 3.5 8.2 0.2 0.0 6.4 1.2 135.3*132.7 58 241.9*218.9
7 55.9 25.7 15,0 3.1 21.8 25 164.3*151.3 44 326.2*252.3
8 43.8 21.6 14.1 21.2 19.2 2.4 141.5*113.7 4.5 277.6X210.5
9 41.6 19.6 8.3 7.9 15.4 1.8 148.1*128.6 5.2 276.2X227.6

下表度

下表皮について蔵れ, ッラジロモミ の下表皮細胞は若 しく I膜でほ と ん 

と連镇的忆我われ處によ り2がなは3店をなすととがある。 これに反レト 

rマ ッはル談の利度が さ ほ と* しくなく 中肋の上,下邊と 兩隅に 少数所在!

兩网のものはこれを缺く場合がある。雜種は上面においてはウラジ“':ミと 

同才よに下炎広が及述するけれども下面及び両明は著しく細胞基が少く, 2 店 

以.上になるもの住少い。

樹川溝の位置及び大せさ

ッラジロモミ の樹脂清位置は下表皮あるいは炎皮細胞に接しているかま主た 

は下表皮細胞 と 樹脂溝 との間忆 1～2ﾡの葉内細胞を挟むものがある。cれに 

旳して ト ドマッの樹脂清は常にﾡ内細胞にセまれ, 内皮と業の所隅との央 

に近い位置tcある。 ﾡ種においては樹ﾡ溝が下表皮細胞と接するものもある 

が, 多 く は葉肉細胞に よ つて 2〜 3 ﾡの距離があ る。ッラジロモミとトドマッ 

の樹断溝の絶封的な大ささ について は大弟が認め られないが, ウラジロモミ 

は ト ドマツに比して針葉橫斷面技の樹脂溝面積の比率が著しく 小さい。gち 

樹脂満面精率の簡単卯出。 法と して次の式によ つて算出 した。

P=5 P=商it(ボ, ・い=樹脂海歯断面における長ﾡ, 短優, 

c=楽, 4=葉ル

その結果に よれば, ツラジロモミの 2.0～2.9 にﾡしてト ドマツは 4.9～6.5 

であ り 明かな差異が留められる。 附種の雑種においては絶到的大ささについ 

ては大※が認められないが面が事ボにおWては 4.4〜5.2で非常に ト ドマッに近 

い傾向力:認められる。

心部細縦内のI映細胞数

ッラジロモミ は中心部細織内に多数の繊維状ル膜細胞を行しているが, ト 

ドマ ッ は とれをほ とんど候く かまたはやや肥呼した細胞ﾡを行する ものがあ 

ろ利である。本雜種においても,その中間的性質を方し,摩膜細胞の非常 

ic 彼述 した ものと その數が少い ものと が行る。

I開幣:束間の距離及びその細胞数

ウラジロ モミ は 兩維管束間の距離が大せ く その問の 2 〜3 の細胞上 り 成る 

が, ト ドマツは距離が小さく 1 〜2 個細胞よ り攻る。雑種においてはその中間 

的な値を示した。

内 皮 ・

モミﾡの内皮は不先会にするといわれているが, ッラジロモミはトド
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マ ツ に比L内広不先全な も のが多V。 これは内皮の上部が厚膜細胞に よ り 補 

新せられている ものが多い為である。維ﾡにおいては内皮定全なもの 47%, 

不先全な るもの 23%, 不先全な る も 好股細胞で補結す ろもの 30% の比率を 

示し中間・的な値を示す。

以上難称の針葉の解剖學的性質を制査した結果, 大mにおいて トドッと 

ッラジロモミ の中開的性質を示す も のであ るが, 針葉の上面の下表皮細胞の 

發達の狀況は ッラジ"モミに近く, ﾡ脂ﾡの商積(率に おいては トドマツに近 

い傾向が認められた。

- 材の解割學的性質

材の解剖學的性質を調布する と と は新和の鑑別上において も また材の利用 

上からもﾡる要なことであるから供試木がポだ幼齢で胸5にも並! ないが, 

その主幹で調査した。

1 製業力法

前記供試木の地上15cm で同盤を採集しこれを用いて視察した。似部 

の測定方法 として外部年輪 よ り 2年同の4輪を中心としてﾡ寸の納木状のも 

のを叫盤の方向にと りこれを Schulzes Merceration を行いフ ク シ ンで色し 

て観察を行つた。似報許長の測定数は一料について500例行つた。 次に材 

の政化後 Cross Section, Tangential Section及びRadial Section のブレバラ - 

ト を製作 して觀察したが,臓線細胞高,諸線細胞数は各料につき80例 I 

mms中にある髄線数を3商所究訓定をなした。

2 ) ﾡ 察 新 果

トドマッ, ッラジロモミ 及びその雜極間の材部の外観的區別は溜め られ な 

かつた。

假 柳 管 長

低練管長を各供試木で算出 した精果は第 6 表の り であ る。 その耕県に よ 

れば,ウラジロモミはトドッに比 し て假毋管 戻の短いこ と が認め られる。卜 

ド マッ の感管長は〔に 多数調せ られているカ, こ れを本均 しては大47」 

mm, 般小 1.03 Mm, ボ均2.755mmtとして 

いる。木調布の數値は頗る 小さいが Sanio の 

第一法則が該當す ることがトドマッ の場合 も 

血 の められているので,.こ の場合は 供試木が 
桜めて幼崎である訪から設りが山米る。ッラ 

ジロモミ に就ては金氏の記版があるのみ 

であってその比較をなし得ない。雑種の級等 

管は ト ドマツに近い假導管長を示すものが 

多いo

髓 繰

的線細胞高及び細胞政竝びに 1mme中にお

第 6表

僕 
番談 ﾡ 大 並4 ボ 均

9
mmo} o4o)***人 *

mm
0.5S2

mm 
1.373

16 2.184 0.510- 1.209
17 2.451 0.437 1.455
18 2.232 0.655 1.120
19 1.990 0.631 1.101
20 1.893 0.388 1.025
21 2.038 0.704 1.278
22 2.281 0.679 1.510
23 2.208 0.704 1.317
24 2.451 0.582 1.476

表第

僕び 
番

ﾡ像細胞 高 1 mm"中 
に於ける 
備線数必 大 域 小 T 均 雄 大 北 小 T 均

9
u 

316
u

41
u

86 16 2 6.0 55.3

16 250 41 136 12 2 0.7 55.3

17 262 25 134 13 1 6.5 82.3

18 234 19 128 13 1 6.2 61.3

19 322 25 119 15 1 5.71 78.3

21 245 19 118 12 1 5.S 5S.G

22 267 19 115 13 1 6.1 64.3

ける屈線数を測定 した結果は第 7 炎の如 くであつて, その間に制然と した※ 

県は 認gめ ら れ なかつた。 ただ供種に おいてのみ各供試木共に異次的務線が認 

められたが, トドマツ,ウラジロ モミ兩材共それがなかった。

生長量

大4純について滿 5 年生春に地際直律, 樹高及び毎年の上長仲量を調

した 県は第 8 の通 りである。 に交獲和 29本の不均価と変確和の樹で
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第(8表

番映 6 際御 

em
樹高

cm

仲 ル 生. It cm
・10・21l ・20

1 ト ドマッ P.A. 1 ッラグロそ:設坂1説 1.5 68.4 27.5 21.0 7.4
2 グ 18 83.0 34.0 25.0 8.5 16
3 ト ドマッP.A-2 ウラジロモ ミ小木書2説 2.1 86.0 36.5 25.0 10.0 9
4 不 明 1.7 07.5 29.0 22.0 10.0
5 ト ドマッPA23 ウクジロモ酸販2設 1.8 64.5 32.0 14.0 4.5 —
6 ト ドマッP.A41 ウクジ"そミ 厳 原 雑 1.7 54.0 30.0 9.0 10.0 ・
7 ト ドマッP.A.5 ウラジロモ 政ル1誠 1.5 39.5 37.5 15.5 7.5 ....
8 トドマッP.A.40 ウラジロモョ 載 原雑 1.7 59.0 24.0 9.0 7.0 8
9 0.9 46.5 20.5 7.0 7.0 ...

10 グ グ 1.6 43.0 18.0 7.6 0.5 —
11 ト ドマッP.A.24 ックジロモ ・政販18 1.5 53.0 32.0 8.0 7.0
12 グ グ 1.1 38.0 18.0 8.0 7.0 *...
13 ト ドマッP.A. 7 グ 1.4 59.0 13.0 9.0 20.0 .....
14 ク グ 1.7 69.0 30.0 15.0 11.0 7
15 ク y 1.6 77.5 41.5 94.0 6.0 ....
16 グ グ 2.2 89.0 33.0 25.0 17.0 ...
17 グ 1.1 60.5 20.0 31.5 c.o ....
18 ・ ドマッP.A.34 ウラジoモ ミ政K9明 

ウラジ“モミ厳原】射

1.8 71.5 29.5 22.0 8.0
19 卜 rッP.A.31 2.0 56.0 30.0 12,0 0.0 ....
20 グ グ 2.2 68.0 28.0 8.0 11.0 17
21 ノ グ グ 1.9 55.5 29.0 12.0 4.5 ....
22 グ グ 1.6 57.0 23.0 8.0 14.0 18
23/ グ ・ 1.8 61.5 34.0 14.5 5.0 ...
24 グ グ 2.0 69.5 33.0 7.5 14.0 —
25 " ・ 1.6 63.0 31.0 6.0 10.0 ....
26 グ グ 1.6 58.5 24.5 7.0 13.0 .......
27 ト ドマッP.A.19 ウラジPモ ・豪塚1戦 2.0 67.0 26.0 8.0 13.0 ...
28 不 明 1-6 50.0 26.0 11.0 7.0 ....
29 ト ドマツPA13 ウクジロモ ・H 光ﾡ 1.4 62.5 30.5 0.0 5.0 —

あろ P.A. 1, 2, 23,41, 3D,7, 34,18, 31, 19, 24, 40 の自然交配のモ県上 り 

生じた ト ドマツ植栽木を夫々 4～10本合計110本をﾡんで調在しな細県と,

数原ツラジロモミ の数価と を 比較すれば第 9 表の如く である。 ツラジ 

は明かに ト ドマツ に比し樹制生長が劣るが交雜種は ト ドマツに類似し,

-・72-

第9.表

地 ws
樹 高s

cm

世 高 生 見 量 cm
三 - 

調症
税 別 it 種

_______"Cm 昭21 昭20 昭 10 木磁

ト ドッ X 
ツクジロモミ 1.7 ± 0.03S 60.0土1.555 28.3士0.659 135士0.817 9.0 土 0.479 29

ウラジロモミ 1.5 土 0.032 48.2士0.066 234+0.564 7.0 ±0.193 7.2 士 0.368 52

トドマツ 1.5 土 0.022 57.3士0.917 26.0+0.50S 12.2 ±0.474 8.1 士 0.268 110

直径においては寧ろ これ よ り優つている。

開ﾡ期と凍害抵抗性

ト ドマツ と ウラジロ モミ は札幌地方におては相当者な開術期の塗異が 

iめられるのでとれらと交維種と比較した。 調査木はト ドマツにおいては P. 

A. 1, 5,7, 31, 41の自然交配75本をウラジロモミは数原産46木, 交種は 

it 29 木に對 し何れ も 夜芽の開舒の観察を 行つた。
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ツは位が脱落し初めほ とんど針葉が開 く 程度であるが, ウラジロモミ は初開 

葉が見え初めたル態にあつた。

6月2 日においてはト ドマツはほとんど開術を先了したのに反しツラジロ 

モ ミ は新業紫が開せ初めた程度の遊ﾡがある。以上の如 ぎ 開舒の遊早•によ って 

ﾡ害にも然釜興が生することが考えられる。昭和2244 月新前の低治o 

ために頂ず及び側歩がﾡ許を菜つて枯死 しな も のが多基よわれた。 と れをi 

記開舒期調非木で被害率を調布した総果は第 10表の通 り である。本調布に よ 

れば開舒の迎い ウラジロモミはほとん ど被書 を蒙らないのに對 し, トドマ ッ 

においては牛数以上のの被害がある。 そして交継種は ト ドマッの 1/3和ﾡ 

の被客率 に 止まって いる。

第10表

稲 別
m

ニニニ 

ず 側 —芝 趣

............ こ........ -マ

安率
調 
木駄座 死 生 死 生 死 孤 側が ﾡ駐

ト ドマッ* 
ツフジロモ ミ 28 1 122 43 150 44 34 26.1 22.7 2o
トドマッ 41 34 156 350 196 384 45.3 60.3 61.2 75
ウラジ・モミ 48 0 219 2 267 2 0.0 0.0 0.7 48

2) 島 己三: もみ卜うらじろもみトノ中 間間的性 ツオスル葉就テ・ 植物學雑; 常, 

48 谷, M 9.

3) 佐峠 敬二： 林木Trtf論合. ・18.
•1 ) i商央製: 日本冇川樹木分類學. ・16.
5) 早 HI 文赦: ﾡ物分類品. 第一試ﾡ子植t山.

6) ☆部, 工i: 北海道主要樹木 圖滯.

7) 大木 般一: 日木送催陽ノ 種痂ノ解剖的修敬ニ就テ. 植物取*諾,39名,大14. 

s)小m. 佐竹: ロ本ﾡ4=聞スル解部分類的Iは. 権暴神,13谷,明4 

0) 初島 住彦: ロ本産モ、ﾡ及タウとﾡ樹Hの葉のﾡﾡ4的性に域る歳別に就て. 

林ﾡ合補,14ﾡ, w'.

10) 佐竹 義軸： 口木東 モミ 届の衆の解剖分類學的お: 散に就て. 植物及び動.

1n) ﾡな己三町: 二三針楽樹のB業と陰楽のi述。植物及び助物,2な,昭9.
12) なm益二順: モミ の菜の解剖學的研究. ロ木林學 食雜誌,纳 您,4 號,昭 11

19)三 i,辻: H木茂針葉樹の枝菜油の含む率と所力?樹爵溝及油粒との関係. 林學上 

雑温 3戦,大0.
14)Wm ニ: 木材化母工※・上%, ・21.

15) ル 信二： アヲ トドマッ収等普長の4動及地上高6によるﾡ化. 北海道林業求瞼姐 

時報,11 城,m13. - -

16) Ryozokanchira : Identification of the important Japanese woods by anatom- 

ical characters. 1021.

むすび

ト ドマツとツラジロモミ の種川ﾡﾡにつてその特性を鑑識する必場上以 

上の調在を な したが, 供試々料の關係上遺傳學的因果關係を厳密に把握 する 

と と が出來なかつた。併し こ の種川雑種は大間においてW御の中川ftI ヒ 

炎わすと とが多く, 現在まで ト ドマッに偏した性と認められるのは樹清 

の 面秋率及び生•長充: であつ て, ッラジロモミiに 偏 し た性質 と認められろもの 

は針葉上面の一隊皮細胞數である。なお今後本交雜の生長關係,生m的性 

等について詳細な調査を進めたい。

引 用 文 献

1) Beisuer-Fischeu : Nadelholzkunde 1930. ・
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附園 1.

トドマン*ウラジロモョ No.26 
蘭ﾡ況 (昭和22年 6月2 日uy)

附圏 2.
A. ウッジロeミ 僕が番載 3
B. トドマツメウラジロモま ﾡ駄番ﾡ7
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附置 3.
ト rx ッ針菜中央横斷面圖 約80*

同 中心部細 ・ 約320x

ツラジロモミ針中央横ﾡ面岡 約 80 X
同 中心和中 " 約320*
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附圏 5.

トドツ*ウラジee: t楽央ﾡM画回 約 80 X

同 心部御 約 320*

林内放牧馬の食性について

(混牧林業試験 第9り)

The grazing feature of horse

in the forestry range.

By

Zmur MATSUI 
and

ZnNベicnn KINOSHITA

松 井 警 喜

木下番吉

まえがき

枚地方の布市どﾡ, と と に 田産事業の發達 したの は海霧な どの特殊な氣 

第條件に も よるカカ 天然に廣く 分布している ミヤコザサ,スゲ類, イワノガ

ヤスなどの何料価値のたかい野事が洞浮なためである。從來剣根地方の馬 

流はWを通じてF外に放牧し, 、求木木, 藤本類の天然の飼料によつて 

経済的な増殖を圖つてきたのである。放牧掲はイネ科,スゲ科の主な野草の 

二 か, 加 く 各種の植物に互つて嗜好性を もつており, これ らの混食によ つて 

M日 のn調な探企が戦かに映つけ られ, 繁業の均衛がと られるのである。放 

牧ルがど んな植物 を採食 しているかということ は林地の牧資力 を 決定す る た 

めに必要なのみでなく, ササ, ﾡ求地ﾡを放牧によつて堪林の地締を代行さ

る場合に も 必要である。 しか し 戶外の放牧馬の採食况や咯好度は季節的に 

い多少異なり,同一野草にたいして も立地條件によ つて,また各種類, 混交, 

細み合に よつて その好み かたが違 う 場合があ る。 これ ら にたいする 放牧馬
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の野外における召性を調する と ともに合何馬に一定量づつ数種の野を興 

え, その探企状況の比較とにつて企性を炎示した。

放牧馬の季節別食性

林内の放牧鳳が子節によつてどんなﾡ物を どのぐ らい探企するかを各和期 

について探食時間と皿位時間の探企派とから計算したのが第 1 表である。 こ 

れから放牧鳳は季節に止ろてササのほか相常多述の章木, 樹葉,新係, ﾡな 

どを探食 しているとと がわかろ。 6 月 は草木類が仰び盛 り の柔 ら かい若で 

あるため, これら にたいナ る 鳳の探企量は大で, 第 1 炎の x う に草本にたい 

する探食量比事は総ﾡの10.7%, 1日常41kgに及び, 各節中でもつとも 

多く食されている。 これらは林内にスゲやノガリ ャスの生ずる廣い調地か介 

在する場合には一ﾡ多にのばろものであろう。

の牧ﾡ力の算定にはササ以外の4種ﾡ物の探食量を 17.5% とみることが

第1表 簡別放牧』の採会

季 節 別

、、、瓦食衆

6 8 月

放牧馬 1 日 6 o探会量 (p) 放牧』1 ロ・ o探企量 (g)

サ サ 掛 業 * 京 サ サ 樹 楽 箱 草 mt
・艦A--
ペ •嶋 40.759 3.379 5.068 49.206 37.547 3.705 3.286 44.597
老動』 28.576 2.880 4.504 35.960 18.8G4 1.706 1.512 29.082
幼m島 25.648 1.500 2.786 29.934 23.994 2.405 2.406 28.804
T 均 31.661 2.586 4.119 38.367 26.802 2.605 2.401 31.808
採食量百分落 82.5 6.7 10.7 100.0 84.3 8.2 7.6 100.0

10 月 2

37.085 4.422 3.618 46.025 33.435 1.707 528 35.730
老協』 18.550 2.178 1.452 22.180 30.035 2.578 770 33.89
幼動島 34.372 2.948 2-512 39.832 14.911 079 203 15.799
T * 30.302 3,183 2.527 36.012 26.127 1.075 500 28.803
探公量でクま 84.1 8.9 7.0 100.0 92.3 5.9 1.8 100.0

できる。 冬季の酷寒と雪を掘っての採食に設力を消耗してきた放牧馬は春の 

探企ﾡ は 四季 を 通じて最も 多い。

8 月 に は ミ ャ コザッが仲, 開業を終 り ・ 樹葉は靑葉の成葉と な ),#ポ 

頬の 中ナッドなど の夏 は 枯業がみ られるようになる。 こ の時期は木類 

の採企はが上りもするが, 樹葉の採企少合は増している。これは放牧鳳が 

暑さと曲と を避けて後明 した樹林地帶に立場をつ く る ことが:多いので, 樹葉 

の採食室が多く なつたものと思われる。 夏の牧益力にはササ以外の各種の採 

企を16.7発% とみられる。夏季は暑さ と虻,蚊などのため採食党が低下して 

いる。

10 月にはﾡ本類は次第に枯葉となり, 樹葉 も 紅黄を帶び,落葉の早い シ ッ 

リやナカマドな どの葉はつていろ。秋の枯れた草本や樹葉にたい しても 

夏と向じ上 うな探企がみられろのは, 邪調なサリの中に洪みや苦味などの味 

付け と均整な榮養慣にたいする 自然的要求によ る ものと思われる。

秋はいわゆる天高 く,約肥明 るの候で,用の食慾も盛んで,この探企量め 

中15.9%はササのほかの植物である,

1 月はもﾡにﾡれ, 馬は足で雪を掘つてササ を食つている。したがって, 

この時期の採食は大部分ササで,他のものは7.7%に過ぜない。この中1.8% 

はササとともに雲からでてきた枯で, 5.9% は新條,芽などである。なは探 

食條件が悪いので,鳳の企う派も各季位中でもつとも少ない。

春の放牧馬の食性

放牧島の"好を探企の度合によつて好企, 食,従企, 不食の 4 師に飯分 

した。春の管修は葉が知剛ないし枯洲して,放牧鳳が好まなくなろ。スグ科, 

F ク イ ネのボ本は融と と も に早く めえでて,芳潤な新線の若草とな 

つて仲びる。低温地に叢生する柔らかい スゲ類は 馬の好んで食する と こ ろで, 

ヒラギシスゲ, オオカサスゲ, ワズスグなどナれも好企する。 ィネ科の 

ィワノガリヤス, オオブワガーリ, コメカグサ, ホガエリガヤ, *マヌカポ 

な ども期の好食する ところであるが, ス ゲ類の よ う にﾡする こと少なく,
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イ ワ ノガリヤスが球林地のﾡ過地に多少群生するのみで, 常試戦林ではスゲ 

曲に比べて牧獲力 が劣つている。 ま な同 じキク科の"でも種ﾡに よ つて 

度が相常興なり, ザミﾡ, コッリナ, クンボポ, コ ブスマ ソツ,ヒメジ 

オン, ヤマ ゴボウ は好食されるが, ﾡもﾡ的に分布するヨモギﾡ, フキ, 

ノブキ, キノキリンソツ, ミミョツモリなどは前者上りも"好旋が分り,

食の部に入る。 またキツネアザミ, マハハコ, ヤマニガナは徒食され, ヨ 

ッバヒョドリ, ハンゴンソウはほとんど食されない。 その他春に好食される 

ものにはオオバコ類, ハナッド, スギナ, ッバュリなどがあり, 食に關する 

ものはイネ科ではヤマアワ, ネズミガヤ, ヤマスカボ, スズメノカタピラな 

どで, 望程のやや利 らいか, 小形での少ない種ﾡであ る。七リ 科の ッマノ 

ミッバ, オオバセンヤュー, ヤブ=ンジン, ミッバゼリ, ナガジラミなどは 

柔らかい肉質のものであるが,味や否が濃いので好食されない。 カミノル 

イヨッショウマ, エゾショツマ, サワギキョツ・ クサフジ, ハコベ類も食と 

みなされる. 早が懸合や山の枯征から開放まれた場がに前父でたﾡを食 

食し, エソトリカトな どのﾡ もとも にfって, 若い場が中がを越すナ こ と

があるが, 時の経と ともに自 ら好食, 不企のW別ができる。 第2女の上 う 

Cの本類の中で好企ないし食の種類は 124和中53種. 49% で, 木, 厳木 

類では 62 種の 中 27 種, 43% である。ﾡ放牧地に よくでてくろアキカラマ ッ 

やキンミズヒキ, ノブキ, フキ, キッリフネ, メグラ, エゾイチゴなどはり.

食ないし企である。ﾡには木木類の薬は依り好企とまでゆかない力, ﾡの1

第2表 各季節の舸酣後我の極数

四ﾡ期
W 木 の 木・ﾡ 木 o M 宴

t好企 食 確企 不 Mt 好企 食 従企 不食

万 
6 32 21 39 32 124 0 27 17 18 02
8 21 32 41 30 124 6 20 18 19 02

10 20 22 27 46 115 1 16 21 25 02
2 3 0 0 0 3 9 24 7 15

象となつてレ'、る。 これら Q 撇葉は為木ではヤチダモ,ハリギリ, ラグモ・ 

ィクヤ, カサラ: シナノキ, ミズラ, ブサグ, バツコナギ, ナガバナ

などで, この地方の映葉樹林を構成する大部分の樹種が包含 される。藤本 

類はックツルシ ミヤママタ クピ,サルナシ,ヤマブ ドツの葉が食される。 

馬の好まない植物は多 くはタシ=ン, 苦I, ルカ ・イド, ッポ= ン, 過 

度の確酸 どの合むも のであるが, こ の他 こ れらの合行がないに も かかわ ら 

す, リ科のマドコロなどのように味がﾡく, 味の濃い ものは食わない 

ょうであろ。 はササの殺徹ないし仲長間で, かかる時期の放牧はササを損 

傷 レやナ く ・ 牧推力の著 し低下を さ なすので; 草木原野や牧草地帯に主 と 

I て放牧すべきである。

夏の放牧馬の食性

項: は植物が充分成熟しきつて 量的にみた植生の豐かなときである。 のm 

好度と大ﾡがない力, ヒラ ギシスゲなど はだんだん葉質がﾡ剛 と なつて く る 

ので,好企されないようになる。 イネ科のイワノガリ ャスなどはスゲより も 

成熟が迎いので,変季でも好食される。キク科のものは大間春と近似の嗜好 

展になっているが, コツジリ ナやアザミなどの高動本では葉がかたく なつ 

て春ほど好食されない。 Xになつて, とくに灯食されるゝのにはェゾヤへ

Y, ヤブマメ, クサフジなどのマメ科の種期とキカラマッ, ェソノギシ 

シ,ヤブニンシジンなどで, これらは葉の開舒が比較的遅く,夏に柔らかい新 

限を展開させている種類である。秋草に風する ミゾソバ, イスクデも食に入 

る カi *の よ う に晩がに崩父でた新館なﾡ葉が探食されるのである。 札地に 

比較的多いキンミズヒテ, ハンゴンソウ,ミミコウモリ, ヨッパヒコ ドリ,

Yブクバコなど は徒食程度である。

木本類の型にたいする唏好度は春と大差がな く , 藤木類も また似ている。

以上友の放牧鳥の好食ない し食する初類は草本で注 124 種中 59 種, 43%% 

で, 木,ﾡ木では62種中25種, 40%である。
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秋の放牧馬の性

海洋性氣候で秋のﾡ吸な常地方も 10 月 7 日前後に初ﾡがきて, しだいに

企である。

冬の放牧馬の食性

第3表 主な』の公のﾡ簡別好

\新
探 企

二 -- 
(%)

6 J 8 J 10 川 2 月

ヒ ラギシスグ 100 18 22 0
イワノガッヤス 100 100 82 0
ナオスゲ 100 46 46 0
オオ ワガェ 9 100 100 92 0
オォカサ スゲ 100 87 26 0
エゾアザミ 100 44 38 0
エソョモャ 66 76 80 80
クンボ 100 78 72 0
コウゾリナ 100 : 70 68 0
シロッメ クサ 98 i 80 72 0
ハンゴンッウ o ! 18 88 100
キンミズヒネ 20 ; 20 16 0
コプスマソウ 55 76 84 100
エゾヤマハギ 18 l 80 100 0
アカッメ クサ 41 ' (4 68 0
エイ ラ クサ 10 1 40 98 0
ウマノミ ッバ 55 1 60 48 0
フ キ 40 ! 48 87 0
ミャコザサ 100 100 100 100
チャナイザサ 100 &8 55 100

い 降省をみるようになると 裸地の 

ササは葉の周緣が枯れて•水分が 

減じて粗剛となつて,放牧ルの 

好が減じてくるが,樹#下のササ、 

はﾡくまでく, 柔らかで,.ルの 

好食の對象と なつている。木類 

彳こたいする嗜好は春夏よ り も 多 

興なつて, ス ゲ規は秋はﾡ剛と な 

るので徒食ていどとなるが, ィネ 

科のイ ワノガリ ヤスやオーアワガ 

エリな どは夏 と同じょう に好企 

される。 キク科の中 コッソリナ, 

クンボボ, ザミなどはイ秋への 

ﾡ過に したがい望葉がか た くなる 

ので,嗜好が減退するが, ハンゴ 

ンソツ, エゾョモギ, ョブスマソ 

ッ, フキなどは〜秋になるに! 

たがい好食されるようになる。と

れらキク科の枯れたﾡを放牧馬が探食している光景はよくみられる。 紅ずと 

なつた秋の樹木の葉は夏ほど企されないが, アオダモの葉はかなり好食され 

る。 厳本類は夏と似の好度である。以上秋の放牧期の好企ないI 企する 

稲類は木では115種中42種, 37%, 木, 藤本では82種中10種, 20%で, 

雨者とも, 夏季よりはその制合を多少じている。 なおの地方は夏が 

度高く,秋が好天氣が敬くM係もあつて,秋の企歯類がよくでろ。この中で 

ヒラダケは食に入るが, シヒグケ, シメジ, ハッグケ, ホコリグケなどは他

冬は積下にﾡわ北, 草木類は枯測してしまうので,春〜秋季に比べれば採 

企の種類が川純であろ。 秋にﾡのためﾡ剛となつたササも積ﾡの下ではに 

潤され,かたさが減じて,馬が脚で雪を掘つて好食している。ヨプスマソ% 

ハンゴンッツ, 日モギなどのキク科の商本の林業も ともに採食される。 

冬季食される 木本は主として新條,新芽であって,ヤチダモ, オグモ,サ 

ワシパ, ミズナラ, シナノキ, イク カグモ, ハシドヒ, カンバ,など 

の他,マククビ,サルシなどの藤木があけられる。以」:述べた放牧馬の季 

節別好座 をな試ﾡ朴内の各ﾡ物について総括したも のは第 4 表に示される。 

とのlは他の調者と多少県なる場合もあるが, 放牧馬の食性は混交する食 

はの相對的關係や環境に よ る適応性などから生ずる ものと考え られる。

林內放牧馬の食性と牧野的取扱い

林內放牧馬の季節的食性の變化に M じ て牧野 を經濟的に 利用 し な げれば な 

らn. 大たと父ばスがの種類は主として作が好企の封祭となり, 一方この期間 

はササの及ない し仲域期で傷し場 く , 牧養力が低いので,ササ地帶への 

放牧を共じ ・ ス ゲ地や牧ボ加 と のﾡ換放牧に よ つてササ牧野の涵聋を はか 

るがよ い。 イ ネ科の種類は春夏秋を通じて馬に好食ないし食される ものが多 

い。 と のm絡す る 原野や疎林地は ッ サ牧野の海養の ため, 区に互つて放牧 

すヾきであろう, キク科の本の中にはに1く採食されるが, 秋になると 

大第に企されなくなるザミなどの種類と, 秋になるにしたがい好食されて 

くるハンゴンソツ, フキなどの種類がある。前者の多い澤沿い地希な ど は春 

放牧に ・ 後者の多い林内肥浜地ない し過放牧地などは秋牧ﾡに利川するがよ 

い. Lかし, ク科などのク=ンや苦味質の多い種類はササにたいして1 

割内 クトの採食率なので林野•に フ キが山分布していても フ * を それだけ多 く 

食 ナるとはかぜらない。 冬季の雪上放牧はもつとも経済的な経替であるとと
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第4表 1本知にたいナる科ﾡ別放牧』の"好 僅：雑 案三4}

〜w マ* •

# 名

・a.hk....*、wルマペAvペ〜ママ*マャ*マト

H 名
・

伏 ft 名 H %

カャッリ 
グサ

とラギシスゲ 好

1
企 徒 キ ク

ブキノキリンソ 
ツ

徒

オオカサ スゲ 好 好 徒 ノブ* 食1
☆

オオカ ワズスゲ 好 徒 フ キ
企

企 好

アオスゲ 好 好 食 ミ ミ コウモリ 食 徒 徳

イトスグ 好 好 好 キッネアザミ 徒 徒, 徒

ヌバハリイ 好 徒 徒 ハチジョ ウナ 徒 徒1 徒

タマィ 好 a ツバヒ ヨドリ 不 御 不

トクサ ス* 好 徒 徒 ヤ マハハ コ 徒 御 不

・クサ 徒 不 不 ヤマ=ガナ 徒；

イ ネ イ ワノガリヤス 妊 好 好 ハンゴンソウ 不 好

ヒメノガリヤス 好 好 好 ヤブタベコ ﾡ 1 不

オオブワ ガェ ッ 好 好 好 七 り オオハナウド 好 査 I —

ヤブワ 食 食 公 ウマノ ミツベ 企
食 !

ネズミガv 企 好 好
エ ゾオオバ七 ン 
ギー

食 食 徒

コスカグサ 好 好 好 ヤブ=ンジン 企 食 健

ナガベグサ 好 好 食 ミッバ 企 確 他

ホガへリ ガヤ 好 企 ナガジラミ 企 他 他

ヤマヌカボ 好 企 公 メ クサフジ 企 好

ドジョッッナギ 好 企 企 エ ゾャハギ 徒 好 期

クツノヒゲ 

スズメノカクビ 
ラ

好 企

徒

食

企

シロッメ クサ

ブカッメ クサ

好

企

. Mf 

好

好

M
ク ケ ェゾミヤ コザサ 好 好 好 ブ*メ 企 好 好

チャナイ ザサ 好 会 食 ウッボシ オシダ 不 不 不

・ ク エゾアザ ミ 好 好 企 オオメシグ 不 不 不

コウゾリナ 好 好 好 シクネワクビ 不 不 不

ク ンボボ 好 好 好 クサソテッ 不 不 不

マゴ永ウ 好 企 企 ミヤマワラビ 不 不 不

ヨブスマソウ

ェゾゴマナ

好

好

好

企

好

食 ゼンイ

ワラビ 
ヤマドリゼンマ 

イ

不

不

不

不

不 

不

ヒメジォン 好 食 徒 イラクサ エゾイラクサ 徒 食 好

エゾョモギ 会 査 好 ムカゴイラクサ 袖 食 企

秋 

不

不

徒

不

不

不

不

不

不

不

不

不
I

不
I
不

不

好

好

不 

不

徒

徒

一

一

不

不

不

不

」

厂

 

友|

不

後

徒

不

不

不

不

不

不

不

よ

厘

施

键

不

好

好

徒,

徒

彼

徙

食

徒

不

不

不

不

不

不
F

1'1 

春 

徒

徒

徒

不

不

不

不

徒

不

不

徒

不

徒

徒

不

好

好

徒

徒

徒

後

好

徒

徒

不

不

不

不

不

不

不

外 名 秘 名 卷 項 秋 H 名

ク デ ヒメスイベ 徳 徒 御 アカベナ メマツョイグサ

ミ・ゾンベ 徳 企 食 ャナギッ ン

ナデシ コ

ッマノア 
シガタ

エ ゾノ ギシギシ 

オオイヌタデ 

ミミナグサ 

オオヤ フスマ 

ハコベ 

エゾト リカブト 

キッネノボタ ン

好 

徒

不 

徒 

食

不 

不

食 

徳 

徒 

不 

徒 

不 

徒

食 

不 

不 

不 

徒 

:

ッ r 

コイヤクソウ 

ジン ヨ ウ チャ 
クソウ

ヒ トツベイチャ 
クソウ

ギンリコウソウ 
エゾオオサクラ
サウ

ケ レ

ナメネ 

シモッケ 

イベッ

ハイキンボウゲ 
エゾトカッマ

ツ

カクマツッウ 

アカミノルイロ 
ツショウマ 

エゾシウマ

エ ゾエ ン ゴサ グ

ッルネケマン

コンロンソウ 

エゾヤマブキシ 
コウー

キンミズヒキ

ヒメゴロウイ 
ゴ
シ ロ バナへ ビイ 
チゴ

不 

徒 

書 

食 

企 

徒 

不 

徒 

徳 

徒

企

徒

不 

企 

企 

徳 

徒 

徒 

徳 

徒

徒 

徒

食

御

不 

不

不 

不 

徒

徒

不

ッ ン ドッ

1 オドリコ
・ン ウ

ゴマ ク ハ 
グサ

ハエ ド ク 
ソ ウ

オォベコ

\

キキッ

カ ネ

グサピグモ 

ホソバツルリ ン 
ドウ
エゾシロネ 

ナギナタコウジ

エゾヘクカ

シガマギク

ハェドクッウ 

オオバコ 

千ゾオオベコ 

ッリガネ=ンジ 
ン
サワギト"ウ

クルマベソウ 

ヤエムグラ

ミツモトソウ 

オオダイ コンソ 
ツ
シロワレモコウ

徒

徒

不

書

他

不

御 

御

ウベ=リ

ェンレイ ソッ 

ベイケイソウ
フウロソ 
ウ

エゾフツロ 企 企 徒 オオマ ドコロ

ッ ゲ フッキンウ 不 不 不 クロ〜ッ

ウセン
ク ワ

キッリフネ 徒 食 御 マイ グルソウ

ツリ フネッウ 徒 食 徒 キ ミカゲッウ

+トギ y 
ン ツ
スミレ

トモエッ ウ 

エゾクツガ < 
ミレ

不

徒

不

徒

不

徒

エゾカンゾウ 
ギョウジャ=ン
・ ク

ア カ バナ
1
ミヤタ=タデ 徒 不 ツバメオモト
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第5表 ぶ木頬にたいすナる放牧出のﾡ簡別好

科 名 種. 名 邪 夏 秋 統 名 414 或 秋 冬

・やノレ火 ッルア ジサイ 徒 不 — ツルウメヤド 
午 ツルウ メモドキ 徳 徒 食

イワガラミ 不 不 不 — マククビ サ ル ナレ企 企 食

モクレン ウゼンゴミシ 徒 徙 不 — ミャマ マククビ 企 企. 企

ツんシ ックウルシ 企 好 ブ ド ウ ヤ マ プドッ企
企

企

第6表 木木類にたいすナる季簡別ル牧』のﾡ好度 ｛三鑑会 き雑会｝

名 H 名 4 g 秋 冬 科 名

、

at 名 4 「秋4

イチィ イチイ (オンコ) 不 不 不 不 エゾオオサンザ シ 不 不 不

マ ツ 卜rッ 不 不 不 不 バ ラ エゾイチ 企 徒 徒

エゾマッ 不 * 不 不 サクッ エ ゾヤマザクラ ft 不 徒

アカエゾマツ 不 不 不 不 ミ ヤマザクラ 

シウリ

食 ft 不

ャナギ ヤ.ナッシ 徳 徒 徒 食 不 不 不袖

エゾノバ ツコレギ ft 食 ft 徳 マ メ イメェン ジ 不 不 不 不

ナガベヤ ナギ 食,ft 不 食 ヘシウダ ヒロハノキハ 不 不 不 不
クルミ オ=グ ミ 不 不 不 不 = ガ * =ガキ 不 不 不 不
カベノ キ ウグイカ ンベ 徒 食 食 マウメu ド エゾマュミ 不 不 不 优

グケカ ンベ 徒 食 徒 ヒロハッ リ ベ・ 不 不 不 不
ケヤハンノギ 徒 食 徒 ft カェデ カラコ ギカ エ デ 従 従 神

ヤ ハン ノや' 徳 ft 徒 ft エゾイタヤ 食 食 ft 食

アサグ ft 好 ft ft ヤマモミジ ft 食 ft 好
サワシベ 企 好 企 好 ウメゲオガクバナ 食 徒 ft

プ ナ ミズナラ 企 公 徒 好 シナノキ シナノキ 食 企 徒 企

ニ レ ブカ'火モ 食 イー 锥 食

食

オオバケイ ッ ユ 企

徒

イ ﾡ| 食

オヒヨウ 食 徒 クロウメuド 
ヤ

クロウメモドキ

・て

徒

ク ワ ヤマグワ 企 食 食 ウ F オ=ウョギ 不 不 不

カ ッ ラ カッッ 食 ft' 徒 食 クラノキ ft 他

モクレン ・キクコプシ 徒 確 徳 ft ハリギリ ft ft! ft

キノン
ク

:ノキ 

ノリッッギ 従

徒

徒

徒

徒

ft
好

ミ ズ キ 

モクセイ

ミズサ 

ヤグモ

ft
食

補 
対

食

エゾスダリ 確 徒 不 ・.. オグモ 食 好

ナ シ ブズキシ 従 徙 t 毎 ハシ ドイ 従 袖 確

ナカ* r 徒 徒 徒 食 ュンドウ カンポク 不 不 不

エゾャザトナナカマ ド 不 不 不 不 ワトコ 不 不 不

木ザキシモッケ 徳 不 不 不 ネムロブシダマ 不 不」 不
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も に主 た疎放な經海たる を 免れないが, 今後とも 釧根地帶の鳥産事業に はか 

か る 紙営 を 加外 さ れね ば ならないであろう。 こ の冬季の 放牧は樹林地帯が對 

象となるべきで,樹林地帯には木,藤木類の新係, 新芽などが相當飼料とし 

,て役立つており, ことに継が深く,まなは硬化したりナる場谷にはこれら木

木類の採交策を激増するものと思われる。この樹木の採食は.馬の首のとどく 

範llであり, 放牧地は稚樹がﾡにﾡ生して牧野福な上困つている現況である 

から林業紐營に及ぼす被害は少ない。

むナび

ササ地帯の林內放牧馬は各季節 を通じてササ以外の華藤本類を 17.5～7.7% 

探ﾡしていろので牧ﾡ力の定のさい, これ ら を見込まなければならない。 

放牧馬の探食する価類は季®  的に多少異なるが,非常に種類が多い. 混牧林 

七的組替の場合には從來のよ う 忆天然の推移にのみに依存せず, 不食の種期 

を 人工的に歯汰 して集約な撫方操作を加た なければならぬ。一方場の食性の 

科節的特州徹を考え て, 敬Kの輪換計ﾡを立て放牧地ﾡの済度の利用を計 ら な 

ければならぬ。
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ヒ ラギ シ ス ゲの生態と 

牧野的取扱いについて 

(牧林業び験 第10戦)

The ecological research of Carex flaccidior 
and its treatment on the standpoint 

of forestry range:

By

Z MATSUI 
and 

KArusmn。 MORI

松井善恵 

毛 利 勝 四 郎

まえがき

o～8 月 の物の&育期に海移の製米のため集約な製救継誉のでせ雑い側関 

消や地方に は飼料價の制 いミヤコザサやヒラギシスケ, イワノガリヤスな ど 

が天然に分布しているので, 最かな放牧地や杯地が至るととろにみられ, 

立地的に 行命業経着に恋 ま れて い ろ。

本文は との中のヒラギシス ゲの生態的性 と 混牧林業的取扱方について 試 

験 レた緒果を緒めた も のであ る。

生態的性質

ヒラギシスグは神太, 北海道の各地に分布するが, とくに北i#l 
の低地に多く, ャチグモ, ァカグモ, シノトなどのM姫樹林下Iに普的

第1丞 土典の瀛利性と ヒラギシ スゲの 

生育形變

(調E丸 =ﾡ路が最林 面f =1m")

にみられる。 このスゲはデカェゾツなどの針業林の此帳下にもヤマ ドリゼ 

ンマイ, ミ ズショ ッなどと生育しているﾡから耐該性の大なることが考え 

られる

ヒラ ギシ スゲは釧路地方の況! 炭地帯に ヨシ, 他のスゲ類, エソロモギ, イ 

ワノガリヤスなどと 生 している。 このス ゲは酸度の商 い泥狭地の 優占種で 

あるととや PH40 内外のブカ基ソッ朴の価ﾡ地に分布する動から耐酸度 

性の弭いこ とが若えられる。この 

ス ゲは低地では株状にﾡ生してい 

る ので, 俗にヤチポッズとも 呼チば 

れ,水の停滞する湯地によく生育 

す る. 紙地の スゲと 適潤地の も 

。 と 生府形態 を 比較すれ ば第 1 表 

のようである。

ヒラギシスゲは, 例路地方で は

水渋の
・ぞA & 1

1m公 ッ 株○形ﾡ

株 ﾡ 収 证

-(g)一
不均征 
(em) (em)

10.8 413.1 25.9 24.2江遣

15.4 302.0 34.3 12.5迫地
______ 1

5 月上旬に期用,仲し始め, 6月下仰は仲水も町盤で,1日約29cmに選 

し,7 月 の 中下旬で•ほぼ上仲生長を 終え ろ。 仲長期間の 1 日 営不均生量は 

1.09cmで, これらの仲は氣温と雨量とにW係あるが, ﾡして氣過の高い 

Hcfが良灯のよ うで焼高銀溫と 仲;長力ヒとの 開に +0.417 主009 なる相開 

M係がられる。

ヒラギ シスゲの牧野的性質

の少ない本地方では ヒ ラ ギシ ス グの分布する低遅 •地は早春といえど も 多 

地方の よ う に融寿水で氾濫する ことなく, 鳳が自山に探食で き る個所が多 

いe がにはサの楽は粗削化ないし枯れて水分が無くなり, かつい冬の 

I 川 リリ単純な採食に飽 注た放牧坊は早春有々 と 渉えでる スゲを好み, かか 

る A地に4つ てスゲを 探企 していろ のがつねに 見られる。 ま た*や エ ン 

シレージに他き 合仰の家桁に と つc も。 ス ゲはﾡめて重なﾡ料 で あ 

る。
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生期の ス ゲの飼料成分は第 2炎の上うで, オヤードグラスやメドッフ 

エスキウなどの牧草類に匹敵する。ただ牧草類に比べて收况が劣り,早く粗 

剛化し第 3 表の ように家击の咯好を減じ, 夏季になけば探食されることが少

第2表 ヒラギシスゲの何料的成分

大ﾡ久友氏分析成 (北海道農業試験班)

回l 数 刈取犯］ x x 増

K4%g 分 中 (9%)

水 分 白質 ﾡﾡ訪 ﾡ媒ﾡ 可☆ﾡ 
室求物 ﾡ灰分

○J中イ ﾡ路両百棒
地 方 70.04 436 0.00 6.46 10.06 1.79

9小中句 グ 61.77 4.09 1.11 10.99 18.85 3.19
1 回刈 7月14日 65.32 4.21 0.66 11.32 16.90 1.59
2 mrxJ グ 69.07 3.51 0.73 9.53 15.70 1.46
3回刈 8月16日 83.36 2.74 1.42 5.13 5.64 1.71
2 回刈 9J中イ 63.86 6.34 0.94 8.14 17.77 2.96

無 * 4% i7 分 中 (%)

水 み 白 T ﾡm訪 可4 
ﾡ*物 粗灰分

ず商両百ﾡ 
地 方

— 18.05 2.96 27.60 43,02 7.77
9月 中旬

*
グ 10.71 2.89 28.74 40.31 8.35

1 ・x 7J14H — 12.14 1.91 32.64 48.73 4.59
2 ・x グ 11.36 2.36 30.83 50.74 4.17
3 回刈 8月16H .... 16.44 8.65 30.80 33.04 10.28
2 型刈 9 中仙 グ — 17.53 . 2.60 22.53 49.16 8.18

第3表 スダ類にたいする季節別因の嘴好度

科 名 ﾡ 名
探 率 (2ろ)

摘 ・ 緊
祁 攻 秋 冬

ヒラドレスグ 100 48 22 .... の期食を 1004 とI
力 
リ

ヤ ッ
グサ ! オカサスゲ 100 87 26 — て止致で示す。

アオスゲ 100 46 46 — 但しフキは各期間を始
イ イワノガリャス 100 100 82 ・... じての好ルと した

:ャコザ ッ 100 100 100 100
ク フ * 40 48 87 —
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なく,秋になれぱ徒食程度となる。

東北海道の幅産の ように その飼育 を 大部分野•外の ササ 放牧に 依してVる 

地方では ミ ヤ コ ザサの發箱,仲長期の放牧は著 レ く ササ を似 し, 牧推の 

低下をさたす。 したがつてササの保護増殖上から も,かかる時期はスゲ地帶 

に 放牧 して超洲的な何育 を 国 るべきである。

例路試験林には約27種のスゲが見られるが, 廣く普遍的に分布し, 述的に 

も質的にも放牧の釣象となろのはヒラギシスゲである。 オーカサスゲは馬の 

#好にも適し, 榮餐價に富んでいるが,主として水の流動する澤地帶に多く 

分布し,かつ的にも少ないので, 前者に比し放牧上の價値が乏しい。その 

他の スゲ類は葉質の粗剛ない し形態の矮小や分布の局限ま なは散生な =のた 

め放牧の主対象とならない。

ヒラギシスゲの混牧林業的性質

ヒラギシス ゲは泥ﾡ地にMく 分布する力, ま た低過地のﾡ業樹林下に も多 

い。 e ラギシスゲ地書の放牧ないし杯は林求経替となんらﾡﾡするもoで 

ない。 例えば布用樹ﾡたるヤデグキのW葉とスグの仲長との叫係をみるに, 

ヤチダモの葉の開舒當初にはスゲはすでに 24%仲長し, 上木の開葉の終つた 

頃iにはスグも 80%以上仲長している。従つて開ﾡのいヤチグモ林下では仲

の逃 く完了するス ゲは座校に影響される こ とが少な く, 1ha 常 り 2～5 ton, 
平均 3.5 ton の生常量が得られろ。 これは樹林の無い原の量の 1 ha 賞 り 

8～10ton, 平均 7 ton の生述に比べて約5 割に滋 り , 牧が畑 1 ha 常 り 10 〜 30 

ton,ド15ton の生並にたいし 2.3割にあたるが森林の述利として牧代 

でき る。 公根地方の従米の牧加はﾡめてﾡ放で, 質 と も に桜的量 上りも 

遙か低下 してVるので, このス ゲ地稲に 1 ha 営延 40～50 頭内外の期が放牧 

できること は継洲的に も 軽蔵で き ない。

ヒラキシスゲ地帯の放牧法

価地のスゲ地ﾡの放牧を連日ﾡﾡするとさには, スゲが退化し,*量が
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波するのみならﾡ放牧思の肢路がﾡ化し, 刺傷を蒙り やすいので,スゲ放牧 

か ら牧草地へ,さらにス ゲ地ﾡへと崎換的に 放牧を行う 必要がある。 その崎 

換放牧の適期を決定するために ス ゲの刈挑回数別の牧量を試験した締果は 第 

4 衣に示される。 刈挑後に生したスゲは系らかで第5のように水分に高 

み,幅の嗜好に適するので,榮養價は多少劣つても消化率は優れている.し 

かし刈拂同數が多いと收室の減退は免れがたいが,14 日以上の期間を超いて 

刈拂つた場合に は, ス ゲの牧は大逃が無い ようである。即ち ス ゲの仲ﾡ 

第4表 刈挑とスグの仲具との開係

-96-

他 量 (cm)
調 \ メゲの 刈ﾡﾡ期 III) (B)

査
5 7 10 15 20 30

マ 山 
22 13.0 16.1 17.9 10.5 17.3 17.1
27 3.7
29 6.1

・

1 6.0 8.6
5 7.7
6 5.8 132 ・

11 7.2 13.5 22.3
12 9.9
16 5.8
10 10.6
21 6.6 17.0 24.7 37.7
26 44 10.3

u 1 4.0 13.8 35.8
3 6.7
6 4.5 27.0

10 6.8
11 2.7 14.7 ・

16 1.3
17 2.9
2! 2.0 15 51 10.9 21.2 30.3

it 08.0 78.8 90.6 96.3 96.6 91.1

第5表 刈リ挑とス ゲの☆水量 と の開係

\
合 水 (o)

調\
査、 ス ゲ の 刈 ﾡ 総 文 期 間(H)

5 7 10 15 20 30 ﾡ在区

▼ 22ロ 79.5
27 82.7 78.4
29 82.9 78.6

WT 1 78.4 78.7 76.0
5 83.8 80.4
6 81.6 80.6 74.9

11 81.1 79.1 79.5 76.0
12 78.9 76.7
16 82.2 76.7
19 82.3 76.8
21 83.9 81.9 77.3 76.9 76.1
26 82.8 82.7 75.8

W 1 83.9 S1.4 76.53 75.6
3 80.8 73.3
6 84.4 77.5 73.7

10 83.4 70.4
11 84.7 84.9 69.6
16 82.2 70.5
17 83.5 69.9
21 81.5 83.2 83.0 81.9 77.2 74.4 6s.9

T 均 82.4 82.4 
ヽ

81.5 79.3 77.7 75.6

盤明には 14～15 日の期間をおいて放牧を繰り返えすとスゲはその川に 25～ 

27em 仲炎し, 0.1h営り 6okx 內外の牧養力に恢復してい る。従つて賞際 

の政牧は ズ ゲのtに幽じて6月 上 ま では放牧の く り返 し期間を 20 日 以上 

と じ, 6 月下イ〜7 月上旬は 14 ロPク外, 7 月中下旬は亦 20 日近い期間を置い

,て放牧を くり 返えすと スゲの牧野的利用上方効である。スゲ地の放牧は,ッ 

ッ地の放牧の制ﾡせられる5〜7 月 の時期に行われ,8 月以降の放牧は考慮に

入れなくて も よい。LかL1 商年間に 3～4 回の採食 を繰り 返えす と ・ は牧量 

の減選は第 6炎のように発れないので, ス ゲの減選を防 ぐために は 2 年午間題 

ﾡの放牧ﾡは 1 年間休閑させてスグの保護増ﾡをWる必要があろ う。
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第6表 刈リ抄とスゲの牧量との関係

スグの生 (g)/im"
刈梆強密期間 (B)

7 14 21 在阪

Vn 10ロ 13.5 10.4 5.7
17 18.2

22.5
33.9

24 66.1
31 117.0

W 7 43.6 89.3
14 31.8
21 29.4 G4.S 124.6
28- 42 二’

W 5 11.3 27.6
12 7.5 28.0
19 13.9 19.4 12.9 307.6

叶 220.7 277.3' 288.2 367.0
JL在項にす 
る4量百分半

62.49 7544
・

78.29 
i

100

匕ラギシスゲ地常の草生改良

(1) 流木の除去: ヒラギシスゲの占 

む る低遅地帯に はホザキシモッケなど 

の小流木やハ シドヒな どの稚幼樹が生 

じて, スゲを庇ゅしているのみならす 

放牧ﾡの行動 を も 制約している 仙所が 

ある。これ らの液木稚幼樹の除去に當 

つては刈 り 跡が尖に なると,馬の股 

路が損傷しやすWので, なるべく細身 

の銀で切断するか,又はシロベルなど 

で地中の根株の部分を切斷する よ うに 

す る。流木ﾡ除去に よるス ゲの快復状 

況は第 7表のようで, 約3 御の増牧 と 

なつている。しかし3年目の収の波

退していろのは 第7表 浦木除去と スゲの收球

毎年ﾡ生期にス

グを刈ﾡつて牧 4 次 (・和4)

ヒラギシスゲ

16 17 18 19

量を調布した替1m公4生量 (の)

果,この形響も i遺本除前にﾡする合(%)

112.s
100.0

147.3
132.0

160.1
133.1

137.7
122.1

與つていると思 ずる雑*雑の量

われる。故大ﾡ 1mw 4R 量 (の) 

氏は流木の除去 全 衆 に 智 する 毋合体)

588.3
89.9

441.2
75.0

327.2
08.6

2080
00.2

によつて, 原野のが 2倍以上に増大する こと を報じているが, 氏の場合

は陽性な原野の草本を取扱つているので,ール除去のめ具が大であつたもの 

と考え られる。

(2 ス ゲ地帯の排水:低過地の ヒラ ギシ スゲは 株ﾡに ﾡ生 し, いわ ゆ る Y 

チボウズと稱する形態となつている。これを排水すれば,株状のスグが一miに
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いので, 消通加地

第8表 水とスゲの牧量 択がり, かつ地通

ヒ っ ギ シ ス ゲ ・ も上用するため收

4 次 (・和4) 16 17 18 19 量の増大が期待得さ

1m公生 f 量 (g) 413.1 490.1 460.0 410.0 れるので, 排水溝

排 水前との 合 (%) 100.0 118.7 111.4 99.4 を掘つてその影響

漫ずる 雑木雑の量 をﾡした。林地の

1m公生 工 i (g) 375.0 404.8 221.0 211.0 排水は木の根のた

全量に封する 歩合 (の) 47.6 45.7 32.4 34.0 め開鑿が容易でな

や池炭地のよ うに3～4尺の深きとすることなく停ﾡ水が流動し去る程度と し 

た。 本新果によれば排水後 1～24間は ヒ ラ ギシスグは 1～2割の増牧をみた 

が, 94同にはかえつて以退してさた。齋藤傅作氏が釧路地方の ロシ, ヒラ 

ギシスゲ, オホッルスゲ, ヤチスゲ, ェジョモギ, イワノガリヤスなどの生 

ナるﾡ炭地 を排水 して述の改良をいつた試験結果に よ れは, 20 間の間Wの 

排水温施工開は施行 3 年後に常初の 2 倍の増 となり, 50 間の間Wの排水W 

はlじく8割の牧となり, 排水によつてョシ, スゲの類は減退し,イワノ

リヤス, エゾョモギなどが増加してくると報じている。 元求潤地性のヒ 

ラギシ スゲを 主題と して考えればﾡして排水の効果が少ないようである。

(9) ヒラギシス ゲの流液 : 元 ヒラギシス ゲ件湯洞地帶を好むが, 比核的 

水の少なV地獄のスゲに深水を導入流ﾡさせた場合のスゲの生育映態を機 

I た。 澤水の流流は土壌養料を増大させ,がにおける地温をたかめ, スゲ 

の仲炎を促し, かつ憧に水の河深な供給によつて牧量の増加が期神され 

る。 ヽ , ,

木試験結果は第 9 炎の ようにス ゲの はかなり の増收がみ ら れ, 2 年 日 

c は 2 倍近K派と なつな。

地のi流i流がの火量を増加す ることについては, 故大迫氏が商萩で行つ 

た第廿の普通草 •本を 用いた實験忆 よ れ 6～7 割の増牧を得ている。また野 

際際訪地方で行つている地流ﾡの賞例によれば, 樹林地で反常 り 317 貴
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第9表 源ﾡによるスグの痛

4* (M和4)

ヒ ラギシス ゲ 他 の雑,雑木

16 17 18 19 16 ミ 17 18 19

1maI量(②) 302.0 362.0 504.0 580.8 390.0 384.8 311.0 103.6
流水前にﾡする
歩 合 (2%) 100.0 120.4 196.7 192.3 100.0 98.7 54.1 26.6

(1mり 1.2kg)のの収を得ている。
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大 元城: 原虾海木除去に関する試喩• 林来び験場葉限17説 P43~66, 19s7.

大ル 久友： 牧府 とそ の概板 北戻戒12, P41〜43, ・和21年.

新藤 ﾡ: 釧路地方泥炭地 の排水 と 野草の妥遷. 北用道農業試瞼場时報 165 腮 ・和 

174.

(4) ヒラギシスゲの播種栽ﾡ: 廣葉樹の疎林の傾濕地を選らび高菜草木, 

シ ダ類の占める個所を刈拂い, く耕して ヒラギシス ゲの秋子を秋に採断

第10表 E クギレスゲの人工i確州ﾡ した。播種はほ牧 

に備じて1m常 2～

d4g をﾡ括した。 この 

生育經過は第 10 表の

ょうに播和後44を超 

て,始めて株状の形館

当 量 1m

4 次 t4 2 g 4 g T 均 摘 要

() スゲの收量 1mm(g) ・

昭和17年
18

1
2 8s 178 133

4x量tは正 

i北.Hは

19 3 300 276 288 17年春描き を品し, 牧のほ小

21 5 848 594 721 とす。
分の収量に過なかつ

な。 こと に初期の生長が緩除なので,各種の殺の 多 い この箇所では播布後 

1～2年間は年2回除を必要とするので細済的ﾡは困ﾡであつた。

シンジュの造林について

北海道におけ る興郷上樹種の造林成績 

一 第1報

The sylvicultural research of the heaven tree.

By

Znsrr MATSUI 
and

KAzUmno. SATO 

松井 喜 
佐旅-弘

むすび

ヒラギシスゲは耐校性, 耐酸度性が:ﾡく, ぼく低温地帶に分布し,何と 

しての榮聲債 も 高wので行布逃業をなむ東北海道では, の重な放牧増地 

と して使用 されている。修明したヤチ グモ林下の沿地の スゲの收策は 1 ha 常 

35ton 内外でこの放牧による利用は林系継替とほとんど抵ﾡしない。スグ放 

牧は牧放牧と燃換的に行うべさで, 締換期川は14〜20日おさ位であろ。ス 

ゲ地ﾡは流木の除去, 流などによつて相常のﾡ牧は期得できるが,ﾡ水の 

効県は少な くない。 ス ゲの人工播種に よ る増殖は初期の生災が殺やかなので 

疎開城 な どのﾡの 多 い商所で は 困難であ る。
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旣往におけるシンジュの造林

シンジュは=ガキ科のニハツルシﾡのﾡ物で, Ailanthus glandulosa Desf. 

の項名で呼ばれている。元米女那の吸かベ地方を原産とする常ﾡ樹であるが, 

適ﾡ性大で, 寒地では落葉し, 北海道でもょく生育する。 シン ジュ,即ち, 沖 

樹なる名は "Tree of Henven" の譯語で,牧野博士に よればわが國に 明治初 

4入され, 東都の不河門"附近の端にわが同ﾡ初の梅路ﾡと して横え ら 

れているが, しだいに柿れて現在内務行真に 2～3 本殘つていろ に過ぎない と。 

卜ﾡは温吸地方では耐, 庭園,行路などに横えられ大木となつている例は
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第1表 札幌市ﾡびにその近郊にcけろシ ン ジュの植求社

m4 和 23 4 秋 > :1 花

純 我 個 所
施栽 BfGi役(cm) 高6 (m) 定 

年齡 
(】

ネ
平 範 回 平均 電 回

札幌市豐平町押王寺境内 5 60.9 45～83 15.8 15.0〜16.5 08
札峽市北一條西二丁目 【船株
大會社庭内

3 39.9 34〜43 14.8 14.5～15.5 45

同上前 道路Ak木 4 32.2 28～36 整形切斷のため不明 45
札幌市北一終四二○丁目 北陽工来 

株式行前 6 30.3 26～3S 12.6 10.5～14.0 4
札似市北体W八丁目 伊藤豐次氏
庭内 -

5 25.8 24〜33 14.1 13.5〜14.5 28

札幌市外平原 前田氏雌内 3 24.1 22～26 10.8 9.5〜11.5 22
札W市北八條北火農學部茴畑内 3 21.3 16～25 11.9 10.5～13.0 22
札幌市外ポ ッ ? ル化學研究所前 1 22.4 !形切ﾡのため不切

札愧市北四條西玉: 丁目 配淡公iN 1 24.0 9.5 |
札幌市苗砲陥連會社前 6 10.4 9～13 匸 42 3.0～6.8 7

ュ

ツ

ツ
 

ジ

マ

マ
 

ン

ラ

ド
 

シ

カ

ト

あるが, 積松的りに林きれたものは少なく,との敗紙についての記好もそし 

い。北海道におけるシンジュのﾡ求をみるに,明治144に開拓路が札幌近郊 

W山歯でシンジュを掃和し, 500 本のﾡ広を札幌及び本ﾡﾡ下にﾡ下げ 

た記ﾡがあ り, 現企札幌市披びに その近郷に は第 1表のよう なﾡ城木が ら 

れる。中 に も 札幌市戦町経王寺の境内にﾡ本ﾡえ られていろ もの樹li 

68年, 平均胸点直徑 61 m,材515.8m C逆している。

シンジュの造林とその用途

シンジは抱土地方では土嬢えの適M性大なﾡから行路樹にﾡえられ, か 

つ提の証盛な崩ﾡ性と相ﾡつて崩ﾡ地の砂防並林に権救され, その材は家い 

添具材にも用いられるが,狂い易いので主として新炭に供されている。 近 

シ ンジュの業で何する野1業梁が木道でも望な こ と が:明がと なり, 他ガ 

シンジュは野景,野ﾡや内曲衛に強く, 養苗,造林が容易で,第1のよう 

に初期の生長の町盤なﾡか ら坑木な どの利用 も 考え られるので, 維ほと ん 

どmられなかつたこのﾡ林についても検討の必災を生じた。

シンジの造林に及ぼす諸因子

A) 混農子

シン ジュ は野幌附近では 5 月 下旬に開舒 し,種子は 6 月 中下旬に發芽す る。 

巩“ く まで仲長を績け,細織が木化しない中に, 獅や寒凍が襲來するので 

ﾡ救後 3簡内外は4仲長の柔い部分は多期に枯れる。 しか し根が義 し 

てくるとﾡ候係件の上V年iに15m も 伸びて寒痂害より 脱し,：型年から は第 

0Wlのよ うにﾡ端が枯れても側ﾡが1m位づつ仲び, 毎年旺盛な生長を續け
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る。従つて多害地方ないし温吸地方には適すろが, ダア号ないし寒冷地方には 

不適であ る。 主たシンジュの林は野1の何育 を 主 目的 とする ので, 野10 

何の適澄か らみてもシンジ ュの造林適地は水川の組港で き る以の商道 な 地 

帶を對象とすべきで,第2のように7～8月の不均温度が:21C 以上の地 

でないと 寒冷杏 を蒙りやすい。 シンジュ の地の成功 を 期付ナ る に は u c 温

吸な多地方で, 5～9月の生ﾡ期間の消度力 18C 以上の地帶が望ま しい。

地
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B) 隣光因子

方を土とすナる シン ジュは陽光の明い北方では一肝陽性な樹と なりやす 

い. 野幌諾加で此ﾡ格子を用川いて測定した渋関性の比桜価は第3liの上 うで, 

ほぼャマナラシ と カラマツの加に位する よ うである。從って庇法下の植栽は 

不適で, 去た箱のﾡMを球らない上 うに, ょく 下刈を しなければならな。

区例

- 7.8月平均21て繰

------------- 56789群均破

---------  才野40cm未活

---------------78月ﾡヶ新B分布線

第3聞 氣糸上からみたシンジの遣林ﾡ地

C) 土城因子

元米 シンジュは 土を選ばす, 砂防造林に も用いら れてい る が, 量の偏 

向のために栗を と る 目的の場合には生育期川の短い北方では生域が停ﾡする 

上 うになろ。 かかる地方でシンジュのよい生長を期待するには期富な肥料と 

地賞な水山とが;必である。・ ー年生養成芮について土壊性と 仲長との關係を 

み»るに第2 炎の ように肥料分, と と に楽米肥料分 c る 砂土, 火山 灰土に ﾡ 

及しなものは生ﾡめて不良であるが, 充分施肥 した畑土では その数倍の生 

JをI ている。 3 年生州よ木についてゴに地体件と仲との関係をみるに第 3 

火のょ っであろ。 即ち下水の側に一列に植えたシ ンジユはたえナ肥料分と水 

分と 力i動か I て く るので, 3 年生で 3.2 m の商 さ に仲長 しているが, 下水清海 

から端さかる同一土壌にﾡ救されたものは 1.25m の仲長に過ぎない。さらに

105



第2表 (A) 土ﾡとシンジュの生長との閲係

商的=1 4生, 個所 =野ﾡ試験商畑

4月 = 昭和 18 4, (昭和 18 4秋が)

林地にﾡ栽 された同年次の ものと 比談す ろ 忆上木の底蔭がな く 岡に生 育 せ 

ろ ものは加地と大差ないが, 下刈の不光分な崎所や上木の雌ﾡ下に権裁され 

たもの はイか。0.3m 内外仲長しているに過ぎない。

側 ﾡ ﾡ お生t (g)
一し・-一1.・

(em) (cm) 地上体加下正(cm) 四 30cm (o, i 
以下

(枚)

砂 12.73 0.54 17.7 17.9 28.4 1 2 14.9 7
火山灰 13.67 0.59 17.4 19.9 34.0 2 2 11.9 9
地 土 18.24 0.75 29.1 36.9 45.3 4 4 25.0 9
K地土 21.26 0.81 31.5 42.5 41.9 2 5 23.6 8

川砂細超砂 

梅前系火山灰漆

心土の松土 

林内W地土

揃 シンジユ林の経ﾡ法

A) シンジの苗法

i) 播種茶: シンジュの種子は第」炎のようなﾡ税,派i, 粒数である。

(B) 畑土ととシンジュ の生上 との［係

第4表 シンジﾡ子の 

料k,it

商的=14生, 個所= 野似ぶ験畑

4月 = ・和 21 4 作括, (・和 21 4秋W)

第3表 立地とシンジ ユ植裁木の上長

ムナ
(em)

地上体生 
証 (g)

•.」ーーー 〜 - ---- ・ 〜 ---ママ* 〜ママ ww ww ww

抽 要

委料阪 20.8 0.75 42.0 州産畑跡

ﾡ施肥低 26.7 0.90 51.0 ト ドマッ首山山跡

増配金ﾡ消施県低 63.8 1.30 158.6 ト ドマッ床書ﾡ換施県量

同上 2許施央低 03.0 1.70 428.0 同上 2 倍施典量

1000*価量 
1kg常救駄 

1は重 量 
1 Limm 量 

1 ﾡ 粒 ﾡ

46.2 (g)
12,640 (t)

14.。 (4)
29.17 (g)

1136 (料)

第5表 シン ジ種千の果ﾡ

帀法の有軸と他史との関係

H期=M和1S46月 9 日

ﾡチ始= " 6J23日
成も調= グ 6月30日

政芽ポは千通 60% 内外である。

付けがれた場合には果却を除

して二夜水にして播 く が

上 い。 ち第5表の上 う c県刻除

處理操作
商の高さ

形均
(cm) (cm)

果刻布,ﾡル理ﾡ 2.0 15～25
果期概,無忠理販 2.45 2.0～38
媒刻,水, 三世夜浜低 3.30 2s～4.0
ﾡ地ﾡ,水,三世夜浜述優 4.10 3.0〜5.5

植茂木年齢 = 4 4生(植救後 3 目) 

個 所 =由院試驗林坟びに 商畑 

調 査 期=昭和 21 年秋期

|Aﾡ後34目
_________ _ | の樹di (cm)

同本上体 1
(g)」

3 目1 4間 
の伸ル量 (cm)

牧 草 畑 (1 u 刈 ﾡ 豚): 35.1 66 18
牧 堂 畑 (2 mm] x ﾡ 版)' 59.3 140 23
林内ﾡ開地 (氏ボ下メリ不瓦K) 28.0 50 25
林内疎開地(政 開地ボ 均) 54.0 136 48
林内疎四地( tk 真 好 a) 108.0 480 90
加加ﾡ植 ( 道 t) 124.6 825 113
畑列状植W (妨 お 施 肥) 168.6 1216 123
水,肥料施典は 227.4 1820 185
水, 肥料型浮ﾡ 321.0 ；2374 237
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ﾡは無ﾡﾡﾡに比して上仲生長が22% 優れ,3E淡びﾡは56%, 果刻除

数びに校aKは 100%,ﾡ優つている。果翅の除去は水分の吸收 を速進 し,

バMの交投を逃めるためと考えられ, 浸漬は本道の ように春季雨が少い地方 

では抬忆必要と 思われる。 笠原,秋町附氏(1940)も県対の除去ないし投は 

いづれも 彼勢を促進する ことを設している。 また南氏は シン ジュの發芽適 

消を25～30C とし,t初期1連m5G に置さ, 後9C に移す處理は發芽

挙I く逃地進すると報じていろ。 したがつてシンジュの播種は春時期を失し 

ない上うIに播くがょ い。この場合は米効の除去は必災と しない。 シ ンジ 

・は地味のよWIluでは14に 6ocm以上も仲受するので播種味は不で上 

く 第 け のよ うに1m 師にたい レタ川 25cm, tlJ15～20cmc種子 2 

～3粒づつ折 く が丈 い。 ﾡ芽仲長するに従い間引lて 1本づつ仕立てる 括
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第6表 シンジュの1 反ルﾡH及び得木ﾡ

別 --.、I)(cm)
列間(cm)

16 20 摘 ﾡ

( i i 量 (p) 35 26 我率 70%
20 |iin量 (4) 441 327 2 純死夏

仕立木致 (本) 18,000 13,500、 間引いて1木仕立とす
(播樋i(外) 28 21 種子は県刻付

25 |i量 (夕) 352 205
1 仕立木ﾡ (お) 14,400 10.800 ー ・

種市は1年で山出しできる。秋ﾡ父はシ ンジュのよろな棋の細織が系らかで, 

莖幹 もた 充分木質 化していな い樹種には 危險で あ る。

ii) 根分け: シンジュは根分けによつて容易にﾡでさろ。 この成紙は第 

7, 8表, 第4口のように, 100cm 内外の整つた形態の独林木からは約10本 

の根分苗が得られ, これらは1簡年でほ30cm 生長する ので,大部分 1 年 

で•山出しが可能である。

iii) シ ン ジュの押木 : 一般の抑木方法に準 じ て 5～6 月 の候に抑した も の 

は全 く 活着 しなかつたが,7 月 の候に當年伸びた側枝の梢端 16 cm を押 木 1

第7表 シン ジュ の 根 分 成績

#樹4齢=4 4生 (植収34目) 
ﾡ分1期=昭和 19 4 5 J15 II 
ルﾡ調査= " 10月10日
得= 100%

ﾡの匹分 ﾡの
地 上 体

分似 径(em) 長(cm) 聖 ER(cm) 
幹 種

發生木數
摘 要

主山 Lt 有 2.85 9.5 46.5 1.00 3.5 幹理は 保元理,n
主拠下部 布 2.01 15.0 64.0 1.17 2.0 木ﾡは供上 り發生せ

主側機 布 1.37 19.4 35.3 0.77 1.3 るル牙木, #は

主側供 ﾡ 1.28 17.4 29.3 0.77 1.4 派大町を測定ナ。

女 側 供 冇 0.97 19.8 30.3 0.d4 2.0
支 側 代 無 0.64 15.7 18.7 0.43 1.7
側 代 (大) 1.66 18.3 35.3 0.89 1.6
側 供 (中) 0.98 18.6 27.6 0.60 1.2
側 供 (小) 0.60 15.0 19.3 0.38 23

第8表 シン ジ→の母樹の大小と

根分苗の得•重敷との關係

4 4 み 木 致

除 Ji 
(cm) (cm)

1.5 cm 
以上

根 ﾡ
1.4 cm
以 下

酋

175 20 6.0 10.0 16.0
156 2.8 50 9.0 14.0
92 2.2 3.0 10.0 13.0
73 1.8 2.2 0.4 8.6
78 1.5 1.6 2.5 4.1
49 1.3 0.5 2.0 2.5

なものは第5のように活済する

B) シン ジュ林の造林經替法

野1の飼育を 目的として シンジ 

ュ を横城ナ る 場合に はなるべく手 

松に採葉できるように屋敷林とし

て下水の側や地肥場の周ﾡなど を 

利川 L て生収状にﾡ求ナ る か, 畑 

の防風垣又は屋敷の境界垣などを 

兼ねて植栽する が よい。探葉の目 

的には2m内外の5さが適ばなので, 植栽距離は 0.6 m 以内でよいe 林地に 

シンジュを造林する場合 にはなるべく 畑地に接した便利な飾所で, 土整の深 

く,膨軟,適潮, 肥沃な箇所 を4咒ぶ必要があ る. 植栽は シンジュのみ を採業 

の 目 的で硫救ナ る 場合に は 1.5 m * 0.6 m ﾡえのよう にﾡﾡ を可とナるが, ト 

ドマッとの述交林をくる場合には ト ドッは列間3.6m,t間D1.6m とし,

-108 - -109-



第5四 シンジをの抑木の生ツ形ﾡ

(7 月押木, 年5調)

第9表 レンジュの樹面と葉の

*量との開係

樹M=1〜7 4
狂地=野桃畑位に林増

E期=昭和23410】

樹

(em)

三 -

供 
試 
ﾡ

(お)

楽のmit (の)

摘 受

価 回

25 19 31.8 20〜73 東oRiに

50 52 94.7 60～227 は直集のW
100 14 293.3 215～56S を合む。

150 14 440.1 303～670
200 5 640.0 356～835
250 9 1,760.0 700〜3,350

列間にシンジュを一列にﾡ父 その 

苗間 を 0.6 m とする。毎年探葉を繰 

り返す場合には施肥ナるか, ※は下

刈物や粗腐植などで根元を肥培する 

必要がある。拡救後24日から探葉 

し, 約9歯年間探薬をﾡ績する。 柳 

裁木の探葉量は第9炎のよろに,商 

さに比例して大するが, 2m以上 

高く なったら 採集 し易い ように ※切 

りして明若させる。ﾡ切をすると翌年根元から太頂牙が披生し,1・0～1.6m 

内外仲長する。崩芽は第10表のように1株から1本山るものが:57%,2本が 

30%を占め, 4 本以上發生する ものは稀であるが, との位tは一州大きな楽木 

の場合に も 政和座川 されょう。松北 10 日 には トドマツは 3.5〜4.。 m の商 

さに並し, シンジーに座蔭を興えろので, シジジを豪切し, ﾡい崩を立 

たしめ, ※刈後8～44日に除代を行え, 14 〜 15 年目 に は架木や坑木として 

利用できよう。これが生長況は初年目2m内外に仲び, その後第 6 圖のよ 

第10表 シンジの迷切とルずの我生との側係

樹 D=4 4生 (基切 2 回, 44探業)

ルの年動=磁年生

調 在 時=昭和22410J
個 所=野桃映殺林(第三施来ﾡ)

助芽発生
、 木 ﾡ 

崩で )

・ー木の盗木の崩ﾡ別調木霊

1 2 3 4 6 6～10 附

20 246 81 20 3 3 1 353
40 291 195 78 28 8 7 602
60 223 116 43 9 6 397
80 123 71 14 5 3 1 216

100 55 30 1 86
120 16 8 24
140 2 1 3
160 3 3
180 1 1 2

959 503 161 36 22 15 1686
ﾡ本ﾡ別合 (%) 56.9 29.8 9.0 2.1 1.3 0.9 100.0
ルずの事均高 50.3 47.0 47.2 43.9 49.1 49.3

第6国 シン ジュ造林木の生育形態 (S 4生)
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う な經過を辿る ものと みられよ う。 変切につては柔のように中刈仕立など 

採葉を目的として色々研究の必要があろう。

©) エ リ 1何育上か らみたシンジ →林の所災量

探葉を目的とする シ ンジュ林の経替は野1何育の規校によつて決ま る。

シンジの樹高を2m とし, 探葉量を640gr とすれば1陥然11,100ボ株 

の場合には葉の牧量は7,111kg で, 常埸井上元則氏の實眼値を用いれば生繭 

395kg, 純落締 47.4kg を生産できる。 トドマツ と 混植の場合に は苑の收状 

2,863 kg で生繭 165 kg, 純断細 16.8 kg がえられよう。 そ して後者の場合に 

は 1昭益 2000 本内外の シ ン ジー の穗付丸太が期待で さ る。

シンジュ林の探葉にﾡナるﾡ力は次の上 うに概算でさる。即ち エリ 瑟の給 

葉量は第 4 齢には全量の 14% 内外, 第 5 齢には全量の 80% 以上に當るので 

シ ンジユ林の組替勞力 は第 5 齢の最 も 多忙な時を標筆と しなければならぬ。 

第5齢は約7日 Mで, 1日約800 kg 内外の給業量 となる。1 阿社の シンジュ 

林の起甚では第5齢時には 1日1人 200kg(約300本) の葉 を採取する と I て 

約 4 人の労力 を要し, 宝内作業は姉女子で行 うとして, 1 阿の経替に約 6 人 

の勞力を要する. 但しト ドマツ と混植する場合には右の半分の勞力でよ いの 

で審易に 1 戸の家族的な起替ができょ う。

、 tすび

シンジュは暖地産の もので,わが國への渡來の歷史は淺いが,札幌市内に 

約 68 年生の古い植栽木のある こ と は興味が深い。シ ンジュはﾡめて関性な樹 

で,初期の生長は 証盤で, 元米地に もょく育っとされているが, 木道述の よ 

う な北方では肥地でないと よ い生長は期待されない。シ ンジュの新ﾡは楽 

凍の被害を蒙り 易いが,病描兎限害に強 く,ﾡ歯が易なので,中部以商の 

地方では ト ドマツと混交して坑木などの利用も考えられよ う。 エ リサンを封 

象の場介には施肥を行い,探業しやすいょ うに仕立てなければならぬ。
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トドマジ 種子貯藏 の 實驗 的研究

(貯藏場所の相異による發芽力について)

Experimental Studies on the Storage 

of the Todo-Matsu (Abies Mayriana) Seeds.

(On the germinating Power at the different Store-places.)

By
MIronu NAKANO

中 野 實

まえがぎ

トドマツ航子の貯蔵に關しては,従來多くの實驗研究が行われてをり,そ 

れらはvナれも合水事 12% 前後の種子をそのままの乾燥狀態で低恆溫な場 

所へ密封貯蔵す るとと が最 も ﾡ想的であ るとされている が,然 し種子 を 乾燥 

状態に保つことは乾燥劑共の他の方法により容易であり,亦これを密封する 

ことも 筋環に出來るが, 低温に長期間保がナる = と は容易な こ とでなく, 旦 

從來かか る 場所を得るなめに は度サ, 風穴等の利用或は特殊低溫裝置 を 施 し 

た建造物等が用いられて來たが,かような場所の選定或は設置には常に不便 

と国難が件い, 且外网 の温度が高いために容務等においても,充分なめ味と 

品の選定が必要となつてくる。從ってかかる缺點を軽減し,先用的債値を

失わない程度に,ﾡ力を保持山米る簡』なル戦方法の研究が必要となる。
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本實驗におい て は室内 の佬沮貯蔵で も 操作如何に よつて は低溫貯蔵 と 火 なの 

ない効果をもたらし得るのではないかと考え, 兩方の比較試驗を行つた.

試験の正監はﾡ子の貯蔵温度に置さ乾塚剤の添加量, 光級状ﾡ, 審器内の 

空氣の流通等 につい て は 可及的同一係件の下 に 取扱 をなしたのであろ。

本女中路合内貯ﾡ宏は』に虫内 とﾡし, 林內地中氷室は地中氷室 と記し 

た.

試驗(貯藏)方法

1) 貯蔵場所

貯蔵場所と して下記 2 箇所を選定す。

林内氷虫 種子の大量貯蔵を目的に野幌岡行林第 1 林班の越期した森林内 

の束向斜面に設けた地中空で,その巣ルを防温, 除源と 力學的强度を持た I 
むるためコンクリート,ﾡ丘, ミネラルフェルト等.を以て建造してあり,氷 

を変冷用と して5〜10月の間之をﾡ光す。

函合内貯菜空 試験場魔合内に優設の貯以宝であつてハ叫は コンクリート 

及び煉瓦で出來ている窓の少ない小室である。、窓は光緑の射入しないよう力 

ーテンでﾡつてある。

2) 使用客器

M口共ﾡ町子ﾡの1立及び5立を使用し, 磨合せはワセリ ンを塗付し口際 

にはパラ フ イ ンでﾡ封更に油紙を上から覆つてある。

9)乾燥剤

工葉用ﾡ化石次を用い重量比に して5:1と し,5立瓶には細い布袋に入れ 

種子中に押入し, ス1立瓶のものはﾡﾡに入れ種子と満い紙を以て境す。 

4混産 ・

各戒虫内に於ける温度は第1炎に示す量り, 昭和214以降の地中氷盛は 

氷不足のためやや上外したが, 盛内温座よ りは造かに低湿である。亦11月下 

ﾡ上 り翌年4 月迄は逃を開放するため外氣溫と略同一である。ﾡ年間におけ 

る最高温度はﾡ充氷の多かつた昭和 17 年では室内が 8 月の 19.4°C, 地中氷ﾡ

第1表 5〜11 月 及び 8 月 に 扣 け る

ド均過

4 室 - 内 地中*さ 4& 交

座
5～

11 8 月
5～

11月
8 月 5〜

11 8月

第W
15 16.9 21.5 4.7 40 12.2 17.5
17 15.3 19.4 5.5 4.4 9.8 15.0
18 15.8 21.4 4.3 4.3 11.5 17.1
21 16.7 22.5 8.6 11.5 8.1 11.0

は 10 月の 6C で,最低 は夫々 1 月
o 2.8C 及び分下9C となり,又水 

の不足だつた昭和 21 年度の最高温

度は室内で8月の22.5℃,地中氷宅 

では9月の11.5°Cであろ。

5) 供試種子

昭和 15 年及び昭和 17 年野幌函行

第1聞 各貯散玉内にがける

丿J平均気温の年?a化

林産ト ドマツ (Abics mayriana Miyabe ct Kudo) 種子に してﾡ率は 15 年産の 

ものは33.9%, 17 年産のものは 28.4% である。

6) 役パ験

供種子粒数は 500枚 1 細と し,これを 6細宛下均し彼ﾡ数を調在す。

各ﾡ芽床は径3寸の時計皿に石炎砂 50gr (駛酸で煮沸洗滌)を用い適時 

水す。ﾡ芽床温度は 23C土1 で置床後 40 日 で締切 り 孫券率, 我芽勢の他 

のit算には継て桃 を 除いた粒数に對す る 比率 を も つて炎 わしてある。

7) 種チ合水

営場質ﾡ虫内の条靴状態におけ る合水事はW和15 年 12 月 及び昭和 17 年 

12 月共に 14% 前後であつたが,魔化石灰を同封した密时貯蔵版中では逐次 

種子•中 の水分減少 し, 封入 1 後には 12%% 変になり, 更に1 年の経@に ょ 

り11%※にまで減少するが, それ以上貯蔵年數が地加 して も 水分の減少は見 

られなかつた。卽ち前述の比率の踵化石灰では,吸水効果はﾡ子合水率11〜
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第2表 貯ﾡ中にける

城子含水率の囈化

12% 程度にて止むものと考え られる。ﾡ昭和 15

年設定の種: 了•の含水率の經過 を 示北ば第 2 炎の

年 度 室 内 地中水室 通 り であ る。
函和 

15 14.75 14.75 8)貯蔵中における観察

16 12.52 12.79 本實驗では地中氷室は夏季微氷の結果温度が
18 12.09

11 Aq
11.83
11 FR

極めて高く 飽和に近い狀態にあつたが, 器は
*
22 11.81 11.95 完全に氣密を保ち得,貯藏期間を通じて室内, 

地中 氷室共に 外ﾡ上に は何等の變化 も 見られ な

かつな。 ﾡ封入後2年以上を氣ﾡの主ま起過したﾡは開封に際し音を彼して 

外部よ り空氣の校入するを認め, 明かに内部の波脈至氣質の相違の状館に 

あることを知り得た。

實驗成績及び考察

以上の方法に ょつて貯ﾡ種子は毎年我球試験を質施 した。但 し諸種の 

ckり 昭和 15 年設定の ものは昭和 18, 19, 20 の各年, M和 17 年設定の も の 

は昭和 19. 20 の各年は發芽試驗をする ことが出來なかつた。

1)級導率

ﾡ球率は第 3 表に示す通 り , 昭和 15 4設定郡子は常初 79.9%% の扱ず率を 

傑行していたが, 透大低下し昭和174には虫内61.8%, 氷室 65.5% となり, 

更に同22年には盛内55.8%, 氷品58.5% どなり, 7 箇年の經過後も兩貯蔵 

盛共にﾡ売塗充貨数の4数額が裂している。

又昭和 17 年設定の 76.0% の發芽率保方の もの は昭和 22 年においては室内 

52.4%, 氷室 54.3% の發芽率 となり, 前同様 5 商4門貯減後 も 1約数が破 

芽するのである。

更にこれをﾡ内と地中氷室 と c分て検討す る と, 戦中間期にお け る 發引 

率は昭和 15 年度設定球子は昭和 17 年において室内 04.8% に釣し, 地中木室 

65.5% となり; その弟は僅かに 0.8% cナさナ, 更にm和 21 4では※ 1.9% 

と なつて, 休かに氷室が優位に あ る にすぎず,昭和 17 年設定種子について も

第3表 各軍 に おける 發 芽 率

1和154r設iH子 昭 和 17 4 設i祉子

愛 3 f 率 、. 愛 2 日 勢
u輪4川

我率 我 芽 勢

室 内 ﾡ 中
氷 E 室 内 画 中 

氷室 室 内 地 中 
氷宗 室 内 地 中 

求i-
函和

15. 12 79.0 79.9 64.8 64.8
昭和

17.12 76.0 76.0 61.9 61.9
16.12 74.7 76.3 52.1 58.0 18.12 72.3 70.7 34.1 39.9
17.12 64.8 65.5 42.0 47.5 21. 12 ・ 57.9 60.1 40.4 43.5
31. 12 、 57.3 59.2 33.2 38.2 22. 12 52.4 54.3 33.2 32.1
22. 12 55.S 58.5 29.0 36.7

同様の傾向が見られる。

以上の料果よ り貯蔵期間の長く なるに従い, 氷室が潮次優位と なるﾡ向は 

認められるが, 然し事業上から前子•貯蔵年限の要求度を檢討するに ト ドマッ 

種子のﾡ賞年はﾡね 3～4 年の週期を以て巡環している。従つてこの範m内に 

おけ る貯戒がﾡ も 必要性を行するので, 貯蔵 3 年目 におけ る低混と常混との

がか 12% 私座であるよ り すれば, ﾡな注なを以て行えば常過貯以が 

r外的にﾡめて行効なと と が考え られる。 ﾡ昭和 17 年設定の も のが昭和 15

4o ものに应し發芽率低下の度タ著 しのは, 外観的には何等の異常 も 認め 

られす, 又取扱操作においても全く 同一である脍より,種子そのものの内在 

的原(因Iに山したものと考えられ, 特に種子そのものの充賞の和度が影審す 

る處大であつたともみえられる。

2) 腐敗率,未不級球事

何敗ボ と はﾡﾡ試験中に發床上でﾡ芽に至 ら ナ府敗 した も のの充賞にﾡ 

する 百分率で,又未不發芽率と は 援 床 40 日以後7 口間において發芽したもの

ち未ﾡﾡ種子 と 切断の際吸せす, ヌ府敗 も してい ない所謂不發芽研子 と 

の合tである。

これを第 4委に上 り 檢討すれば鹰敗率は兩貯蔵室共 154流の種チは探 

。 営年及びヨ4より第34日 以後 においてやや大なる 数M を示しているか, 

然 し發芽率に逆比例 して多 く な る現象は見 られす, 大M毎年近似の救の際敗
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を出している。 して此の傾向は17年産の種子につても認められ, ス貯隊

場所 よ りしても盛内は地中水空よ り 全般的にやや高い値 を 示して いる。

次に未不發芽率について見れば 154産, 174産共に貯戒期間の経過に伴 

い逐次増加する が場所の相違に よ る塗は認め られ ない。

. 第4表 ル敗,未不ﾡ牙中

・和154設定4子 I ・和174ﾡi

氏略年
K敗率 未不ﾡ歩率

試4】
未不ﾡ

室内
地 中 
氷 室 室内

地 中 
水室

室内 | 地 中 
氷 室

室内」 株堂

昭和 16.12 17.9 17.9 3.6 3.6 函和 17.12 21.1 | 21.1 3.0 3.0
16.12 16.3 16.5 80 6.9 18.12 17.9 23.9 4s 5.0
17.12 25.1 18.9 17.4 15.3 21.12 22.5 21.6 14.8 1 17.4
21.12 23.3 21.0 24.3 20.9 22.12 357 31.5 19.5 | 19.7
22.12 22.0 19.4 26.2 24.2 J ___ | ■
以上の純果より考祭すれば, 發芽率は年の経過と共に減少するが,腐敗率 

はその御合に増加せす,とれに反し未不ﾡ球率は役チ率と逆に増加! ている 

現条よ り種子が町期間中に会く死して置求の際にWルとなつて3叫され 

る製よ り發芽潛勢力は逐次減退するが死に至らずに存在する粒數の方が多い 

ことになり, これは次に述べる發芽勢とも關連性を冇する問題である力:,い 

すれにせよ この質fは古和子の役芽力復活のことと思い合せると興味ある現 

象と考えられる。

3役芽勢

本實驗における發芽勢は發芽開始初日 より 20 日間のﾡ数の充資数に到 

す る 百分で示ナ (第 3 表参照。

彼芽勢は役芽奉に比し盛内と地中水盛とでは多少の開きを示し, 地中水ﾡ 

が優れていた。 これは154, 174の各年共同一の傾向にあつなが, その※ 

は極めて僅少であり,本項においても發芽率の場合と同様事業上には大なる 

影響のないものと考2られる。

むナびI

以上の操作及ひ成績の要點は次の通 り である。

1) 低温と常温の貯蔵効果を比較するため朴内氷虫及び臨合内貯蔵虫と を使 

用す。

2 賞験に使用の審器はの子ﾡであつたが,常迅貯蔵の場合であれば金ﾡ性 

のもの或はその他のものでも氣ﾡに出米るものであれば充分使用に耐える。

③) 使用純燥州はﾡ化石次で5:1のm量比であるが, 充分乾燃 した種子 (含 

水率 13～11夕分であれば他の乾域ﾡでも使用し得る。

4)常温け戦の場合の温座は大氣温であるが, 山氣るだけ日光の射入しない 

そ して温度の變化の急激でな い場所を選ぶ と と。

5) 貯蔵中の種子合水ヤは最初14%前後であつたが, 2～34日よ り 11%に 

な り それ以下には減少 しなかつた。

の) 役ﾡ事は15年賞施のものも 17年賞施のものも共に地中水盛やや良好で 

あつたが, その差僅少であるため應用上の債値はむしろ常温W 藏の方が火で 

ある。

7)貯減期間の起ﾡに伴い府敗粒数の増加よ りむしろ未不發芽種子の粒數が 

多くなつてくる。 このことは役ず濡, 古種子の賦活算と關連して興味ある 

間題である。 ・

8) 以上の緒果よ り種々の事情を考え合せると, 結局方法亢しぎを得れば常 

通ﾡのﾡめて行効な こ と に結論を得る。
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ドロ ノキの造林にたいする考察

The sylvicultural research of Doro-poplar

By
Zrsu MATSUI

松井善喜

Fロノキはﾡ林が易で, 生長が速いので,從來氏間で造林されてきた。 

図土呼建のため積板的に逃林の施行 を 必要 とする 際,早急に成林の期待 さ れ 

るこのﾡ林広績に1検討を加えて, その適地と經替上の行失を明かに しょう 

としたのである。

1) ドロノキ林の生態単的考祭: ドロノキは河, 溪畔にオオバヤナギ, 

=ソヤナギ, キスヤナギなどのヤナギ類と 交 じて特殊 な樹林群落 を構 I 

てる。 ドロノ キの種子はﾡ 6 月 中旬頃に結實する。その種子は微細で縮 C 

を具行し, 数量ﾡ多なためﾡめて遠くに飛散ﾡする。 これらの林子は他雪 

の水によつて崩坂ない し洗ﾡされた深, 河岸に容易に侵入土求する こ と 

がでさる。

2)ドロノキの生長の立地的考祭: ドロノキの種子は微粒で, 生イ期川が 

短かいので, 植生の密生地には侵入の機臼がない。從つて大型草本知の帝:生. 

する低遍地などはヤチグモ,ハンノキ群落の占むるところとなる。 しか! ﾡ 

ﾡする場合には各種の立地に適敵性があり, それぞれ立地にMじて生に特 

後がみられる。 即ち第1表のょうに5簡所の標池木の生長都過をみるに,M 

ﾡな河隊士の ドロノキ, ヤナ ギ群落の天然生木が最 も 生長旺盛であ る ・ 次 

にャチ ダモ,ハンノ キの占めていた過測な澤消の地城士におけ るﾡﾡ木であ 

る。 つにMﾡにﾡる高む墳嬢土のﾡ救木で, 本來カグモ, シナノキ,力

ドロノ キの立地別生長状況第 1 表

順 位 1 2 3 4 5

産 地 ﾡ子願 野F 製 野F 凶 さ 岩 111 巡座 村
追 ・ 勢 i 寿 w 沿 T 坦 地 級 年t 追 不担地
土 性 尚 土 地型土 地ﾡ土 地型土 火山砂

土 ・ 合水座 沿 込 やや選 溯 m
4 t 21 38 37 32 28
Bst径 (cm) 23.3 30.7 27.5 21.0 18.6
樹 S (m) 16.3 21.7 21.3 19.2 14.5
樹 延 径 (m) 3.6 5.6 4.3 45 3.8
枝 高 下 (m) 6.5 11.8 12.7 10.2 7.3

年交
二--- (4e)

樹 5 2.80 3.30 2.23 2.30 2.20
10 8.36 5.30 8.50 7.20 5.80

ii 15 11.55 11.20 11.15 10.30 0.75
生 20 15.60 15.25 13.85 12.80 12.50

25 — 18.10 16.53 15.35 14.15
30 20.25 19.15 18.60 ・

(m) 35 — 21.30 20.60 — 一

5 2.23 0.68 0.75 1.07 1.85
10 8.09 3.55 5.02 6.39 5.4s

及 15 14.47 8.57 11.79 11.43 9.35
20 . 31.09 14.98 • 16.29 1511 13.33

ﾡ 25 19.99 10.76 17.30 15.98
30 ・ 23.23 22.44 19.36 ・

(cm) 35 — 26.97 25.35 — —

ツラ, イタナな どの しむろ適潤地であ る。 つでﾡtそ根通 り の地域土の権 

波木で, 本ポ ミ ズナ ラ,イタヤ,シナノキの しむべさ地下水位のやや低い級 

科地である。生長の最も不良なのはが海な火山灰砂地で,元來 ミズナラ,イ 

クヤの天然林をﾡﾡ開製! て放棄した跡地に白生した二次木である。火山灰 

砂地は 水分, 肥料分 よりみてドロ ノの 生が不であ る が, 衛第 2炎のょ 

つ に他の混交廣業樹に比すれば遙かに生長がよ い。

以上からみてドロ ノキの生長には土坂の水分と肥とがﾡ接なﾡ係ある こ
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熱

式

徑

cm)

第2表 Mt楽#二次林における

rロノ *の生府ﾡ況

逃座村行林 28年生二次林

面種=0.1ha, ﾡ畑跡に成立

とがﾡれるが, また廣瀬な河岸は 

山峽と 異つて陽光の遮影がな く, 

水面の陽光反射と相俟って陽光の

半

陸

陽

性

廣

葉

樹

合

計

2 30 30 中共木の樹幹

4 90 90 析解のﾡ果 :

6 1 21 2 49 73 284P生で ド ロ

8 20 4 30 63 ノキの樹高は

10 4 22 3 23 52 14.5miに, シ

12 1 14 2 12 29 ラ カ べは 10.3
14 4 8 3 8 23 mic, イク ヤ

16 4 1 1 6 は 8.2 m に 達

18 1 1 2 する。

20 6 2 8 、

22 2 2
24 1 1
26
28 1 1
30 1 1
計 26 89 15 251 381

ﾡ こ と もり性な ドロ ノキの好生 

長の因をなすものであろう。

(3) ドe ノキの桢我林の構成規び 

に生長にたいナる考楽

) 植栽林の構成： ドロクキは 

少ﾡ齢時の 生長が旺盛で相互の姓 

合が激しいので,間伐の迎れた30 
年生内外の林分では優勢木と劣勢 

木との益が著 し く 各直純級に廣く 

分撤してﾡルされているので, 脚 

為 直徑對立木本数の變化係数は w 

3 表のょ うに 32～36% を示して 

いる。B性な ド ロノキは瑕位面 山 

営立木本製が少 なく,ととに 都級 

の火となるに從い本數の減少度合 

が急;である。即ち適度に間伐を行 

つた場合の胸高直ﾡﾡ1阿常主林

第3ﾡ (口) ドロノキの37 年生林ド分の構成

植後怪過4次 364日

第 2 回間役後44・目

• 胸高比便 様下_高

t術iT均位 (cm) 26.67 士 0.509 21.62 土 0.156 . 13.26 ± 0.107

松m始 (cm) 4.89 土 0.358 1.50 土 0.110 1.02 ± 0.075
ﾡ化係量 (%) 18.34 土 1.394 6.92 土 0.452 S.35 土 0.619

胸高i電型樹な = +0.494土002

第4表 ドロノ キ林のﾡ高C谷封主林木木ﾡ曲役

4 次

ドロノキ
同 猊

出

本 t

塗 備 #
中
央 
証

・ 径

(cm)
29 20.44 760 719 - 41 曲線式は現在の間伐の理

32 21.82 690 640 - 41 廷をり慮したものである

29 22.78 740 606 一 144
36 27.10 420 457 + 37
36 22.93 760 600 - 160

曲線式 N 三 72000 D-1794 十 一が - 150

第3表(イ) ドロノ キ林の各4次にcけ る林分構成

植救後紙過4次 29 4 32 4F 36 4

川世後徑過年次 第 I 回I後7年目 命 1 ・I役核10年目 第2回間役後44

w 覚術平均 鏡(cm) 19.45 士 0.485 20.84 ± 0.609 26.07 主 0.500
部 修 準 温 差 (cm 6.27 土 0.343 7,41キ 0448 4.89 土 0.:358
番 建化係数 (の) 32.24 土 1.940 35.56 主 2.366 18.34 生 1.394

木 水数は第4 炎の ように N= 72,000 D-17w + -198- - 150 で示す こ と 

がで書ょう。

庇蔭 ドの枝葉は枯れ易いので,林地はﾡ次陽光の射入が多くなり,304生 

の朴分には第5炎のように4P防性の三大木が使入している。

ii) 株林の : ドロ ノヤ柏:我林の生長は植栽密度 と 間依度合と に関係 

ナるもので, 野桃試験林における隣接のA, Bﾡ林地は第6炎のように初め 

ﾡ占イ商積の多い B 地が生良好であつなが, A 地は 2 回間俊 を行つたた
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ドロ ノ キ林の構成

幌ﾡ林1林班 294生林分 面積=0.1hn
第5表

と

ド

ロ

ノ

キ

ズ

ナ

ラ

ヤ

チ

グ

モ

べ 
ツ
コ 
ヤ 
ナ 
ギ

シ 

ラ 

力

べ

ア

力 

ゲ 

モ

ヤ 
チ
ハ 
ン 
ノ 
キ

ク

ヤ

べ

イ 

ク 

ヤ

*

才

ノ

ア

サ

シ 

ナ 

ノ

キ

ミ

ズ

キ

こ 
ロ
ハ
ノ 
キ
ハ

ハ

シ

ド

ヒ

at

2 2 • 1 3 I 7
4 1 1 1 1 1 1 1 3 10
6 1 1 1 4 1 1 7 1 17
8 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13

10 6 1 1 1 9
12 3 1 4
14. 10 1 1 12
16 4 4
18 8 1 9
20 7 7
22 8 8
24 8 1 1 10
26 8 1 9
28 8 8
30 2 1
32 1 1
計 76 7 6 2 3 1 1 3 6 2 2 2 1 13 1 1 5 132

第6表 ドロノ キ権救林の立木 と 生比 と の開係

野拠び験株 , 1 林班

一-124-

お1北名 A
マ----マママ-マママ*w*やマ*ママママ****ネマママママママ**マママwww wwww 

B

過林m従 (ha) 0.162 0.002

(ドロノキ ドロノャ:]
植 栽 方 法 等分汎植 .. 、ハルニ レ オ テグルミ : 2

描 収 m M (凡) 6*5 6*G

植 収 4 座 大正元4供 大正24

10
4 
日 

成

o.lha 硫残木ﾡ

胸 高s i 径 (cm)

掛 w (m)

/ド。ノキ 
(ハル= レ

「ドロノキ 
|ハル= レ 

「Fロ ノキ 

(ハル ニ レ

145 本

92木

7.00
・ 2.40

7.05
275

/ドロノ* 
(才=グル ミ 

「ドロノト 
[ホニグルミ 

「ドロノト 

(ォ=グルミ

100本(換賃)

190木( " )

980
4.60
9.31
4.70

22 B 高 型 (cm) 「ドeノャ 15.70
4 掛 高 (m) 1ドーキ 13.58
日 ハル= レ 企

24冬 第 1 回I間

29 0.1 ha 公*最 76 本

4 胸 高6 it 径 (cm) 21.0
II t f (m) 18.5

0.1 ha 公 木 製 ra ノ * 69 木 ド・ノ+ 100木
32 胸 高 it 径 (cm) 228 . グ 20.7
ノ 樹 高s (m) グ 10.6 グ 1s6

0.1 ha ﾡ 木 ﾡ ォ・グ～ミ 94 *
日 胸 高s i 径 (cm) 9.7

世 高 (m) 10.5

・4冬
•

第2 回間代 第 1 回間伐

36 o.1ha ﾡ 木 ﾡk 42 木 76 *
4 ﾡ高Gi種 (cm) 27.1 22.0
II 掛 ts (m) 21.6 19.5

め, 36 年生では 1回間代の B地より も良価を示している。

iii) ドeノ *林の牧種炎 : ドgノト は單木的には生長がよ く , 吉m博士o 

生山線式を川いてﾡ定するに第7炎の ようである。 こと に植栽常初から充 

分樹ﾡの張つた優占木の生比はﾡめて町盤で, 384F生で胸高山種40cm に述 

ナるものがあろ。

以上の調布數値から ドロ ノ キ植我林の收獲量は第 8 表の よ うにﾡ想して大 

ﾡないであ ろう。 ドロク キの主林木の生長派の最大は 244頃iであるが, 間代 

材ﾡを加算した総生長量の域大は 38 年gt。 よ う であ ろ。
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第7表 ドロノキの生長

太
勤 高 (m) B 高 i 径 (cm)

覓： 
出 
価

強
實 
消 
彼

出 
価t

交

5 2.23 2.81 + 0.53 0.92 1.35 + 0.43 4次は抑水量林の働

10 8.50 7.01 - 1.49 5.36 5.99 + 0.63 合で, 林にi掃し
15 11.15 10,80 - 0.35 12.29 11.34 - 0.95 せるものである。

20 13.85 14.00 + 0.15 16.96 16.08 - 0.88
25 16.53 16.67 + 0.14 20.60 20.27 -033
30 19.15 18.90 - 0.25 23.44 23.91 + 0.47
35 20.60 20.80 + 0.20 26.52 27.06 + 0.54

横高生艮曲線式 Hm - -。血7 ボ +m一M70

胸前昭駐長曲線式 pem=-スあ5o一がギ。v-か -10

第8表 野桃地方 ドロ グキ林の林分収穫ﾡ想ﾡ
----------

林 主 林 木 副J林木 主副林 
本 t 1 阿ﾡ幹材償生量

平 均 1 四 公 1 W 公 1 W谷 主林木 主川林木 
合

卒 交 1 B所 卒 本 砕 幹 生 長 量 生 L
材 ・ず T 材 ト ト 材 ミ行 i 恋 ミ 1 って

(p)
寫径 高 私 越橘 種 私 穢 笔 •ド

(em) -(m) (m) 数1 (m=) (m) (m) (m) L(m(烏
(」

5 1.6 2.5
T -

10 6.2 7.5
15 11.1 10.8 0.051 1825 17.7 93

733
93 8.90 6.21

20 15.6 14.0 0.126 1002 20.9 138 175 688 8.75
25 19.5 16.7 0.233 774 23.1 180 318 25S 855 7.21 15.55 10.11

181 .10 13.83
30.
35

23.1
26.1

18.9
20.8

0.364
0.510

593
483

248
25.6

216
246 110

32:
384

風

r on
7.20
7.03 12.45 110.73

10.07
40 283.9 22.4 0.667 409 26.8 273 7 44c ッ28 6.82 Aム・27 11.01
45 31.3 23.8 0.826 37 27.5 295 52 OQ

491 4 6.55 10.03 J 10.00
j 10.7150 334 24.9 | 0.985 318 27.9 a3 39 

i 1 536 307 6.26 8.04

(4) ド ロ ノキ林の巡林的考条

i) ド ロノキの布苗,植栽： ド ロノキは挿木澤容易に造林ができ, これが:

個所=野ﾡび験林 植付=昭和16年5月3日 
携広北=松井, 投技官

第9表 ドロノキ抑木泣林の成ﾡ

準

遺

土 性

役 探, 刈 ﾡ 前 ○

林 況,植 生

押 
木
の

若 
印

(2%)

年 
目 
の 
伸 
畏

(m)

同

元

(cm)

伯 毋乾

淋

土

(cm
( 髀* トドマツ風御跡地 

大型木頬 97 21.1 73.5 0.67 *林MはM和 

174試監林の笹
{ 

s( mml・

墨ﾡ2

ﾡ色の

廣葉樹二次林
ネマガリ ダケ

M葉樹二次林 
クマイザサ

93

95

21.5

11.6

87.8

63.8

109.3

75.4

085

0.69

がー赤結賃枯坦 
せるため, 野量 

○大磁生を又,

4( グ ﾡ色の 
砂士

疎開 .. . クマイザサ, 木頬 95 174 51.4 68.8 0.61 各び験地と もニ

4目, 三目に
・{ グ 利 色 o

地 土
改開地
クマイザサ, 陽性木

93
94.6

184
18.0

47.4
60.6

65.8
78.6

0.56
0.6S

風害を蒙り用ん 

ど全滅に瀕した

こ の樹の造林熱の盛な一因 と も 思われ る。野幌試驗林の例では第 9表の上う 

に力座な1～2年生の前ずを抑種とすナれば林地に直接押しても 95% 以上
・ ・

の活がえ ら れ, 初年目 は平均 18.。 cm, 2 年日は 6O.6cm上仲生 し,即ち 

2 年 目 の樹高が平均 78.6 cmic地した。しか し桜ﾡをﾡ穂と ナ る 場合には 4～ 
5 年屋以上の年次の部分は活浴率が減退して く るoで, 大量の並林には播種ﾡ

によらなければならぬ, 一般に播種ﾡは種子の探取, 納選,種, 管理 

に特殊 な技術を要するので,本道では普及されていない。

ii) ドロノキの被倍防除 : ドロノ キの被書の中,特筆すべさは野量と ド ・ 

ハムシの被需:である。 その他ツマアカシャ•チホコ,セグUシャチホコ, ルリ 

ハムシ ドロハバチなどの省曲の種類も多く, 野兎の被害 も 松視できない。 

これが林来的防除野策は大商i積(のJ純の逃を避け, 地拓は全刈とし,な 

るべく塊ﾡをすべさである。

ii ドロ ノキ林の施業的考察： ドロ ノキは生友が盛大なので,開伐收入気 

く得られる。間伐材はバルブやマ ッチの軸木以外の用途では材の強度が弱

-126- -127-



く, ﾡ朽し易V。しかし検尺任1尺以上の丸太になると各種の用途がらけ, 

價格も騰つて くる。他方かかる林分は林内に関光の射入が多くなろから, 土 

地を多形的に利用するために第 1 回間伐後忆蔭樹の樹下植栽を行い,I川伐 

を強度にく り返えして, 上木の慣格生長と下木の受光生長とを促進すべきで 

ある。野幌における ドe ノキ林下にﾡﾡしたト ドマッの上仲生長は第10女の 

よ う に間伐後はかな り 良好な生長を している。

第10表 ドロノキ林下に植栽 したトドマ ツ の上仲生

卜審
ド 
マ

(em)

掛

馮 
(cm)

___ * 

1

4 場 後 o 誕 過 4 う ・ (4p)

2 3 4 5 6 7 | 8
ッ號

連 年 ヒ 仲 生 長 (cm)

a 1.93 81.6 6.15 6.20 9.05 5.80 5.80 11.30 785 6.95
b 2.33 107.2 6.75 11.35 9.65 10.45 8.20 10.77 11.70 11.45
c 2.47 125.2 7.95 9.10 0.25 12.16 10.15 15.00 1720, 16.55
d 272 144.6 8.76 10.35 12.25 9.70 12.15 18.30 21.00 283.55
c 3.32 174.1 8.85 13.20 16.75 13.35 14.85 23.35 25.77 29.90
f 3.40 223.1 9.65 15.00 19.65 21.85 21.15 26.85 33.35 38.20
g 3.96 230.7 9.69 18.66 24.19 25.25 20.50 30.19 34.04 40.06

植24日よ リ下生 
二次木の除伐によ り

受光生長し, 64日 
xり開世に よ り生 

促遣せらる。
供試木は 10 本と 

す。

災

ドロ ノキの混変林造ルにつてはその生炎と川伐材の脈いことから ドロノ 

キ は疎植 し, トドマッ などのﾡ樹と細合わせて三俊林ないし複林に誘導 I 

枚打な ど集約な撫育 を行 うべせである。

ドeノキの工変的利用御級を胸商山征(0cm 内外とし, 右に逆する樹崎を 

求めたい。北兄國札例地方の 天然木の生滨經過 よ りみて第11表のようにその 

初期をﾡ#木の生長で換ﾡすれば約804で工的利川都級に地し仰上 う。仙 

しこれは枝條の張った優占木の場合で,即ち强度に間伐を繰り返した場外て 

ある。

. tナぴ

'河岸,淡の河地は ドuノキ の造林に よ つて集約 な經營が期待で さるが, 

適潤地は蔭樹と の細合わせに よ つて土堆を利用 し造林事業の經済化を 圖 る べ

北J国上札ﾡ産 庄ﾡ径

第11表 ドロノ *然木の径生長と利用的役期齢の推定

4
. 胸 ; it ﾡ (cm)

4
胸話i征 (cm)

修

正 

位

怪 

正

位

5 1.6 1.6 65 22.9 49.6
10 2.3 6.2 6.2 70 34.8 — 53.1
15 4.7 11.1 11.1 75 26.7 56.6
20 6.9 15.6 15.6 80 29s 60.0
25 9.1 10.5 20.1 85 31.7
30 10.6 23.1 24.3 90 35.1
35 12.6 26.1 28.1 95 3s.9
40 14.2 31.8 100 42.5
45 15.4 35.4 105 47.6
50 108 ーー 39.0 ・110 53.2
55 10.4 — 42.6 115 60.1
00 21.1 一 46.1 120 66.0

きであろ。

ドロ ノキは抑木によつて容易にﾡ朴できるが, その適地, 攻種, 利用, 被 

防除などからみて, この林にあま り期待をかけられず,ことに大面積の 

m純林 は避けなければなら。
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第1画 ドロ ノキ 植栽林

野幌試聡林 大正24秋植 30年生
第2圏 ドロノ粒栽林

岩山図布林 明治42年秋怖 344生
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温北部地方の魔業樹の前芽性につい て

(二次林施業試験第3 報)

The sylvicultural research of sprouts 

in northern temperate forest zone.

By
Zwrer MATSUI

松井善務

まえがき

この女は石狩國千歳郡恵庭村の新炭林と 期幌試験林の網査成績と から温 

林北部地方の図薬樹の崩ﾡ性について校討した も のであ る。恵庭地方の二次 

林はその構, 生, 施業については, ささに日本林ﾡ合請法(1)や北方# 

業 (2)に 殺炎す るととろで, 樽前0系 火 山灰砂 xりなる 平ﾡ地の 28 年生内 外の 

廣葉樹二次林であ ろ。 野幌地方の調布林分は第 HI 施求ﾡの大T 6 年の風害 

跡地に生 じ た二次林で, 27 年生內外の廣葉樹林であ る。

と の女は昭和 17～18 年の調布で,昭和 22 4常支場40 ル年紀企請油合のさ 

い發衣したものである力:,印刷事情から今日まで刊行の延期を餘儀なく され 

ていたものであろ。
・

I. 樹種と前芽性

新炭林作業に おけ る 後後林分の成立は伐株の萌芽屉に 右せ られ る。 前場 

性は ま た生恒や牧の隔際物 と してﾡ機的に利用 される 場合 もあり, 他方探 

草地や開型地では障害物 と して除去の財象と なるなど, 色 の間町か ら 研究 

の必要がある。

第1回 ﾡの調iと した恵庭村の麻菓国二次林

i) 代株の村損

巡庭のM樹林は第 1lの よ う な地況, 林況で, 不均して林齢 28 年生,胸

商sut概7cm,代探高10cmで, このﾡ代跡地の前芽は町盤で, 生休止期

開の代探では第1表の上うに枯死株は下均5.1% に過ぎない。 材損のもつ

採

JJ

10

木

木

— 132 —

第 1 表 伐探の季簡と伐ﾡの枯損

0・ イ・・ 上りし.り

D.6 20.0D.7 L.6

9.1 60.0 46.;100 16.7
66
I5.2

2
100.01 1.[

5
14.7
8

14.3

28.0

2
6.7

11
28.2

2
4.0
12

16.0
8
9.3 23.7

2
33.3,

L5
3.9

5
41.7
2 

60.0

5.3
2
5.0

10
13.7

2
5.7

60.0； 22.2
io ! 483.3,23.5

33.34.0 
J

25.0
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とも商いい機種はブサグ, コシブラで, 比較的枯損の多い ものはアヲ ダモ, 

ミズキ, ハリギリ,シナノキなどである。概して材の腐朽し易いか, たは 

ﾡﾡのﾡ生のﾡい樹種ない し萌芽の本数少な く, 仲長の歩る樹種に枯損率が 

多いようである。

i) ﾡ歩の仲長量

恵庭地方に おける务樹種の萌芽の 1 ﾡ年間の仲長量は第 2 交の順位と な る。 

第2表 ﾡの仲長順位

捌 査 北| 当以村が株 1____ 好快風有林
一年生ルﾡの

仲 長M位
役株径| 6～18 cm 6〜22cm

伐採季節 11月,1,4 4 J

樹 ﾡ
1 4生 僕訟 シ、が告

本ﾡ 登ぁ 不ﾡ 登ぁ 11月
•

シラカバ 
ブカグモ 
ミ ヤマザク 
イクヤ 
エ ゾヤマザ ク ラ
ミズナラ 
ヒロハノ キハダ 
ボオ ノ キ 
イスェン ジ 
ヤマッルシ

ズキナン 
ヤマモミジ 
サワシベ 
キタコブシ 
ミメキ
シナノテ

193
182
15S
132
133

107.7
104.2

97.0
90.2
84.9
80.3
74.3
69.0
67.8
6D.0
638
62.6
534
46.1
45.2
44.7

/ •

ャ. グ ワ 
ブカグモ 
イク
バツコヤナギ 
ヤチグモ
オヒヨツ 
ブカイクヤ 
ミ ヤマゾクラ 
=ガキ 
ミズナラ 
キタコブシ 
カツラ 
ホオノキ 
ナナカマド 
アサダ
ジッリ 
アオグモ 
ブズキシ 
シナノ キ 
メ イ ゲツ カエデ
ミズキ 
ハ、リギリ 
コシブブ

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

3
3
3

• パ

164.7
153.6
152.8
151.7
132.6
132.3
114.5
112.0
109.5

974
81.3 
81.0
75.9
59.3
58.0
51.4
40.9
43.1
39.1
37.0
26.4
26.0

9.7

シラカバ
カダモ 

イタヤ 
バツ コヤナギ 
ヤマグワ

ヤチグモ 
オヒヨウ

カイタャ 
ミ ヤマゾクッ 
・ガ* 
エゾヤマザクラ 
ミズナラ 
ヒロハノキハダ 
カツラ 
ホオノ午
イメエン ジュ 
キクコブン 
・マウルシ 
アメキナン 
ヤマモミジ
サ・ワシバ 
ナナカマ ド

サグ 
シウリ 
ブオダモ
シノ介 
ミズゃ 
メ イ ゲッカエデ 
ハ・リギリ 
コシアブフ

1
2
3 
4
5
G
7 
8
9

主 な野祝間験林に おける 前ずの 仙長派 も第2 表で示 される。兩者から 各樹種 

の 前 芽の仲長の 優劣の順位が窺われる。 番木級の樹ﾡは重,小ﾡ木級のもの 

kりも, また陽樹は蔭樹より も伸長の良好なものが多く, た押木としてﾡ 

根性大なヤナギ, イタヤ, ヤマグワ, ミヤマザクラ などは伸長がよいようで 

あろ。崩芽は賞生苗よりも仲長が盛で; 後者の一年生苗の仲長が20～60
cm なのにたいし一年で100cm を越えるものがある。

ii) 加 芽 本数

切株の崩ずの木ﾡは第3変のょ うで, 前芽の少ないミズキでも平均 &5本

を示し, 朋歩の多ミTマザクラでは25.5ボ 

に及んでいる。從って萌芽オエ数の過不足が更 

新にお よ す影響は比較的少 ないようである

以上述べた伐株の拈損,ﾡ芽の仲と木数 

とから各樹種の萌芽性の強弱がほぼ推踰でき 

る。Jち前芽性の問いものとしてはサグ, 

コシブラ, ミヅキ,ハリギリ, シナノキの 

Mre, ﾡﾡ性のﾡいものとしてはイク, ア 

カグモ, ミヅナラ, ミヤマザクラ, エソヤマ 

ザクラ, サワシバなどがあげられる。

ﾡ原氏 (1941) の千歳図行林に おける 調査成 

績 も 本価 と 近似の崩芽性を 報じている。

Dengler 氏 (1930) は前芽性弱い樹種と して 

カバ,ブナ(Rotbuche)をあけ, 秩原氏(1941) 

はヤマハンノ キは伐採點低い場合に は過半枯 

死する こと を報じ,明永, 橋本所氏(1041)は 

クリ, ソロはコナラ, ヤマザクラ より も朋芽 

性劣ることを 指埼 していろ。 Mayr氏 (1925) 

は崩芽性のﾡさの順位と してサ ワ シバ, ヤ 

ギ, ハシミ, クリ, ハンノキ, ヒッコリー

第3表 ルずの木ﾡ

西地 K座村ケ

伐 松、径 6 〜 1sem

伐採季節 11月,1月,4月

樹 n 僕一株?
本& ﾡ本ﾡ1

, ャマザクク 
プォグモ 
イメニンジュ 

エ ゾv マザク ッ 
ミ*ナッ 
シナノキ 
シラカバ 

イタャ 

アカダモ 
ヒロハノキハダ 

モミジ 
サ ワン バ 

ァズキナン 
ベッョヤ ナギ 
ヤマウルシ 

ヘリギリ 
ポオノや 

・クコブシ 
s ズ *

185
5

12
132
133

18
123 

ゝ158
12
33
11
55
43

2
3
6

10
s

13

25.5
21.6
19.7
18.1
I7.4
17.4
16.7
15.7
15.0
13.3
13.3
12.6
12.4
12.0
10.5
10.2

9.8
9.6
8.5
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ナラ, =セアカシヤ, =レ, シナノキ, ホオノキ・ ボプラ トネリコ, カバ・ 

ナの順に記している。Averill氏(1929) は明芽性強い樹種と してベ= イ ク v
(red maple), クリ, ナラ, イクヤ (Hard maple) を, 前性明 いものとI て力 

バ(Swcetbirdh, ヒッョリBlaはkoakをあげている。以上の胡芽性は渕先 井 

によつて必すしも一致しないのは樹種の特性と と も に環境因子の影容による 

ためであろう。

I. 伐株の大小 と萌芽力

) 伐株の枯損

伐株の枯損は柚夫の伐採の功拙や,搬出の際の•嗎齡,車輔による損傷など 

の影証も加つてくる。例えば蛇目が二,三入つて伐採商iに水沿のろよっ 

な伐株には枯損が多い。 各樹種とも被ﾡないし側M状態にあつて, 樹勢の神 

しく 劣つていた と思われる も のに枯損が多い。28 年生代の木林分では伐株の 

直極と林率とのW係は第4表のようにあまり明かでないが, 代株杯20cm 
を越父るとﾡ損が多くなる傾向があり,サワシバなどの亜命木では16cm を 

越えると枯損が多くなる。

第4表 伐株の直徑の大小と枯世との關係
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役株のﾡ級

(em)

枯

担

ミ 

ヤ 

マ 

ザ 

ク 
ラ

イ

ク

ヤ

サ

ワ

シ

べ

ミ

ズ

ナ

ラ

シ

ッ

力

バ

( * 製 4 6 9 22 4 42〜6 " % 8.5 8.8 8.5 9.4 8.0 28.0
( 木 ﾡ 13 6 12 12 10 58～12 1

" % 13.8 7.5 ・ 17.1 18.0 11.0 6.7
14～18 { 木 量 5 5 8 1 6 6

" % 12.5 15.6 17.7 33.3 13.0 5.1
CC C, ( 本 致 1 1 3 2
20～24 (

グ % 25.5 1000 40.0 50.0

一年生防の仲長量 (cm)

ii) 前芽の仲長

27～28 年の年齢の範圍で伐株の直徑と明芽の伸長との關係をみる  に第 5 炎
のようである。ヤマモミヂ, ズキナシ, サワシバなどの亜ﾡ木は伐株ﾡ

第5表 役株の征とﾡずの我生

サ 

ワ 
シ

Tシ
ャッ| シ

て う
イ

夕

キシ 
夕 
コ

る

ダ

ヒキ 
ロ ハ 
ハダ

ミ

ズ 
ナ

ミ ク 
ヤッ
マ

エザ
ゾク 
ヤ ラ

シ 
ラ 
力

ズ

型(em) バ ミIキ ヤ ブ モ ノ ラ ザ マ バ

2〜4 49.9 60.2 60.5 42.5 768 43.1 一 55.6 56.9 87.5 67.4 —
6～8 53.3 67.3 64.2 43.9 91.8 46.1 105.4 71.5 76.4 89.9 77.9 73.0 44.1

10～12 36.9 36.3 48.。 46.9 91.7 100.5 78.7 83.1 95.1 86.8 106.4 42.5
14〜16
18〜20
22〜4
26～28
30～32

32.5 40.0
28.s

89.6
64s
30.0

• 109.7 80.5
78.7

85.S
88.0

100.4
90.s

09.5
88.4
90.0

120.0
128.5
130.0

155.0

42.5
36.3
50.0

ルのﾡ生木ﾡ

2〜4
6～8

12.6
18.7

11.7
17.4

8.4
12.7

11.5
22.2
22.5

10.1
13.7

7.4
8.6 10.0

8.2
10.2

8.8
i46

17.7
:23.5

9.5
15.0

। -
1 16.5 6.0

10～12 15.2 10.5 16.7 14.8 13.2 15.5 17.7 27.3 18.G 18.8 8.s
14～16 8.0 29.0 18.4 15.9 23.1 22.8 33.1 23.3 2.1 8s
18～20 27.0 17.1 34.0 27.2 23.0 82.7 23.6 8.6
22～24 18.0 29.0 29.0 10.5
26〜28
30～32! • 400

供試木ﾡ
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2～4 107 53 29 5 65 32 — 8 17 18 一 —
6〜8 02 44 20 11 89 26 4 19 52 67 25 6

10～12 5 5 6 2 25 6 14 42 70 41 3
14〜16 1 1 22 3 8 22 26 4o 60 4
18～20 1 5 3 5 1 8 16 7
22〜24 1 1 1 2
26～28
30～32 1



10cm を越えると, 萌芽の伸長が減退する傾向あるが, シラカバ, ヒロハノ 

キハ グ, サ ク ラ類, ミッナラ などは 8～20cm の範阳では萌芽の仲長はほぼ 

均しく, イクヤ, シナノキは18～20cm を越える と 伸長が減退 して くる。極 

6 cm 以下の伐株では山極が小さ く なるほど西芽の仲長は劣る よ うである。

i 蘭ﾡ本数

伐株の直極とﾡ芽の本数との開係は第5炎のように, 曲經に比例して本数 

の増大するものが多い。ただし6〜8cm 以上の伐株徑では西芽木数の増加率 

が少なく, ことにアヅキナシ,サワシのような重命木では10～12cmをﾡ 

えると 師芽木数は減退の傾向 が う かがわれる。伐株の也林が一定の大 さを地 

す と 萌芽の減 M する傾向 あること cつvては色 々 の調在文獣が:ある。藤原氏 

(1941)は北派道産樹部はおおむね 20 cm を越えろ と加芽力嚥力: 減する と し, 

新ぬ博士は樹齢 68 年生以上のカシワ では伐株徑が 30cm を越える と枯川率 

が著しい とのべている。明永,橋木兩氏 (1941)はソロ は胸商5山価 9 cm, ク リ 

コナラでは19cm, ヤマザクラでは20cm を越える と明势本数の減ずる傾向 

を報じ, 浅川氏(1040) は コナラを主とする28 年生林分では伐株の直徑 と崩 

芽力との間には一定の傾向を出めがたいとのべている。

肥沃地では財芽性は後年まで持績する も ので, Zon 氏(1931) は oat 

は後年まで萌芽力があつて,肥沢地では伐株の極13～15,年齢60～804, 

地では10～12討,4齢45〜56年でルﾡが政盤であるが, white oak の生 

長旺盛な萌芽は 7～9付, 樹齢35～454であると報じている。

Mar氏 (1925) によれば最適郷土よ りも温吸な地方ではﾡ歩力は大となる 

が, 前す る 年代 は短縮せ られると。

一伐株がある限度以上大となれば萌芽力は次第に減退する。即ち老木では 

潛芽の機徒が減ずるのみならず,摩い樹皮を突き破つて休眠芽が•發芽するの 

で,樹皮の機械的抵抗という站から も胡芽は不良となる。Hawley氏(1020) 

は旗葉樹の胡芽性の最 も 住盛な期明 は 80 4代である としている。

III. 伐採季節 と萌芽性

i) 伐株の枯振率
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枯損ﾡのもつとも少ないのは第1炎のように1 月代探ﾡの 3.9%で, 次で 

11月ﾡの 5.2%,4 月ﾡの 6.3% で, 6 月ﾡは枯損が増大し,前三者の約 3 倍 

に並し, 8 月ﾡはさらに多くなつて6倍弱となつている。各樹種とも6～8月 

の演生期の伐採は枯須率大 とな るが,筋芽力の弱い樹極にはと く にかかる傾 

向がうかがわれる。

ii) 崩芽の仲

伐探手節とﾡずの仙との関係は第6の よ う c, 4 月下旬伐採がもつと

1) ﾡの 仲 長 2) ル歩のﾡ生木ﾡ

第6表 伐探季簡とルカ

役 
採 
月

ﾡ牙求場位 役
" ア マ - -ママママママママ "*アwギマでバマママ -7アwマペママママベ

14生(em)24生(cm) 比較指数 方 14生(や) 24生(木) 戦ﾡ

( 

V
1 77.5

78.0 
:32.0

8.4
74.5

67.7
63.8

99 I
100 IV
87 V
82 V
96 X

19.8
15.4
14.4
10.0
16.2

13.5
11.6

100
78
6S
59
82

3) 樹種別ルの仲長 (cm)

c ゾャーザクク

!
*マ*ママ*マ 
u

• m
叫 103 97 82 109

68 47 44 47
116 110 104 103 100

61 44 45 16 44
(48) (43) — (37) (40)
76 83 66 78 81
96 95 91 88 89
06 72 49 6S 5S
99 103 89 89 93
S4 87 82 09 /62

(71) (90) ・- (55 (60)
45 49 36 43 46
5s 66 48

61
40 83

03 69 14 63

4) 樹種別ルﾡ生本ﾡ

J要力
I I u I

シラカベ 22.8 53 18.7 16.7 21.9
サワシベ 19.0 10.8 19.2 9.8 14.5
ァカグモ 18.8 165 14.1 11.0 19.1
シナノキ 26.0 12.6 9.3 6.0 10.1
ミ ズ'キ (4.5, (7.0) — (5.0) (123)
ミズラ 17.9 120 20.4 15.4 15.2
イクャ 14.0 10.8 14.3 13.6 13.1
ヤマモミ ジ 10.4 158 8.0 7.5 10.9
ミャ*クラ

... ・ ト. .... ・Tハ ナr こ、
29.7 26.9, 1S.0 

ィ ご

15.9 26.5
1Or千ンアマザクプ

ヒロハノキハダ

22.9
(14.8

16.1
(11.0)

17. 1り.

(9.2)
1ジ・7 

(16.0)
・タコブシ 8.1 6.9 4.0 9.6 6.8
イヌエン ジ 29.7 23.8 7.5 s.0 24.8
アメトナシ 17.7 11.4 11.1 10.9 13.3
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5) 樹和別リルナ長順位 6) お種別ル木最川位

I W|I X MM IINIuluII、伐探月 r 
五-- 1

合
合
合
合
合 

割
割
割
割
割 

の
の
の
の
の 

位
位
位
位
便

5
5
4

8
4
 2
 

二

-2
 3
4
 4

-
-
1
9
4

1
4
 6
 2
 1

合
合
合
会
合 

割
割
割
割
劇 

の
のQ

の
の 

位
位
位
位
位 

1
 c~ 3
 4
 5

1
3
 6
 2
 2

3
 

一
 1
 6
 2

1
-
3
2
8

3
5
3
3
 -

も上く, 次で1, 11, 8, 6 月の順で 

ある。この中4 1,11 月は大遊ないが 

6, 8 月は は る かに 劣つてい る。 4月の 

伐採期 は 本地方は ま だ開舒 してい ない 

樹種が大部分なので, 明芽力の旺盛な 

も のが多い。嚴寒期の伐株は依雪によ 

つて保護されているので, 寒池の 被害 

と思われるものはほどんどない。 6 
の仲長期や8月の植生成盛期の伐採は 

伐採後に 發生 し 常4生の前ザが楽洲 

書を炭るもの多く,他方代株はル戦 

分 を 消耗ナ るので, さ ら に型4の生

期阳 を經た前芽で 比較 しても ﾡずの仲長が劣つて い ろ。

これ を樹種別に檢时すればシラカバ,サワシバのように開葉が早く, すで 

に芽の開舒 していた樹種には 4 月 の伐採は時期やや遅く , ミズキの上う cw 

春の樹液の流動の著しく多い樹種では,伐採面から流出する樹液のため養料 

が淡耗するので,4月上りも1 月伐採が良い結果を與えた。 カグモ, シナ 

ノキは責料が少ないので適確でないが,前ギはルが開葉Nに開花結賞し, 開 

舒も此校的早いことから,後者は萌芽の發生の遅れる話から,4月下旬より 

も 1月代探の方が効果的である。

Zon氏(1951)cよれは, 夏季の伐採は冬李に比して萌芽の伸長量が悪く, 

即ち white oak では前者は後者の90%, black oak は78%, scarlet oak は 

702%, spanish oak は88%であると。

iii)萌芽本數

萌芽の 本数は前記の萌芽仲長策 と必すしも 一致せナ, 1 月 代押Kが もっと 

もょく, 次で 11, 4, 6, 8 月の順である。ﾡして 11, 4 月の脂芽本数は大差な 

い力, 8 月 は神 しく分る。 しかレ崩芽性ﾡ く 仲長期間の長い イク〜, ミッナ 

ラ, サワ シなどでは 6 月伐採區は前年の萌芽と當年のものとが合併されて 

木がむしろ多。

ﾡ炭林作における伐探の時期は従來から秋～冬と され, 即ち徳川宗敬氏

によれば, 江月時 

代の各地方の薪炭 

林の伐採時期は第 

7 のよ う c般 

伙冬の樹液流動停

期と した。

S.Woolny氏 は 

伐採適期は樹所に

ょつてﾡり, カシ 

レ は3～5 月 , シ

第7表 江戸ﾡ代にゃけるﾡ炭林の伐探町期

4 代 地 方 名 探期 間

ペ 吸 原 冬

政 佐 険暦9月〜翌年2月

永 御 冬科

ッ 河田ﾡ脈Wﾡ広山林 分ﾡﾡ前

武 ﾡ 地 ガ 11月〜翌年2月

京 都 地 ガ 秋の彼用から気住被岸まで

大和ﾡ 方 初冬からNi期*で

みt新川増 方 秋分〜"

兵 座 地 方 秋冬の間
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デは3～4 月,力べは 11～1 月と している。明永氏(1941)は仙変地方のクメギ 

林にたいし12月が最適, 4月はすでに遅れ, 6月政U, 9月下仰は早過ぎる 

と している。秩原氏(1941) は朝鮮における シベ リハシノ キの伐採適期は 2. 

3, 1, 11, 10 月の順と し, 中島氏(1931) は千葉縣の矮林にたいして 4, 5, 6 月 

の伐採は極めて不良と し, 川氏(1940は山梨照のコナラを主とナるﾡ炭林 

の伐探適期は 3 月で, 次で2,12, 11,4, 9, 10, 8, 7, 6, 5 月の順と していろ。

以上の調布値より 伐採の季節はその地方の氣候や樹程によって異るが,前 

芽に最適な伐採時期は樹液の流動開始直前頃といわれ, 北海道では 3 月上 

旬頃となる よろ である。 しかし開ﾡの 2〜 3 週脚前たる 4 月 20 日頃までの伐 

採は萌芽のためには概ね良好で,開計の迎い樹極には 1 月伐探よ りもむしろ 

良結果のものが多い。 つにﾡﾡに最もﾡ時期はﾡで, この時期は前の 

榮誉の貯蔵が消費され,他方來るべき冬に備えて新しい榮誉物がまだ貯蔵し 

初められていない。他方當地方のような寒地では更李の伐採後に生じた萌芽 

は組織が歌かいために癌 や寒凍の害を被 り やすい。從つて明芽力の羽い樹所 

や芽の炎父た老木には 6,7, 8 月の伐採は絶對的に中止しなければならぬ。 

ことにササ, 交莖類の多い地帶ではかかる時期の伐採は萌芽の發生, 仙長の 

不央なの に加 えてサ サや変が呼盛に繁 し,ﾡずを被ﾡナ る ので後繼林の成 

立が危まれる。 しかし財芽の弼い樹権では伐採季磔の影響は比較的少な く ・ 

Baker氏 (1934) によればロ ッキー山脈のヤマナラシは伐採後數年川1 は多少伐 

探季節の影響はみられたが, 問題視する必要のないほど旺盛な成林狀態であ 

ると。

, Iv. 前芽ﾡ生の特徴

i) ル 球 ※

萌芽の發生木數は前述の よう である が, これらは第8炎のよう に必 しも 伐 

株全商か・ら散跡状に役生しているものでな く, 一箇所から数本以上の萌芽が 

挑状に生している場合など第 2lのように樹種によつて多少の特彼が認め 

られる。則ち探高約10cm 以下, 284生の伐株では芽の彼生ﾡ向を次の

-12-

8丞 樹穂によ そリパ並生定

(1 太あ役株におけるけの分と木叱)

伐、株任 N 
\em

\(cm) \

シミク
ツ ヤラ
カ：マ
バ ザ

イ
夕 
ヤ

工 
ゾク 
こ ノ

アシ サ 
ワ 
シ 
べ

チ 
ダ 
モ

コ

ブ
シ

e ・ 
ロ ハ 
ハダ 
ノ

力
シ 
ワ

14.9112.0 12.9 11.5 12.7 24.8 14.9 5.0 4.9 8.3 10.7 6.1 8.1 9.9
明芽朕区
にル牙番墜 -

16.0 12.0 11.8 10.0 6.0 17.0 10.0 12.0 4.0 17.0 12.5 9.5 5.0
交 末 末 末 末 末 末 * 本 茶 才 末 本 下

I 9 30 12 6 10 12 11 11 6 4 3 2
T〇 営

I 8 17 8 4 7 8 10 9 4 3 2 1 3 1
I 8 13 4 4 6 8 6 5 1 1 2 1 2 1
I 1 3 2 3 5 7 4 3 1 1 1 1 I
V 2 2 2 5 6 3 3 1 1 1 1

1 1 2 6 4 3 o 1 1 1 1
1 4 3 2 2 1 1 1 1
1 3 3 2 1 1 1 1 1

8 3 2 1 o パ
3 3 1 1 1
2 2 1 1 1
1 2 1 1
1 1 1

1
1

26 66 29 23 55 64 45 36 11 13 17 14 11 4

よ うに大別でさょう。

1) の形の多いもの

シジカバ
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2) 前ず来と』ないし雨3本の恵芽よりなるもの

ミヤマザクラ,エゾヤマザクラ, カグモ, サワシバ, イクヤ, ヅキナ 

| シ, ミズナラ。

3) 前芽ﾡの形成の比較的少もの

ヤチグモ, キタ コプシ,ハリギリ, ヒロハノキハダ。

4 萌芽栽の形成少いもの

カシワ。

以上は伐採高,伐株の大さ, 年齡などに も影容せられるが,前記の條件に 

»ける樹種別特徴と して考楽するに, 概 して校梗が繊細で新な樹種は明井茂 

を形成しやすいが,枝桜の疎で太V樹ﾡは前球ﾡの形成が少ないよ うである。 

シラカベなどのように三十数本のﾡが数箇所の前ﾡから發生してい る樹 

私では, 順芳然が風や秋出のために缺壊しやすいので, 前芽更新が不安であ 

る.

ii) 伐株における加芽の發生位置

崩芽の登生位置は第 3 回i。 ように, 樹種に よ つて多少の特性が う かがわれ 

る。

1) 主として地中の根株又は側根から財芽する もの

A 棋株側ﾡより多くルがすろもの B 伐校の地際よリり多くルするもの

第3岡 ル状況 II

2) 伐株の地際の部分か ら主と して萌芽す ろもの 

シラカバ。

3) 伐株全面から朋芽するが,地際の部分に多い もの 

ミヤマザクラ, イタヤ。 .

4) 3)に準するが, 時に伐口の形成府部から も訪芽する もの 

カダモ, バッコヤナギ。

5) 代口の形成府部から旗ﾡすること多いもの 

カシワ。

6) 代株やﾡが代倒や荷馬Iの総な どでﾡVﾡ解ないし損傷を受けた 場合 

に第4Wのように側根よ り 朋芽 しやすいもの 

ヒロハノキハグ, ミヤマザクラ, イクv, カグモ。

側棋よ り期我する もの (街撃による刺ﾡでル芽したもの)
ヒロハノキハダ

第4・ ルﾡル況 IV

随線が上 く殺述し, 樹皮の厚カシワや樹皮部にﾡﾡの少ないブナなどは 

代口から崩ﾡする傾向があり, 萌芽性の强いイタヤ,ミャマザクラなどは伐 

株全面から萌芽するようである。動芽發生の特徴についての旣往の文獻をみ
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るに地炎に近い側根のﾡ性ﾡいﾡ種には Dengler 氏 (1930)はヤマナ ラ シ, 

ハンノキ, カグモ, ェデ, =セブカシ ヤ及び性果樹想を あげ,Baker氏 

(1934)はとれをSucker(ﾡ渉ﾡ)とﾡし,ボプラ, =セカシヤの他にナナ 

マド, ユリノキをあげ, カグモ, クリ, カバは根部に損間判械を蒙る場合 

にのみ根萌芽を形成する ことがあるが, ナラ, ブナ, トネリコ, イタヤ, ハ 

ン ノ キ, ヤナギなどは根から萌芽する ことは稀れである。 また藤島氏 (1941) 

は根蘭ﾡと してヤマナラシの伐株をあげ,柳川氏(1923) は 根葉樹種 と して 

マナラシ, ボグイッュ, =セアカシヤ, ギジドロ, クラノキなどをあげてい 

る。Dengler 氏 (1930) は カバ, クリ 及びハ シバミ などは伐株の 下部,と く に地 

表ないし地中の根株から よ く 萌芽する こと を視じている。Baker氏 (1934) は 

伐株の地際からﾡするものを Root col lor sprouts といい,ハンノキ, トネ 

yコ, イクヤ, クリによくみられるとし, Dengler氏(1930)は依株の上方の 

位置から崩芽しやすい樹種はヤナギ,ヤマナラシ,サワシバなどとし,Baker 

氏(1934) はかかる萌芽性の ものを StumpsproutsといV, ボブラ, ヤマナラ 

シ, ヤナギ, カグモ, トチノキなどをあげていろ。 以上要するに樹颖によ 

って萌芽の發生位置に一定の傾向 は窺われる が, 各者者に 上り必しも その規 

を一 にしないのは,樹齢, 種の相違,伐探の方法,環境などの影響による も 

のと思われる。

ii) 萌芽の發根性

本調査林分の一年生萌芽の 中 に は秋季に曲芽の基部か ら根が獲生 して, 地 

中に穿入 している ものが視察された。かかる傾向は ミヤマザクラ, イクヤな 

ど に はﾡで, ミ ヅナ ラ, シワにはみられない。 紙 して根株の腐朽 しや す

A ﾡﾡのﾡﾡしﾡいもの B 朝 芽の發根 し離いもの
ミヤマザクラ ミズナラ

第5m ﾡ状況 in 

いか,または折木と して活活しやすい樹種は前芽の逃部からﾡ根しやすナいが, 

機株のW朽しﾡいか, または深根性の樹極は萌芽よ りの發根性が乏しいよ う 

である。かかる加芽よ り の發根性は本地方が晩春よ り友に亙つて露の日が多 

く て空中濕度の高いのも一 因 と 思われる。 卜

IV) 一本の伐株のﾡﾡの仲別木数

同一伐株から發生した一年生明芽でも,ﾡ球役生の時期の不済,位置,ﾡ 

の態, 相亙の競合などのため,萌芽は大小相混交 して,すでに優先ﾡを 

生ぜんとする傾向がある。 その一例をあげれば第9のようであろ。紙して

策9委 1木の伐株における期芽の發生状況

(14生防がの長さ別木ﾡ)

樹 シ ィ ミ 工 ブ ヒ サ コ

ポ ラ
ヤ ゾ 

ヤ ズ 力
ロ
ハ ワ

ズ

芽 ク
マ

マ ノ

長
力 ザ 

ク
ザ 
ク

ナ ダ
ハ

シ
ナ

(cm) バ ヤ ラ ラ ラ モ ダ べ シ シ

150 〜 160 1 1
130 〜 140 I 2 1 1
110 〜 120 6 6 1 3 4 4
90 〜 100 3 7 7 3 8 1 4
70 〜 80 6 6 3 10 14 1 3 5
50 〜 60 8 4 2 3 9 1 17 12 5
30～40 1 3 9 4 6 13 8 18 3
5〜20 1 4ヽ

18 12 11 12 1
叶t 26 27 33 23 55 64 11 36 45 14

T均位 (cm) 85 79 65 68 53 42 100 37 38 53
優占位(em) 130 134 122 126 112 82 < 116 5S 70 74
ぢ津偏您 30.2 28.1 37.7 40.9 33.8 20.2 10.5 14.5 16.6 16.2
理 化 係 ﾡ 35.5 35.5 58.2 60.0 63.7 47.9 19.5 38.8 442 30.6

加芽本數少な く, 来を形成しないものは仙が比較的不均化されているが, 

朝芽浅となつて多數發生する ものは簡芽の長さの大小の弟が 雪しい。 また同 

一代株について蘭芽扱と nな い し兩 3 本の前媒と の仲長 を 此較す る c, 当* 

なﾡが見 ら れす, 早く 前 したものの 方がが良好の 上うである。
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V-ﾡ芽の伸長

i) 樹種別萌芽仲長經過

樹木の生長期に伐探すると根株の音ﾡは山ちに細胞の活動を始め, 多くは 

1～2週間内外でずを彼生し始める。 これらの明芽は 6〜7 月の生長期に町 

盛な仲長をするが,その仲経ﾡは樹和によつて特徴を示し第 io 衣のよ うで 

あろ。 伐株の枯損しやナいサグや防力の弱いミズキ, シナノキ, ハリギ 

リ なとは萌芽の發生が返れる よ うである。即ち 7 月下旬に仲長の終る樹林は 

コシブラ, シツリ, ヲグモ, ナナカマドで, 8月上仰に仲長の終る樹種 

はテッキナシ, シナノキ, バッョヤナギ, オヒョツ, ミズナラ, ミズキ, ヤ

第10表 町ﾡの 仲任過

I 4J探

4月20日 役探 野F秘ﾡ林 27 4生二次林

コ ラ ナ ド シ 

ッ 

リ

シ

ノ

ア シ ミ

ズ

ミ 
ズ 
ナ 
ラ

バナ 
ッギ 
コ 
ヤ

才 
ヒ

ウ

•
マ 
モ 
ミ

ハ 日
W 5 ・ 2 22 1 — — ・ — 10 6 8 ・...

11 ・. 5 33 9 4 ... 12 14 27 16 15 4
18 8 13 57 35 12 — 27 25 43 22 26 17
25 15 28 75 63 33 12 36 28 54 41 82 24

ﾡ 2 36 49 88 89 51 23 38 40 5S 57 42 43
9 61 72 95 99 69 50 55 45 69 69 56 58

16 100 89 99 100 83 69 69 52 80 79 63 75
23 (07) 100 100 100 89 85 82 5S 93 90 79 82
30 (50.9, (514) (48.0) 96 92 96 71 94 96 88 85

m 6 100 100 98 82 97 99 93
13 (30.1) (26.0) 100 87 100 100 98 100
20 (43.1) 100 (07.4) (161.7) 100 (40.9)
27 (20.4) (132.3)

K 3
10
17

... . . . ......... ........... ----

・ 1.仲長ﾡ過の止撃に優ずるため百分ﾡで及示ナる。 2.括張内は防の仲長量 

(cm) とす。 3.調査木ﾡ3〜4木究とす。

調I a プ イ ア w ヤ ミ ク 木 ャン 力 ア
幸 
刀 ガ ..

力
グ ク

力 
イ

ャ
グ

ヤ
マ

才 
ノ

夕 
コ

ツ サ

II モ ヤ 夕 ワ ザ キ プ ラ

I--ii
W 5 2 6 2 3 5 4 1 1

11 9 6 12 7 8 6 7 3 2 3 ・

18 22 11 21 13 18 10 13 6 3 7
25 34 20 30 21 26 16 19 12 7 13 —

W 2 44 24 36 33 35 26 30 23 14 18 —
9 56 43 46 42 44 3S 41 36 92 26

16 69 61 54 53 56 40 51 60 37 37
2 86 75 65 64 71. 65 64 66 52 43 10
30 93 89 74 73 82 75 75 76 4 62 20

W 6 96 94 S4 82 S7 86 80 81 81 55 34
13 98 97 90 90 94 94 88 90 90 63 56
20 100 ・99 95 95 97 97 94 94 95 72 65
27 (132.6) 100 99 98 100 99 96 97 97 s4 82

K 3 (109.5) 100 100 (114.6)■ 100 100 100 100 87 100
10 (153.0〕 (193.S) (164.7 (112.0 (76.9) (81.3) 92 (5S.0)
17 ゝ

1 100 
(81.0)

m. 文 季 伐採

7J20日 役探 野F拠試林 27 4生三炎林

ナ ド シ 

ウ 

y

シ 
ソ- 
ノ 
キ

アシ ミ 

ズ 

キ

バ 
ツギ 
コ 
ヤ

イ

夕

水 

才
ノ 

キ

ネシ 
夕
コ
プ

ク 
リ 
ノ 
・

— — — 18 16 — 9
13 — 40 — — 16 39 n 39 12 16 17 28
20 — co 16 ・—・ 30 40 61 39 63 32 55 38 4s
27 47 80 42 — 65 6s 78 67 85 02 71■ 51 67

K 3 88 100 69 07 95 84 95 87 94 90 92 s1計 87
10 94 (4.0) 100 100 100 100 100 97 100 99 100 97、『 95
17 100

(1.7)
(10.7 (1.5) (2.0) (18.2) 100

(40.1)
100

(47.9
(240) 100 100

(97.9),(73.3)

1.仲材過の比峡に仙す る た め百分率で投承す る 。 2.括ﾡ内はﾡの仲長

(cm) とす。 3.ﾡc本製3〜4本宛とす。
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マモ ミヂなど, 8 月下何ないし9月上何に長の終る樹種は イクヤ・ ミ Tマ 

ザクラ, キクコブシ, ホオノキ, プカグモ, ヤマグワ, カッラなどであろ。 

ﾡ挙は仲証盤なので樹和に よ る生経道や生育期川をﾡ楽すろのに便で, 

本価は Melvik 氏の Gorki ﾡ物関の樹木の生期川の研究に近似の傾向がみ 

られる。 .

樹 種 仲長期間

月日 月 H

伸長Hﾡ

イタャ (Acer. L) I.26～X・ 1 160

カグモ (Ulmus. L) V. 6〜K.22 140

カ ベ (Betula vurucosa) V. 1〜m.1S 110

シナノキ (Tilia parvifolia) 1〜W.4 C6

- ラ (Qucrcus pedunculata) V. 6〜V. 4 60

ii) 伐採季節 と 萌芽の仲長

盛豆の候に伐採 して も 萌芽は動發,仲長する。これらの萌芽は遅く まで仲 

長を績け, 4 伐探よ り も 1商月以上長く仲長を持統するものが多く, ると 

に生長期川の長い樹種は仲の終らない中にﾡﾡ害にかかろ ものが多い。ナ 

ナカマド, シッリ, ズキナ シ などのよ う に仲長の早く 終る樹師を盛友 に伐 

採するときは,萌芽の發生が少ないのみならず,その伸長も徹躬である。

tすぴ

本位は 28 44生内外のM葉樹二次林につてﾡﾡの路性質 を調布した も ので 

ある。樹種によって萌芽性の强弱,萌芽の發生狀態竝び忆仲長經過,伐株の 

直極と崩球力の優先などに特徴がみられる。6, 8 月 の 伐：株は劭芽の枯損が 多 

く, 仲長, 發生本數ともに劣るので,かかる植生最盛期の伐採は避けなけれ

なら。

•老文獻

1) F.S.Baker: Theory and practice of silviculture. (P291〜200),1931.

2) Averell.J.L : Factors affecting reproduction of hard-wood forests in southern 

Connecticut (Jour.For. 27, P55〜61)1929.

3) Mayr.H: Waldbau auf naturgesetzlicher Grundlage Berlin 1925.

・4) Dengler.A: Waldbau auf okologischer Grundlage Berlin 1930.

5) 独川58: r時べにけるﾡ林の地的研f.昭和1S年.

6)旅ル古I: ﾡずに叫る二,三の. 北诲道林楽含報,・和15411月説・

7) 川 林三: 燃林の朝芽に明する研究. 第一報役探科簡と防ﾡとの叫係, ・和14 

4林み合:ぶび, ・和154.
8) 新鳥 ¥ :カレワ の澄林学的研究・ 北海道林業武驗省研究報告第 13 説, ・和15年
9) 中鳥 iti: 矮林の伐採季箍 と 朋芽 との關係. 東火演盟林報告第 14 鴻 昭和 6 华.

10) 株塚 渡： ハンノ*頬更新役探の適手びに適諭について・ 劇解林業犹臉が時報 

23D, ・和16年.

11)株 楽治,森ル : ヘシノネ頬の役探高とﾡ勢とのB係について. mド業び 

験場時報21誠, ・和144.

12) 明永久次瑯： くeの役科簡とル歩と○開係について. 林業試驗場式報第 21 號.

13) 明永久次耶,柚 木 海泊： ﾡ林の川ずに叫する研・ ・和104度林取合請1.

14) 柳田 t撤: 根県樹について • 林合誌198, 大正134.
15) 藤お信太咻： 更新4的遣林法・M和54.

10) 松井漁あ,川上傩松： お前火山灰追力にける二次林の情成立びに長にないて.

・和16 年度林學會講演集,(二次林施業試驗第 1i)

I7 松井 普: 戦前火山ど地力にけるﾡ林の軽裕に貰い、て(二次林施来び意第3報) 

北方林架 2 就,昭和184.

-150- -151-



伏條法によるャチダモ及び 

カ ッ ラ商木の養成法について

On the Layering of the Seedlings of 

Yachidamo_and Katsura.

By

Zi-nki MATSUI 、
and

IeAM。 TAKATOI

\ 松井※ 

高樋 勇

逃林用木の増ﾡ法には, 通常針薬樹は播種によるのがﾡ力紙費のﾡから 

行利とされているが, 廣葉樹の場合に は操作の簡便,期間の短締, 得の確 

質性等の動か ら無性然殖法を應用する場合が多い。無性繁iに よ る木の増 

殖法の中でも一般的には抑木法がﾡ用されているが, この方法は發根の容易 

な樹種にのみ敵用 しうろも ので, ﾡての和ﾡのM葉樹にﾡ川し得る と 限 ら な 

い。 ここ に述べる 處の伏條法は,無性繁殖法の應用であって,抑木法の場合 

に發根の困難な樹種に特忆應用似値が岡め られるものとﾡう。 伏係法の押木 

法に釣する主なる相興ﾡについてみると, す前に述べたよ うにﾡ根の困ﾡ 

な松種でも この力法によつて客場に確賞に木を養成ナることがでさる こ と 

である。例えば ヤチ ダモ は播種 の場合に は後券に 2 簡年 も かか るものが多く, 

ま た發根も 困難であって,押木法は周到な取扱い を しなければ得の確賞ﾡ 

を望めない。 しかし伏條法によ れば 1 箇年ない し 2 箇年で確實に 山出苗を養 

成 し得る可能性が認め られたのであ る。 従つてこの伏ﾡ法は種子の杯取が川

-152- 

ボないとき の首木のfには抑木法に比して布利にﾡ用 されろであろう。

I ヤチダモの伏條法に よ る苗木養成法

ヤチ ダモの伏條法に よ る推前が可能か否かを試験した ところ, 的に も 

相當灯 型である と考え られるので, 詳細の成果は今後の試験に快つこと と し

て, 不取敢これが成績の一端を報告する。

1) 試験の方法

ャゲグモの播ﾡ掘置2年生の中, 他の献験に供した茂諾の高さ 44-105 
cm のもの14本を 昭和 22 年 5 月 に第 1国の如く 幹 を横に床面に臥せて, 父 

木で抑え, 商6cm の厚さに覆土して取木ﾡの可否について調在した、 覆 

土したY チ グモの幹か ら は萌芽が發生 し,6 月中下ﾡに は地上に崩出 し, 

秋ﾡにはほ30cmに長しな。翌春これを掘 り 取つて,萌芽と根の發生状 

態にﾡじて各伏ﾡを適ﾡに切断し, 数本の苗木(母根)に分けた。分離した苗 

ボは 1 年生の 1 木の加芽と母根 (母幹)及び"ﾡよ り 發生した細根と を有する 

主備 した形のものと, 前券のﾡ生は ないが母根と 細根 とを行するものと 二種 

c分けた。 これ らの伏條の得’曲數及びその形解は第 1炎の通 り である。即ち

1 本の伏條から最大 5本,最小 2 
本, 平均53木のが:得られ, そ 

の中崩を行するもの 19本, 前 

ずのない博ﾡ 14本であつた。蘭 

芽のある 母根は平均に長さ 10cm, 
直援 1.2 cm であつたが, 崩ずの 

ないものはさ9cm, 山i 0.8 cm 
であつた。又 これ ら母根の登根敷

は 有萌芽の ものは4 才, 無明芽の 

ものは3本であつた。

切ﾡされたﾡﾡはuちにに移

MiL な。植付の場合萌芽の部分は

第1表 伏係の得古量及びその形公

大 平均 域小

ﾡ 黙 商 長 (cm) 105 71.0 44

丹 布 崩 芽 1¢ ﾡ (お) 4 19 1
動ﾡル世山 (お) 2 1.4 0
当 it (本) 5 3.3 2
期 券 14 (cm) 56 27 3

(」(cm) 
才期芽母换 ・ (

(it径(em)
17
1.0

10
1.3

3
0.5

( (cm) 13
1.1

9
0.s

7
0.6

發 /布 防ず母供 10 4 1
数 (ﾡ ﾡチ 母 松 9 3

1
1
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地上に,母根は地下に水平に横臥す るようにした。ﾡこれらの供試は播和 

床で密に立つて側芽の發芽不良且つ徒長の ものが多かつたので,かよう な得

事を示 したが, 株枝葉及び根の整つた生育の よいも のを用いれ一得 

率を良好な らしめ, ﾡ芽 した母根の得苗率が一屑多 く なつた ことと思わ れ る。 

これら の分離 さ れたﾡは, 播種ﾡに比 し幹部が長 く 形が多 少不整な ものもあ 

つたが, よく生長を續け,秋迄には普通花と殆んど随別をなし難い形態とな 

った。

2)試験成績

がに切ﾡし移がせる取木ﾡは一生炎期間をﾡて秋に掘取り形態を調在! た。 

政木ﾡは皆活 し, 地上高はﾡ歩を行していたも のは約 61 cm, 崩を行せ 

す母根と細根のみの苗はこの春に萌先を發生し,その高さは約22cm であつ 

た。 これ を掘取つて観察した結果,移ﾡのときに崩ﾡと根と具行せる市は生 

長は良好で,大都分は山川iとしての形態を具えていたが, ﾡと細ﾡのみ 

のは芽の生長が迎れたために山出不可能の も のが多かつな。 攻木は地 

下部に撤木状の根を行し, 通常の播種ﾡと比較 してﾡ部が特殊な形態示し 

ているので, 根の我生發達の狀態 を調査する ことは伏係法の賞用的慣備を制 

定ナ る上に候 く べか らざることで, 且つ興深い ことでも あろので特に こ れ 

らの苗の移植後1箇年における根系の發育狀態について調査研究した。

i) 無崩は拠に よ る 取木の形態

伏ﾡを切断し,取木して移ﾡする場合(昭和2345月)に根系のみで崩ﾡ 

の無かつた取木務は移植後に萌芽を したがその形態に二校が認め られた。

・) 母根の中央から新しい遠が萌芽發生し,その兩側か ら根系が發生してい 

る型.....中央型(假稱) '

b) 母根の一溜から新しく 莖が萌芽し,根系も幹の發生密から一方の側のみ 

に変生 している型:.... 端生型 (彼欄)

さ ら に端生型には, 世ﾡに新しい』の我生す る 位送に ょつて2 ﾡ期の 戦式 

がみられた。 Jちﾡﾡの元部のカルスのﾡ生している端からﾡが張生U たも 

の(A)とこれと 反ﾡに根の光端部か らﾡが彼生 したもの (B)であ る。今この 

各型を最も顧著に現す苗木を 1 本宛 とつて各部分の形態 を泗究 した結果は第 

2炎の通りである。

第2表 ﾡル世棋に x る 木苗の形

番 
型

商 除

展 i種
幹距
剛

直径 生m 条件 
正

番 
説

最
支供

生 箱ﾡ
近

1
cm

6.9
cm 

0.7
cm 

0.6
でm

10.2
cm

0.8 g
4

E 3.4 8 1
2
8

T均
曲

cm 
0.2
1.2
3.3

cm 
12.7
25.9
15.4
18.0

末
17
s4
24
42

1.2
28.1
1.7

10.3
'31.0

g 0.19
7.80
0.12
2.70
s.n1

燃・生 A(A)

3 | 113 1.131 9.5 18.6 0.9 5.6 3.9 4 1
2
3
4
不均

it

0.0
5.6
9.7
9.7

20.9
29.5
21.4
223
23.5

48
81
51
31
53

15
S.5
8.6
0.5
4.9

194

0.6
3.1
3.6
0.2
1.9
7.5

端 生:a (B)

2 12.3 1.31 40 15.2 0.7 3.2 2.1 4 1
2
3
4

T均 

nt

0.0
0.0
5.7
5.7

27.0
27.7
15.7
15.5
21.5

58
31
5S
21
49

43
9.5
5.0

12.0
7.7

30.7

1.4
2.1
1.3
34
33

13.1

t、a

() 但 し韓距離 底は側根距酸 と は夫々母ﾡの部上 り苗神は何ﾡ分収動の距離

をいうo

この3種の迎の取木ﾡの形態について比桜してみるに, 地上部ではム者な 

差異は認められず,ﾡ系については燃生型A»中央』, ぬ生型(B)の順にN 
ち苗幹の發生位成が 母根の元部 よ り端部に移るに従つて側ﾡは長く, 均一 

なものが多くなり, 各側機よ り發生する支根數も同様な傾向を示すことが寒 

われる。

ii) 無崩件拠に よ る 取木苗 と 14生播部施 との地桜

上記の木は地上部の形ﾡからげ1 年生播種蒔に相當する ものである か
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ら,これ ら 苗 と比桜の た め拓畑 におい て昭利 23 年不弦歩 した 1 年生播種木 

を 3 本掘取 り そ の形態について調査 した結果は第 3 表の通 り であ る。

第 3 炎に於けろ播種の部の大 さ は 27-33 cm であつて, 第 2 炎の取 

木の大 さ が 6-12 cm であ る。 従つて飾の大 さ の著し く相異する 兩種:の 

苗木の根系發育の狀態 を賞数値で比較する ことは不當と考え られるので, 商i 

者の根系の發行上の特徴について比校すれば次の通 り であ る。

・) 山ﾡの布無

ヤチダモは深根性の樹種に風するので,稚苗時代にすでに根系は地中深く 

従入す る特徴を行する。 即ち 1 年生播種ﾡではﾡめて太 く 且つい 1 本のur 

ﾡが地中深く 22-44cm も垂直に伸長し,この 強大 な 直根から 多数の 支根が 

水平に分岐發生 している。伏條法 による 取木ﾡ は幹の基部 に 於て1本の 母 

根が水平に横たわり,これから多数の側根,支側根を水平竝びに斜めに分岐 

する。従つて取木には直ﾡがないと言う著 し特徴があ る。

り)支ﾡ

播種飾の側ﾡ (第 1 交支ﾡ) は直根の上端から下端まで多数發生 し, その 

さ も長大なものから短少のものまで各種の大さのものをイするが, 取木の 

側根は水平に横臥する母根から發生するために地中に淺く分布している も o 

が多く, その中ﾡ大なものはそのた端が斜め下方に使入している。 又側根" 

長さも 種は炎短各様であ る が, 取木ﾡは長大 なものを 少数イす る に過 ぎ 

ない。 ,

c)根系螃張の範网

根系摘張の範阳をみるに,先ナ根系墳張のBさは,播証諾が:不均44.m, 取 

木諾は不均66em となつて取木ﾡはやや魔くﾡ張することが製われる。根系 

の深ポ さ については播種では その山根の さ に xつて定ま る が, 取木諾では 

側根の深さによつて定まる。播種のﾡ系の深さは平均35cm であるが, 取 

木の側ﾡの深さ も これとほば同 じで,側根の先端は垂直狀に地中に穿入し 

て深さ35cmに述している。

iii) 前球の あ る 母根の取木花の形態

伏條 を行つた年に萌芽が發生し地上部, 地下部共にﾡと しての形態を行 

ナるもの を翌切断 して味ﾡ した も ので, 一生長期間に地上部,地下部共に 

裨 しい生良を示 した。 今床樹 1 年営の苗来耕形徳 を調充した結果を示せば第 

4 炎及び第 5 の通 である。

此の炎には他の型のものがみられなかつたためにﾡ生型(B) のみの形態に 

つvcげた。冇明芽母根の取木苗は無賄が母根に比して幹部根系共に ※ し 

い熒育 を示している。 則ちは60-80cmに並L, 無前芽母ﾡの木の 

2-3にi増ナる。 ﾡ飛については0棋益が:13-18本あつて, 無萌芽强根の 

約4 に増 ナるが, そのさや各側ﾡの行する支供数はほ等しいので機系 

の 緑巾：:3 でも約 4 倍に達する。次に根系の振張の大さ についてはかよ うな大

の M 木では その 根系の振張の 大 さ は床の特度 と 密接な關係 を 行する 力,
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第5表 イﾡ母根に上 ろ 東木ﾡのﾡ系

側 拠
取 * 商 6 9 平 木 商 8

=----

番 彼 距 ﾡ
cm

側供
cm

交根ﾡ 
本

主量
g
氣

g
距 離

cm
側供長

cm
支根警 生T

g
氣

g
1 0.0 13.0 13 0.7 04 0.0 27.0 5S 8.2 2.9
2 0.0 21.5 33 5.7 1.3 0.0 4.0 8 0.2 0.0
3 0.0 22.3 32 1.7 0.7 0.0 4.5 0 0.1 0.0
4 0.0 18.2 50 1.5 0.2 0.0 28.5 56 9.4 4.1
5 0.0 25.9 23 3.5 1.7 08 9.4 18 0.1 0.1
6 0.0 18.4 26 0.5 0.8 3.8 14.2 32 2.4 1.1
7 2.8 26.6 36 2.0 1.7 9.1 39.0 79 35.6 16.4 .
8 4.3 4:3.5 94 12.8 3.7 9.1 23.0 32 0.7 0.4
9 4.3 12.0 27 0.2 0.4 9.1 20.5 42 1.6 1.0

10 5.3 15.1 37 0.0 2.9 , 10.8 3.0 13 0.8 0.1
11 6.4 15.0 12 0.3 0.0 11.5 49.0 66 15.4 6.5
12 85 17.6 42 2.1 0.4 11.5 9.5 35 4.3 1.8
13 9.7 7.5 15 1.0 2.3 11.5 42.0 101 6.3 2.7
14 11.4 15.2 42 11.2 7.6
15 12.6 36.4 73 10.7 6.1
16 13.0 6.5 13 1.4 0.8
17 13.7 22.8 48 0.0 02
18 14.4 26.2 18 0.4 0.1

叶t 304.6 642 80.5 30.1 273.6 540 84.9 37.1
平均 20.2 36 4.5 1.0 211 42 0.5 2.7

この調査織果ではﾡさの直任6PCm, 深さ3Dcm となり,無萌芽母根による 

古木にほ等 しい。 cれを1 4生播種諾に動比 してみるに, その高におい 

て著 しい相異があ るのにかかわ らす, 根系の特徴は無崩ﾡ棋に よ る木の 

場合と全く同様であつて, 只その側根数が苦 しく 増大 し, 従つて根系北も 

亦増火する 曲が異なる のである。 ・

9) 伏條法の小業的考察

伏係法に ょ る取木を事撃的に行うには作撃を能化し, 単位面精 當生産:: 

を増し, 典質の水を多く得るように次の崎に注意しなければならぬ。

伏條法は初め、から平ホの床杼床に行 う。 伏体を行う木は横欧状に伏せる 

ので山出の際床の兩側のものを残し, の間の列は全部押取 り 山Hに例ナ 

る。 ち没のは戦光の照射を受けて樹の均整がとれている。ﾡは高さ 

50cm 以下であれば南側から中央に向け横伏する ことが出來るが,7oem 位o 

大の場合には商側から交に1 木宛掘取って千鳥形に前記の通り に伏せる。

チグモの本は材の界性がﾡいので場に山けるととが山楽る。 曲げた 

木は止木で幹のほぼ中央を止める。止木は又木を用うるか,又は太い針金の 

先端を折 り 曲げたものが好都合である。土が取い場合には止木が段ね上らぬ 

ように良く跡みつけ, 止木も又幾分長目にする。 次に列川の土を1く耕転神 

土して伏條の上に兩側から盛上げふんでおく。向これらの覆土の土性や,置 

土の 日 数 (2-3 回 に分け て覆土す る )及び伏係の進部に到す る 剝皮や結縛な ど 

の操作忆ついては今後の研究に俟ちたい。伏條法によるヤチダモの苗木養成 

法は事来的に も比較的客易に行い得るので, M質年度で種子の入手田難な場 

合には本法によつて容易にお木の生産が出來る。又造林事業の都合で繰延べ 

になり 前木の生産が過科に なつた場合には, 本法に よ って餘剰苗木 を掘置 き 

次の生産 を有利 に展開せしめる こ とが出來る。 不法は抑木法と興つて日Wに 

よる保護を必災とせす, ス坪木ﾡは1年目の仲域は総徐で, 祐の危際が多 

く u山lc 2 年要する が, 本法は材の危陰がな く 伏條 1 年,床替 1年で大部 

分山出しが出來る。

II カッラ の伏條法に よ る苗木養成法

本法はヤチグモと行的に試験せる も ので, り 更に調先資料が少 く

實用的價値の判定は今後の研究に俟たなければならぬが,感用性がある こ と 

を 認gめ ろ に 至つた ので茲に 成績の一端 を 報告すナ る。

1) 試驗 方法

ッッラの3 4生播種の他の試破に供 した錢苗を,昭和 22 年 5 月 に幹 を横 

に 臥 せて止木で抑 えてほI5cmの さ に K土 した。カツラ は ヤ F ダモ と 異つ 

て繊細な小枝が多い が,站等の梢端は僅かに地上に現れ る ように した。 供試 

苗 2 本の中1 木は枯死 したが, 他の 1本は 6 月上旬に梢端が伸び上 り 地上に 

曲芽を熒生した。 高さ 110cm の伏体からは前ず及び根を行する丹根4本と
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H苗伏終法

中央型 (A) (B)
郷生烈

第1圏 ャチダモの伏体法及び床林後のﾡ系独X!メ

朋を行せす, 根のみの母根4木とが得られた。これらの母ﾡの形館に就い 

て网査 した處胡芽 を有する ものは は根の長さ 9.5-17.0cm, 平均 14.5 cm であ 

り, そのu御 0.4-1.4 cm, 平均 0.9 cm, 前球の さ $7.0-67.。 cm, 平均 55.6 

cm, 我棋数3-21.本不均14本であつた。 ※前芽を行しないﾡﾡは,その炎 

さ 11.0-13.0cmボ均11.8em, の山ﾡは0.8-1.0cm下均0.9cm, 又發根數

は 7-13本不均10本であつた。これらの母根の形態は前記のヤグモと県り 

生前形態が不良で砕が多少母曲し, 枝が扁平に一誼のみに推がり,根系に比 

教して桜業が多過ぜるれに考 られたので適位救桜して形態を整えて床物 し

。

2) 試験ル績

床材後は一部Iのﾡ死 した も。 も あつたが, ﾡね順調な生長を試け秋に 

は形態 もやや整つて山出可能な狀態の帚木を生密する こ とができた。 ﾡ味替 

を行つた5月 10 日には稚のm芽は優に開aしていたため, 一部のものは床 

外後蹴が枯死し,その下方から別の幹に相當する枝が垂直に發生仲長した 

も の, は桜ﾡが求状に多救役生 したものも あった。 こ れらの木は秋季町 

ち昭和 23 年10 月 に掘区 り その形態について調布 したが, その中有朋芽屋根 

の取木の形状のやや整つた もo2 木の調布成績をげれば第 6 及び第7 

の通りである。

前?の距離 と は母根の部か らﾡ妥生ﾡまでの距ﾡである。
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第7表 オル母供によるカッラ 収木苗の提系形
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No..1 No. 2
番 映

cm
長

cm
支拠敷 

本
上干隆
_____g

霊針
g

離
cm

長
__Cm

z供ﾡ
木

化朮量
g g

・
1 1.0 8.7 34 0.4 0.0 0.7 22.4 39 3.4 1.2
2 9.5 18.0 32 6.9 2.7 0.7 23.0 37 1.9 6.8
3 19.5 16.2 27 2.6 1.0 07 26.3 57 0.9 0.9
4 11.8 7.5 11 1.7 1.6 0.7 18.8 41 0.7 0.4
5 11.8 6.5 10 1.4 0.3 1.0 11.5 37 0.8 0.3
6 11.8 6.7 22 0.3 0.2 27 7.3 27 0.4 0.2
7 11.8 7.5 18 0.2 0.1 3.4 12.5 24 0.4 0.4
8 12.2 17.2 20 2.6 1.3 7.2 17.6 ・45 8.3 3.3
9 13.6 12.2 23 0.5 0.3 7.2 15.1, 39 2.3 0.s

10 14.3 G.l 19 0.1 0.0 7.2 8.5 19 0.1 0.0
11 15.6 1.9 8 0.1 ().1 7.6 9.8 29 8.6 3.5
12 16.6 16.2 27 0.7 0.2 7.0 25.6 59 0.5 0.2
13 18.9 39.0 82 6.1 3.2 11.1 22.6 29 0.9 0.7
14 14.6 9.1 15 0.1 00
15 '14.9 28.9 71 2.3 1.2
16 14.9 16.4 36 * 1.6 08
17 15.1 18.1 38 2.0 0.9
18 15.2 30.4 69 1.5 0.7
19 18.3 88 22 6.7 3.5
20 18.6 16.0 36 0.6 0.2
21 19.8 8.3 18 0.1 0.0
22 20.1 7.9 26 0.1 0.1

・ 23 20.8 5.2 13 0.1 0.0
24 21.1 8.0 23 0.1 0.1
25 21.5 21.2 35 0.9 0.5
26 、 21.7 22.7 37 0.4 0.1
27 21.9 35.0 8 0.0 0.0
28 22.0 7.2 1S 0.1 0.0
20 22.3 3.9 12 0.1 0.0

・ 30 23.1 6.9 16 0.5 0.2
31 24.2 8.9 11 0.1 0.0
32 25.4 16.4 34 0.6
38 24.6、 3.4 14 0.9 0.2
34 27.0 5.7 7 0.1 0.0
35 27.3 7.1 28 0.7 0.3
36 27.6 7.5 10 0.3 0.1
計 23.6 9.0 49.9 22.3

ポ均 12.6 25.6 1.8 0.8 14.5 30 1.4 0.8

供試本数が少いために多く の状準を探る こ とが出來なかつたが, 地上部 

の形態の割合に變つた ものを2 本掘取つて調査 した。No.. 1 の苗木は端生型に 

相當 し, 14日即ち公ﾡ施行常年の生長は著しく大せかつたが, 床ﾡ営時 

の乾燥により,そのmは約3cm枯損した上, の後の仲長生長は行われ 

なかつた。 の代 り に 側芽が伸長 して 多 く の枝條 を發生した。No.. 2 の苗木は 

ﾡ生型 (A) に相當 し伏條當年の生長は僅少であったが,2 年目即ち床料當年に 

著し仲を示 した。又切斷床替の際に誤って無萌芽の ものはてて しまい 

床替 1 年後掘取調在の際に中央型に風するﾡ木を変することも出米なかつ 

た。 カゾラはヤチグモに比較してﾡ松性の樹ﾡに鳳するので, 伏係を行つた 

場合に も細い側ﾡが多数く水下に拡張し, Yチグモのよ う に直根とか或は 

側根が斜め下方に深 く 穿入する ものをみない。 ヌ今回の試験のﾡ果で母投が 

一般に細いものを使用したﾡ係上多くは地中にかてﾡ出するもの, 又發根箇 

所分布が理想的でないために母根の長さがやや長過ぎ, 従つて味ﾡ後の木 

の 根系の形がやや不良な ものが多い よ う であつた。然しながら 同チ陥の播種 

iを入手するととが出米ないのでこれを比救し代ないが, 今是をヤチダモ冇 

明券決條あ端生型に比較すれば次の逆 りである。

i) 根系振張の範圍

カ ッラの根系は物に上記のよ うに浅根性であるために根系の深さは, +チ 

グモ (35cm) よ り ほぼ 7emく, ヌ共のﾡ張の魔さにﾡしてはチグモ (65 

emn) c比 し約27 cm も 小 さ い。

i) 側 ﾡ数 ,

ﾡ供か ら發生した處の側根は ャチ グモに比似して細く 日つ 多 い。殊に地上 

部の生長の 丧好であつた も の は Y チ ダモの側根数の約 2 倍に相はす ろ。

iii) 側棋の長さ

側根.の長さの平均値は 13-15cm であつて, Yチグモに比桜すナればやや小 

さ いといイる。

iv) 支ﾡ数

側根 よ り 後生す る 支ﾡ数の均M をみろに, Y グモ (約 39 木) に L少
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即 ち 以上の成紙に よつ て も カツラ の伏係は ヤ チ グモに比核 して少く も根 

系の範回においては劣る も のでないが, その炎大の映警は木の形態が不 

良になりあいことである。 これは今後の研究によ らなければならない。

3) 伏係法の1業的考楽

天然性のカ ッラは温潤なる肥沃地に分布し,ヤチグモとその生態的環境が 

近似するが, 生育の形態や生理的要求度は後者と相異するものの如く, 川ち 

カッラは根が繊細で,ﾡに細ﾡを彼生しく魔く拡がつており, 所訓ﾡ不損 

型を品し, ﾡの土壌通氣性に勢する要求度が比較的大であると考どられる。 

ヤチダモは根が深く穿入し根の分岐も比較的粗らで, 城の B ﾡに向つて仲 

長してお り,所用心土根型を星し前者よ り も土基通氣性に到する要求がル 

いとぢとられる。 カッラ の根が繊細で淺い と と は, 苗の移植の際展々 書ル 

至分蒸等の爲に枯損 しめととになる。 カッラは その適地 よりみても 最書 w 

よ りみても大面積の一率の林地よ りなろ適地的園ﾡ林が:望ましい上 うで 

あ る。從つて林地で明芽性 Q 强い カ ッ ラの伐株"を利用してその崩ﾡを伐株 

を中心と して四方に伏せ と主せ, と れが推成を徹断 して 1 木は伐株の附近 

に 直植 し他はは掘取つて他に植栽す る方法も 考はされ る。 前畑での伏係茶 

法はヤチダモ程の應用性は溜められなかつたが, Mる施木の増殖を必製とす

る場合には, 前記Yチグモに準じてとれを獲成山るであろう。 ち山の

、 際に床面の兩側の苗を殘して掘取 り ・ 更に兩側の苗も 交互に 1 木宛期収 り, 

兩側から千鳥狀に中央に向けて伏せ, 止木で抑父W士する。ﾡる方法で路, 

公山Sの属致木神座の数量の簡災には幽じ得るものとえられる。

m 摘 変

1) 従ポヤチグで及びカツラは播種によつて前木をﾡ成していたが, 伏依出 

ic よ る養広決の 可能性について試験を行うた。殊に伏條法に よ って取木 され 

た木の根系の形態的特性を調在 して伏條法の可能性を調布 した。

2) ヤチ ダモの苗木 を春に伏せて製春 c か ら数木の切断された崎水が:ハら
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れたが, これらの苗木は崩芽及び細根を行するものと崩芽は有しないが細根 

のみイナ るものと に分け られた。

3) 前芽を行する木は床耕 1 4後に高 さ 60～80cm と な り根系の發育も 

が良好であつて優良な山出と なつた。 •

4) 前ﾡを行しない取木は替1簡年後にはいナれも崩芽が致生し, そo 

商さほぼ20cm に述したが, 根系の發育は播極によ る 1 年生苗木に相當し山 

山にはﾡ 1歯4量置する必要がある。

5) 前芽 を行しな い取木は床替後その母根の 中央か ら前芽したものと母拠 

の元部或は 先端部か ら萌芽 した ものとあり, その苗木の床特後の發育狀態は 

地上部ではどﾡが認められなかつたが, 側根の發育は 毋根の先端に近い部 

分から明芽した も のほど良好であつた。

6) ヤチグモの前券を行しないﾡ根による取木ﾡは播種諾と県なり長い山ﾡ 

を献:き母根から数本の側根がほぼ水平に發生し,斜下方に伸長している。こ 

れを1 年生の播種 と比核すると 取木苗は 根系がやや廣く 搬張 してい る が 深 

さはほば等しい。

7) 伏係法に上 るヤチダモの.苗木養成法は存相率に關しては粘今後の研究に 

より加を計る必要があるが, 益ルの姿方, 根系の形態からみる場合には 

業求的可能性がある。

8) カッラ の前本をに伏せて翌がに救本の収木首が代 ら れなが, これ も ヤ 

チグモと 同様に 萌芽 を 行ナ るものと 崩芽を有しないものとに分け られた。

9)メッ ラの芽を行する母拠か ら養成された取木苗は床种 1 簡年後に諾高 

ほば80cm に迷ビ, 根系の發育も良好であるが,母根は修曲 し地上部の形も 

不良になる傾向があつて, 事業的可能性はﾡ今後の研究によ らなければ決定 

されない。
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